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本書の解説                        小川晋史 
 
１．はじめに 
本書は、木部他（2011）* に掲載されている喜界島方言のデータについて、音声記号の知
識のない方でも読みやすくなるように、音声記号を仮名に置き換えたものです。なお、本解
説の末尾に「音声記号と仮名の対応表」をあげておきましたのでご参照ください。音声記号
を仮名に置き換えるにあたっては、混乱を避けるために標準的な日本語の表記で代用できる
ものはできる限り日本語と同じ表記にしてあります。その一方で、標準的な日本語では用い
られないような表記の仕方を工夫する必要があるようなものもありました。以下では特に、
標準的な日本語に存在しないような仮名表記を中心として、本書で用いた音の表記について
解説したいと思います。 
 
*木部暢子他（2011）『危機方言の調査・保存のための総合的研究 喜界島方言調査報告書』
国立国語研究所共同研究報告 11-01 2011 年 8 月． 
 
 
２．記号「＾」について 
 仮名文字の最初に山型の記号「＾」が付いているものがありますが、これは「軽く喉をし
める」という意味です。たとえば「＾あ」という記号であれば、軽く喉をしめてから「あ」
を発音するという意味になります。同様に「＾た」「＾でぃ」「＾ま」など様々な音とともに
「＾」は表われます。この喉をしめるという発音の仕方は、標準日本語では使われませんが、
喜界島方言では意味の区別に重要な役割を果たすこともあります。 
語例としては、喜界島方言では『1 つ』という意味を表わす「＾てぃとぅ」あるいは「＾
てぃつ」という語がありますが、ここに「＾」が表われ出ます。 
 
 
３．記号「゜」について 
 標準的な日本語ではパ行の表記に「ぱぴぷぺぽ」のような、仮名文字の右肩に付ける丸の
記号「゜」を用いますが、本書ではそれ以外のところにも「゜」を用いています。具体的に
は、仮名文字の「かきくけこ」に「゜」を付けた「か゜き゜く゜け゜こ゜」という仮名文字
を用いています。これはどのような発音かというと、「がぎぐげご」を、少し鼻にかけた（鼻
に空気を抜く）ような発音です。「か゜」であれば「が」と言いながら同時に鼻にかけると、
「か゜」の音が発音できます。 
 語例としては、『犬』があります。喜界島方言では集落によって「＾いんか゜ー」、「いん
か゜ー」、「いんく゜ゎー」のようにやや異なって発音されますが、「か゜」や「く゜ゎ」（＝
「ぐゎ」と言いながら鼻にかける）が表われる点は共通しています。 
1
 ４．特徴的な母音の発音（中舌母音）について 
 喜界島方言の中には標準的な日本語にはないような母音があります。集落でいうと、小野
津と志戸桶の方言にはっきりと見られる特徴ですが、湾や中里、荒木にも見ることができま
す。そのような母音の表記について解説します。 
 
４．１．ɪ について 
 「音声記号と仮名の対応表」では、ɪ のアルファベットで表わされている母音があります。
これは、「「い」と「う」の間」あるいは「「え」と「う」の間」の音として説明されること
が多い母音です。調査の中でも方言話者の方からそのように教えて頂くことがありました。 
 この ɪ 母音が含まれる音について本書の仮名表記では、小さい文字の「ぃ」を使った表記
を採用しています。「いぃ」、「ねぃ」などがその表記です。また、唇を使って発音する子音
（音声記号では p, b, ɸ, m）にこの ɪ 母音が続く場合には、小さい文字の「ぅぃ」を使った
表記を採用しています。「ぷぅぃ」、「ぶぅぃ」、「ふぅぃ」、「むぅぃ」がその表記です。 
 語例としては、『骨』があります。小野津・志戸桶・湾・中里・荒木ではこの語は「ふね
ぃ」あるいは「ぷねぃ」という発音になります（塩道・坂嶺・上嘉鉄・阿伝では ɪ 母音は用
いず、「ふに」あるいは「ぷに」と言います）。 
ただし、小さい文字の「ぃ」が付いたものがすべてこの ɪ 母音を表わしているというわけ
ではありませんので注意してください。例えば「ふぃ」は標準的な日本語でも用いられる表
記であって、ɪ 母音ではありません。一般的な「い(i)」の母音です。詳しくは本解説末尾の
「音声記号と仮名の対応表」で確認して下さい。 
 
４．２．ё について 
音声記号では ё で表わされている母音もあります。「え」に近い母音ですが、「「え」と「お」 
の間」くらいの音だと思うと、発音しやすいでしょう。これも小野津と志戸桶の方言に特徴
的に見られる音です。仮名表記では「くぇ」、「ほぇ」のように小さい文字の「ぇ」を使った
表記を採用しています。また、上で見た ɪ 母音と同様に、唇を使って発音する子音（音声記
号では p, b, ɸ, m）にこの ё 母音が続く場合には、小さい文字の「ぅぇ」を使った表記を採
用しています。「ぷぅぇ」、「ぶぅぇ」、「ふぅぇ」、「むぅぇ」がその表記です。 
 語例としては『前』や『蝿（はえ）』があります。小野津・志戸桶では『前』のことを「む
ぅぇー」と言います。また『蝿』のことは「ぷぅぇー」や「ふぅぇー」と言います。 
 この仮名表記についても、小文字の「ぇ」が付いたものがすべてこの ё 母音を表わしてい
るというわけではありませんので注意してください。 
 
 
 
 
2
５．その他の記号 
 上で解説した以外にも標準的な日本語で用いないような仮名表記をした音がありますの
で解説しておきます。 
 出現頻度は低いですが、「う゛ぃ」という表記があります。これは「び」と「ふぃ」の間
の音です。「ふぃ」を発音するつもりで、同時にくちびるを震わせてみてください。すると、
この音になります。「うぃ」あるいは「び」とほとんど区別されない音で、これらの音で代
用しても大きな問題は無いと思われます。 
 本書はデータ集であるため、普段は表記しないような音の上がり下がり（アクセント）を
示す記号も書かれています。“［”はその位置で音が上がることを意味し、“］”はその位置で
音が下がることを意味しています。例えば、『田んぼ』を意味する「た［ー」という語では、
一拍目から二拍目にかけて音が上昇することを意味しています。ここに集落差が表れる場合
もあります。例えば、『（服の）袖』は「すでぃ」ですが、語の一拍目が高く始まって二拍目
が低くなる「［す］でぃ」というパターンで発音する集落もあれば、語の一拍目が低く始ま
って二拍目が高くなる「す[でぃ」というパターンで発音する集落もあります。 
 最後に、データ集の中に“－－”や“NR”と書かれた欄がありますが、“－－”は話者の
方から「聞き取りをしていない」という意味で、“NR”は「相当する語彙は無いという話者
の方の回答だった」という意味を表わします。 
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「音声記号と仮名の対応表」
a i ɪ u e ë o
ゼロ あ い いぃ う え お
ʔa ʔi ʔɪ ʔu ʔe ʔo
＾あ ＾い ＾いぃ ＾う ＾え ＾お
tˀa tˀi tˀu
＾た ＾てぃ ＾とぅ
ta ti tɪ tu te to
た てぃ とぃ とぅ て と
pʲu pʲo
ぴゅ ぴょ
pˀa pˀi pˀu
＾ぱ ＾ぴ ＾ぷ
pa pi pɪ pu pe pë po
ぱ ぴ ぷぅぃ ぷ ぺ ぷぅぇ ぽ
kʷˀa kʷˀe
＾くゎ ＾くぅぇ
kʷa kʷe
くゎ くぅぇ
kʲˀu
＾きゅ
kʲa kʲu kʲe kʲo
きゃ きゅ け きょ
kˀa kˀi kˀɪ kˀu kˀe kˀo
＾か ＾き ＾くぃ ＾く ＾け ＾こ
ka ki kɪ ku ke kë ko
か き くぃ く け くぇ こ
da di dɪ du de do
だ でぃ どぃ どぅ で ど
ba bi bɪ bu be bë bo
ば び ぶぅぃ ぶ べ ぶぅぇ ぼ
bʲu bʲo
びゅ びょ
ɡʲa ɡʲo
ぎゃ ぎょ
ɡa ɡi ɡɪ ɡu ɡe ɡo
が ぎ ぐぃ ぐ げ ご
βi βɪ
う゛ぃ う゛ぅぃ
sˀa sˀu
っさ っす
sa su se so
さ す せ そ
ɸa ɸi ɸɪ ɸu ɸe ɸë ɸo
ふぁ ふぃ ふぅぃ ふ ふぇ ふぅぇ ふぉ
çi çu
ひ ひゅ
h a h i h ɪ h u h e h ë h o
は へぃ へぃ ほぅ へ ほぇ ほ
ʔ
tˀ
pˀ
p
t
pʲ
kʷ
kʷˀ
kʲ
kˀ
kʲˀ
ɡʲ
k
d
b
bʲ
sˀ
ɡ
β
h
s
ɸ
hʲ/ç
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a i ɪ u e ë o
ɕa ɕi ɕu ɕe ɕo
しゃ し しゅ しぇ しょ
ʑa ʑi ʑu ʑe ʑo
じゃ じ じゅ じぇ じょ
za zu ze zo
ざ ず ぜ ぞ
ʦˀu
＾つ
ʦi ʦu ʦo
つぃ つ つぉ
ʨˀa ʨˀi ʨˀu
＾ちゃ ＾つぃ ＾つ
ʨa ʨi ʨu ʨe ʨo
ちゃ ち ちゅ ちぇ ちょ
ŋʷa
く゜ゎ
ŋʲa
き゜ゃ
ŋa ŋi ŋɪ ŋu ŋe ŋo
か゜ き゜ く゜ぃ く゜ け゜ こ゜
nʲa nʲi nʲu nʲë nʲo
にゃ に にゅ ぬぇ にょ
na ni nɪ nu ne no
な ねぃ ねぃ ぬ ね の
mʲa mʲu
みゃ みゅ
mˀa
＾ま
ma mi mɪ mu me më mo
ま み むぅぃ む め むぅぇ も
wa wi wɪ wu we wo
わ うぃ うぅぃ う うぇ うぉ
ɾʲu
りゅ
ɾa ɾi ɾɪ ɾu ɾe ɾo
ら り るぃ る れ ろ
jˀa jˀu jˀe
＾や ＾ゆ ＾いぇ
ja ji jɪ ju je jo
や いぃ いぃ ゆ いぇ よ
ɴ（撥音） ん
ː（引く音） ー
促音 っ
ʑ(ʥ)
ɕ
z(ʣ)
ʦˀ
ʨˀ
ʨ
ʦ
ŋ
nʲ
n
ŋʲ
ŋʷ
mʲ
mˀ
ɾʲ
m
w（ɰ）
j
ɾ
jˀ
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基礎語彙１ 
（基礎的なことば） 
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基礎語彙１
番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
1 毛 1 [ひ]ー [ひ]ー ぴ[に(ひげ)//[は]っしあ[き゜]ー
2 血 1 [＾つぃ]ー [ち]ー//[ちー ＾つぃ[ー
3 緒 1 [ぴ]む(ひも) [う]ー NR
4 帆 1 [ふ]ー ふ[ー ふ[ー
5 柄 1 [いぃ]ー [いぃ]ー いぃ[ー
6 実 1 [み]ー [むぅぃ]ー み[ー
7 日 2 [ぴ てぃ[だ [てぃ]だ(太陽)
8 藻 2 [む]ー [む]ー む[ー
9 葉 2 [ぱ]ー [ぱ]ー ぱ[ー//へぃん[ぱ]ー
10 名 2 [な]ー [な]ー な[ー
11 手 3 とぃ[ー とぃ[ー てぃ[ー
12 目 3 むぅぃ[ー むぅぃ[ー み[ー
13 歯 3? ぱ[ー ぱ[ー ぱ[ー
14 屁 3 ぷぅぃ[ー//ふぅぃ[ー ぷぅぃ[ー ぴ[ー
15 穂 3 [ぷ]ー//[ふ]ー ふ[ー [ねぃ]にのみ[ー(稲の実)
16 荷 3 [に]む[つ に[ー に[ー
17 湯 3 ゆ[ー ゆ[ー ゆ[ー
18 粉 3 [め]り[けん]こ(メリケン粉) く[ー く[な
19 野 3 ぱ[る(原) ぱ[る ぱ[る(畑)
20 火 3 [う]ま[つ//[へぃ ＾う[ま]つ う[ま]とぅ
21 田 3 た[ー た[ー た[ー
22 木 3 へぃ[ー ひ[ー へぃ[ー
23 菜 3 [な]ー な[ー や[せ]ー(野菜)//[お]ー[ぱ]ー
(葉の小さい野菜)
24 根 3 ねぃ[ー ねぃ[ー [む]とぅ(元)//[へぃん] ぴ[に]ー
(木の根の毛)
25 乳 4 ＾つぃ[ー ＾つぃ[ー ち[ち
26 茶 さー ちゃ[ー しゃ[ー
27 巣 す[ー す[ー す[ー
28 烏賊 1 [＾い]きゃ [＾い]か い[か
29 海老 1 [＾いぃ]び [＾いぃ]ぶぃ ＾い[び(車海老)//[た]な[がー
(手の長い海老)
30 鍬 [＾くぅぇ]ー [＾くうぇ]ー [＾け]ー
31 腰、後ろ 1 [ほぅ]し [ほぅ]し ほぅ[し
32 右 に[に]ー [み]き゜ [み]ぎ
33 羽 1 [ぱ]ねぃ [ぱ]に ぱ[ねぃ//ぱ[に
34 横 1 [ゆ]く [ゆ]く ゆ[く
35 灰 1 [ゆ]ねぃ [ゆ]ねぃ ゆ[に
36 蟹 1 が[に]ー が[に]ー が[に]ー
37 粥 1 か[い]ー か[い]ー か[い
38 蟻 1 [あ]ー[に]ー [＾あ]ー[に]ー [あ]ー[に]ー
語       アクセント類
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号
1 毛 1
2 血 1
3 緒 1
4 帆 1
5 柄 1
6 実 1
7 日 2
8 藻 2
9 葉 2
10 名 2
11 手 3
12 目 3
13 歯 3?
14 屁 3
15 穂 3
16 荷 3
17 湯 3
18 粉 3
19 野 3
20 火 3
21 田 3
22 木 3
23 菜 3
24 根 3
25 乳 4
26 茶
27 巣
28 烏賊 1
29 海老 1
30 鍬
31 腰、後ろ 1
32 右
33 羽 1
34 横 1
35 灰 1
36 蟹 1
37 粥 1
38 蟻 1
語       アクセント類 ④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
け[ー//[はっ]さ[ぎ]ー ひ[ー ひ[ぎ]ー
ち[ー ち[ー ち[ー
-- -- [は]な[う(鼻緒)
ぷ[ー//ふ[ー ふ[ー ふ[ー//[ふ]ー
いぇ[ー いぃ[ー いぃ[ー
[み]ー み[ー な[り
[ぴ]ー [てぃ]だ(太陽) ひ
む[ー も[ー [あ]ー[さ]ー(アオサ)
ぱ[ー//ふぁ[ー ぱ[ー は[ー
な[ー な[ー な[ー
てぃ[ー てぃ[ー てぃ[ー
み[ー み[ー み[ー
ぱ[ー//ふぁ[ー ぱ[ー は[ー
ふぃ[ー ぴ[ー//ふぃ[ー ひ[ー
ぷ[ー//ふ[ー ふ[ー ふ[ー
に[ー -- に[ー
ゆ[ー ゆ[ー ゆ[ー
[く]ー -- [く]ー
-- -- NR
＾う[ま]つ(人間が燃やした火)//
ひ[ー(火事)
う[ま]とぅ ＾う[ま]とぅ
た[ー た[ー た[ー//[い]ー[じゃ]ー(古)
ひ[ー ひ[ー ひ[ー
[＾お]ー[ふぁ]ー(青葉) NR NR
ねぃ[ー//[む]とぅ ねぃ[ー//ねぃ[む]とぅ [ねぃ]む[とぅ(根元)
＾つぃ[ー -- ち[ー
さ[ー さ[ー [さ]ー//さ[ー
す[ー す[ー [す]ー
＾い[か [い]か ＾い[か
＾い[び い[び ＾い[び
[＾け]ー け[ー ＾け[ー
ほぅ[し ほぅ[し(背中) [ふ]し
[み]ぎ [み]ぎ [み]ぎ
ぱ[ねぃ ぱ[ねぃ は[ねぃ
ゆ[く ゆ[く ゆ[く
ぺ[ー ゆ[ねぃ ゆ[に
が[に]ー [がい]ん が[い]ー
か[ゆ か[い [か]い[ー
[＾あ]ー[に]ー [あ]ー[ い゜]ー([い゜]は鼻母音) ＾あ[い
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基礎語彙１
番号
1 毛 1
2 血 1
3 緒 1
4 帆 1
5 柄 1
6 実 1
7 日 2
8 藻 2
9 葉 2
10 名 2
11 手 3
12 目 3
13 歯 3?
14 屁 3
15 穂 3
16 荷 3
17 湯 3
18 粉 3
19 野 3
20 火 3
21 田 3
22 木 3
23 菜 3
24 根 3
25 乳 4
26 茶
27 巣
28 烏賊 1
29 海老 1
30 鍬
31 腰、後ろ 1
32 右
33 羽 1
34 横 1
35 灰 1
36 蟹 1
37 粥 1
38 蟻 1
語       アクセント類 ⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
ひ[に [はっ]さ[き゜]ー//[はっ]さ
[ねぃ]ー
ひ[ねぃ//ひ[き゜
＾つぃ[ー ＾つぃ[ー//[＾つぃー [あー]ち[ー//ち[ー
-- -- --
ふ[ー ふ[ー ほ[ー
NR -- いぃ[ー
み[ー み[ー み[ー
-- ひ[ー//[ひ]ー ひ[ー
む[ー -- も[ー
は[ー は[ー は[ー
[な]ま[い な[ー [な]ま[い
てぃ[ー てぃ[ー てぃ[ー
み[ー み[ー み[ー
は[ー は[ー [はー
ひ[ー ひ[ー ひ[ー
ふ[ー ふ[ー ほ[ー
に[ー//に[む]とぅ に[ー に[ー
ゆ[ー ゆ[ー ゆ[ー
く[な く[ー (こ[な)
は[て]ー(畑) は[る (集落外の畑) --
う[ま]とぅ う[ま]とぅ//[う]ま[とぅ う[ま]つ//ひ[ー//[＾くゎ]じ
た[ー た[ー た[ー
ひ[ー ひ[ー ひ[ー
NR -- な[ー
ねぃ[ー む[とぅ//ねぃむとぅ//ひ[ねぃ む[とぅ
ち[ー ＾つぃ[ー ち[ー
さ[ー さ[ー//[さ]ー さ[ー
す[ー す[ー す[ー
＾い[か ＾い[か い[か
＾い[び ＾い[び え[び
[＾け]ー [＾け]ー [＾くぅぇ]ー
ほぅ[し ふ[し//ほぅ[し ふ[し
[み]ぎ み[ぎ み[ぎ
は[ねぃ は[に は[ねぃ//はねぃ
ゆ[く ゆ[く ゆ[く
ゆ[ねぃ ゆ[に ゆ[ねぃ
が[に]ー が[に]ー が[に]ー
か[い か[い//か[ゆ [か]い[ー
＾あ[に あ[に あ[に
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類
39 丘 1 NR [＾ぴ]ら む[り
40 牛 1 [＾う]し [＾う]し う[し
41 魚 1 [＾い]ゆ [＾い]う ＾い[ゆ
42 金 1 [か]ね [は]ねぃ NR
43 溝 1 み[ず]ー み[じゅ]ー み[じゅ]ー//
[み]じゅん[か]ー(小さい川)
44 砂 1 [す]な [す]な す[な
45 皿 1 [さ]ら [さ]ら さ[ら
46 枝 1 [ゆ]だ [いぃ]だ//[ゆ]だ ゆ[だ
47 酒 1 [せ]ー [せ]ー せ[ー//しぇ[ー
48 首 1 [ぬ]ぶ[い [＾く]び ＾く[び
49 傷 1 [＾き]ず [＾き]ず ＾き[ず
50 床 1 [ゆ]か [ゆ]＾か ゆ[か
51 尻 1 ま[い [ま]い [ま]い
52 水 1 [み]ず むぅぃ[ず み[どぅ
53 裾 1 す[そ す[す す[そ (あまり使用せず)
54 星 1 [ぷ]し [ふ]し//[ぷ]し ほぅ[し
55 袖 1 [す]でぃ [す]でぃ す[でぃ
56 鷹 1 [た]か [た]か た[か
57 棚 1 [た]な [た]な た[な
58 竹 1 [で]ー [で]ー で[ー
59 虫 1 [む]し [む]し む[し
60 鳥 1 [とぅ]い [とぅ]い とぅ[い
61 壷 1 は[むぅぃ(かめ) は[むぅぃ [は]み(かめ)
62 爪 1 [つ]むぅぃ [つ]むぅぃ とぅ[み
63 底 1 [す]く [す]＾く す[く
64 釘 1 [＾く]に ＾く[に ＾く[に
65 桃 1 む[む]ー [む]む む[む
66 道 1 [み]ち [み]ち み[ち
67 匂い [は]ざ [は]じゃ NR
68 蝿 1 [ぷぅぇ]ー [ふぅぇ]ー//[ぷぅぇ]ー へ[ー
69 箱 1 [ぱ]く ぱ[く ぱ[く
70 鼻 1 [ぱ]な [ぱ]な ぱ[な
71 稗 1 NR NR NR
72 髭 1 [ぴ]ねぃ [ぴ]に//[ぴ]き゜ ぴ[に
73 筆 1 ぷ[でぃ [ふ]どぃ ぷ[でぃ//ふ[でぃ
74 布 1 [＾きじ(生地) [＾き]れ ＾き[れ//[た]ん[む]ん//
ぬ[ぬ(大島紬のこと)
75 風 1 [は]じ [は]じ は[でぃ
76 蜂 1 [ぱ]ち [ぱ]ち ぱ[ち
77 味 1 [＾あ]じ [＾あ]じ ＾あ[じ
11
基礎語彙１
番号 語       アクセント類
39 丘 1
40 牛 1
41 魚 1
42 金 1
43 溝 1
44 砂 1
45 皿 1
46 枝 1
47 酒 1
48 首 1
49 傷 1
50 床 1
51 尻 1
52 水 1
53 裾 1
54 星 1
55 袖 1
56 鷹 1
57 棚 1
58 竹 1
59 虫 1
60 鳥 1
61 壷 1
62 爪 1
63 底 1
64 釘 1
65 桃 1
66 道 1
67 匂い
68 蝿 1
69 箱 1
70 鼻 1
71 稗 1
72 髭 1
73 筆 1
74 布 1
75 風 1
76 蜂 1
77 味 1
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
む[い -- ＾う[か
＾う[し う[し ＾う[し
＾い[ゆ い[ゆ ゆ
は[に は[ねぃ は[ねぃ
み[じゅ]ー み[じゅ]ー み[じゅ]ー
す[な す[な す[な
さ[ら さ[ら さ[ら//[すー]だ[ら
いぃ[だ ゆ[だ ゆ[だ
せ[ー せ[ー せ[ー
＾く[び ぬ[び]ー ＾く[び
＾き[ず ち[どぅ ち[どぅ
-- ゆ[か ＾い[た]じ[ち
-- [ま]い [ま]り
-- み[どぅ み[どぅ
-- [す]す す[す
-- ふ[し ふ[し
-- す[でぃ す[でぃ
た[か た[か た[か
-- た[な た[な
で[ー で[ー で[ー
-- む[し む[し
とぅ[い とぅ[い とぅ[り
-- -- [は]み(瓶)
-- ＾とぅ[み ＾とぅ[み
-- す[く す[く
＾く[に ＾く[ぎ//＾く[い(木でできた釘) ＾く[ぎ
む[む む[む む[む
-- み[ち み[ち
-- は[だ は[だ
ぺ[ー ぺ[ー//ふぇ[ー へ[ー
-- ぱ[く は[く
-- ぱ[な は[な
-- -- NR
ぴ[ねぃ ぴ[ぎ]ー ひ[ぎ
-- ふ[でぃ ふ[でぃ
-- ぬ[ぬ//＾きれ ぬ[ぬ
-- は[でぃ は[でぃ
-- ぱ[ち [は]ち[ー
-- -- ＾あ[じ
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号 語       アクセント類
39 丘 1
40 牛 1
41 魚 1
42 金 1
43 溝 1
44 砂 1
45 皿 1
46 枝 1
47 酒 1
48 首 1
49 傷 1
50 床 1
51 尻 1
52 水 1
53 裾 1
54 星 1
55 袖 1
56 鷹 1
57 棚 1
58 竹 1
59 虫 1
60 鳥 1
61 壷 1
62 爪 1
63 底 1
64 釘 1
65 桃 1
66 道 1
67 匂い
68 蝿 1
69 箱 1
70 鼻 1
71 稗 1
72 髭 1
73 筆 1
74 布 1
75 風 1
76 蜂 1
77 味 1
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
む[り む[い//[むい も[り
＾う[し ＾う[し う[し
＾い[ゆ ＾い[ゆ い[ゆ
は[ねぃ は[ねぃ は[ねぃ
み[じゅ]ー み[じゅ]ー み[ず]ー
す[な す[な//[すな す[な//み[ちゃ(土)
[そ]ー[だ]ら さ[ら//[さら さ[ら
ゆ[だ いぃ[だ//ゆ[だ ゆ[だ
せ[ー せ[ー//しぇ[ー//[せー//[しぇー しぇ[ー
＾く[び ＾く[び ＾く[び//ぬ[でぃ]ー(喉)
ち[どぅ ち[ず き[ず
ゆ[か -- ゆ[か
[ま]り [ま]り [＾ま]り
み[どぅ み[ず//み[どぅ み[ず
す[す す[す す[す
ほ[し ふ[し ふ[し
す[でぃ す[でぃ す[でぃ
NR た[か//[たか た[か
た[な た[な//[たな た[な
で[ー で[ー で[ー
む[し む[し む[し
とぅ[り とぅ[い とぅ[り//と[り
NR -- --
＾とぅ[み ＾とぅ[み つ[み
-- す[く す[く
-- ＾く[に く[ぎ//く[き゜
-- む[む む[む
み[ち み[ち み[ち
-- [にゅ]ー[い//[に]ゆ[い//は[だ は[だ
へ[ー へ[ー へ[ー
-- は[く は[く
は[な は[な は[な
-- -- --
-- ひ[に//ふぃ[く゜ぃ ひ[ねぃ
ふ[で ふ[でぃ ふ[でぃ
-- ぬ[ぬ ＾き[り//ぬ[ぬ
-- は[でぃ は[じ
-- [は]ち[ー [は]ち[ー
-- あ[じ あ[じ
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基礎語彙１
番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類
78 霧 1 [＾きり//か[す]み む[や む[や
79 籾 1 [む]み//[む]みが[ら む[むぅぃ む[み
80 篩 [むぅぃ]ふぁ[や]ー ゆ[い NR
81 臍 [ぷ]す [ぷ]す//[ふ]す ぷ[す
82 鱶 [さ]ば（鯖） [さ]ば さ[ば
83 紙 2 [は]び は[び は[び
84 夏 2 [な]つ [な]つ な[とぅ
85 音 2 [＾う]とぅ [＾う]とぅ う[とぅ
86 歌 2 [＾う]た [＾う]た ＾う[た
87 垣 2 [は]き は[＾き NR
88 橋 2 [ぱ]し ぱ[し ぱ[し
89 胸 2 [む]ねぃ [む]ねぃ む[ねぃ
90 型 2 [か]た [か]た か[た
91 口蓋(あご) [＾う]とぅけ゜[ー [＾あ]ぐ ＾あ[ぐ
92 人 2 [つ [＾つ [＾つ
93 石 2 [＾い]し [＾い]し い[し
94 昼 2 [＾ぴ]る [ぴ]る ぴ[る
95 冬 2 [＾ぷ]ゆ [ふ]ゆ ふ[ゆ
96 肘 2 [ぴ]じ//[ふぃ]じ ぴ[じ ぴ[じ
97 旅 2 [た]び た[び（共通語的） た[び
98 舌 3 す[ば す[ば す[ば
99 面 3 つ[ら ちゅ[ら とぅ[ら
100 肝 3 ＾き[む ＾き[む ＾つぃ[む
101 耳 3 み[み み[み み[み
102 骨 3 ぷ[ねぃ//ふ[ねぃ ぷ[ねぃ]ー ふ[ねぃ]ー
103 皮 3 は[ー か[わ か[わ
104 腕 3 う[でぃ [ぐ]て[ー てぃ[ー//ぐ[て]ー//[ぐ]て[ー
105 脛(すね) 3 す[ねぃ す[ねぃ [むけ]ず[ね(向こう脛)//
[とぅ]ぶ[し
106 指 3 [ゆ]び ゆ[び ゆ[び
107 糞 3 っす [っす [っす
108 背丈 3 [ふ]どぅ [ぷ]どぅ//[ふ]どぅ し[ー
109 股 3 ま[た ま[た ま[た
110 腹 3 わ[た わ[た わ[た
111 垢 3 [＾ぴ]んぐ [ぷぅぃん]く゜ー [ぴ]ん[ぐー//[ふぃ]ん[ぐ(汚れ)
112 親 3 [とぅ]じとぅ(母父) ＾う[や ＾う[や
113 肉 に[く し[し//[み]ー に[く//いし(古)
114 豆 3 ま[むぅぃ ま[むぅぃ ま[み
115 米 3 ほぅ[むぅぃ ほぅ[むぅぃ ほぅ[み
116 糠(ぬか) 3 ぬ[か ぬ[か ぬ[か
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号 語       アクセント類
78 霧 1
79 籾 1
80 篩
81 臍
82 鱶
83 紙 2
84 夏 2
85 音 2
86 歌 2
87 垣 2
88 橋 2
89 胸 2
90 型 2
91 口蓋(あご)
92 人 2
93 石 2
94 昼 2
95 冬 2
96 肘 2
97 旅 2
98 舌 3
99 面 3
100 肝 3
101 耳 3
102 骨 3
103 皮 3
104 腕 3
105 脛(すね) 3
106 指 3
107 糞 3
108 背丈 3
109 股 3
110 腹 3
111 垢 3
112 親 3
113 肉
114 豆 3
115 米 3
116 糠(ぬか) 3
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
-- -- ＾き[り
-- む[み む[み
-- -- [ゆ]す[り
ぷ[す ふ[す ふ[す
さ[ば -- さ[ば
は[び は[び は[び
な[つ な[つ な[つ
＾う[とぅ う[とぅ ＾う[とぅ
＾う[た う[た ＾う[た
[＾い]しが[ち（石垣） [そ]ん[な]ち//
[そ]ん[にゃ]ち(ヒンプンのこと)
NR
ぱ[し ふぁ[し は[し
む[ねぃ む[ねぃ む[ねぃ
か[た か[た か[た
＾あ[ぐ [う]とぅ[いぇ]ー(あご) [＾あ]ぐ
[＾つ [＾つ ＾つ
＾い[し い[し ＾い[し//[＾い]しん[かー(小石)
ぴ[る [し]ん[ま]ー ひ[る
ぷ[ゆ ふ[ゆ ふ[ゆ
ぴ[じ ひ[じ ひ[じ
た[び -- た[び
す[ば す[ば す[ば
つ[ら とぅ[ら ＾とぅ[ら
ち[む ち[む ち[む
み[み み[み み[み
[ぷ]ねぃ ふ[ねぃ [ふ]ねぃ
か[わ か[わ か[わ
＾う[でぃ てぃ[ー ＾う[でぃ//[ぐ]て[ー
[す]に す[に す[に
ゆ[び ゆ[び ゆ[び
[っす [っす ＾く[す
-- NR NR
ま[た ま[た ま[た
わ[た わ[た わ[た
[ぴ]ん[どぅ [ぴ]ん[ぐ [ひ]ん[ぐ]ー
う[や -- ＾う[や
し[し//に[く し[し し[し
ま[み ま[み ま[み
ほぅ[み ほぅ[み ふ[み
ぬ[か ぬ[か ぬ[か
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基礎語彙１
番号 語       アクセント類
78 霧 1
79 籾 1
80 篩
81 臍
82 鱶
83 紙 2
84 夏 2
85 音 2
86 歌 2
87 垣 2
88 橋 2
89 胸 2
90 型 2
91 口蓋(あご)
92 人 2
93 石 2
94 昼 2
95 冬 2
96 肘 2
97 旅 2
98 舌 3
99 面 3
100 肝 3
101 耳 3
102 骨 3
103 皮 3
104 腕 3
105 脛(すね) 3
106 指 3
107 糞 3
108 背丈 3
109 股 3
110 腹 3
111 垢 3
112 親 3
113 肉
114 豆 3
115 米 3
116 糠(ぬか) 3
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
＾き[り [む]や ＾き[り//も[や//む[や
-- -- も[み
-- ゆ[い ゆ[り
ふ[す ふ[す ひ[す
-- さ[ば さ[ば
-- は[び は[び
な[とぅ な[とぅ な[つ
＾う[とぅ ＾う[とぅ お[と
＾う[た ＾う[た う[た
NR [＾い]し[が]ち (石垣) (か[き]ね)
は[し は[し は[し
む[ねぃ む[ねぃ む[ね
-- か[た か[た
＾あ[ぐ ＾あ[ぐ あ[ご
＾つ [＾つっ ちゅっ
＾い[し//[＾い]しん[＾か]ー(礫) ＾い[し い[し
[ま]しん[ま ひ[る//ましんまー(古)//
＾あ[しー (昼食)
 ひ[る
ふ[ゆ ふ[ゆ//は[る (春)//＾あ[き (秋) ふ[ゆ
ひ[じ ひ[じ ひ[じ
た[び た[び ([や]ま[とぅ大和)
す[ば す[ば す[ば
とぅ[ら ＾とぅ[ら つ[ら
-- ＾つぃ[む ち[む
み[み み[み み[み
[ふ]ねぃ [ふ]ねぃ [ふ]ねぃ
か[わ か[わ か[わ
＾う[でぃ [ぐ]て[ー う[で//[ぐ]て[ー
す[ね す[ねぃ す[ね
ゆ[び ゆ[び ゆ[び
[っす [すっ [っす
せ[ー -- --
ま[た ま[た ま[た
わ[た わ[た わ[た
[ひ]ん[ぐ [ひ]ん[ぐ]ー (汚れ) [ひ]ん[ぐ
う[や ＾う[や//[あ]ん[ま]ー (母)//
あ[じー (祖父)
う[や
に[く に[く に[く
ま[み ま[み//ま[むぅぃ ま[み//ま[め
ほぅ[み ふ[み//ふ[むぅぃ ふ[み
ぬ[か -- ぬ[か
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類
117 墓 3 [ぱ]か [ぱ]か ぱ[か//[ぱ]かん[め]ー
118 網 3 あ[み ＾あ[むぅぃ あ[み
119 鉢 3 ぱ[ち [ぱ]ち ぱ[ち
120 縄(なわ) 3 [ぴ]む(ひも) つ[な へぃ[む
121 綱(つな) 3 とぅ[な つ[な ＾とぅ[な
122 瓶(かめ) 3 は[むぅぃ は[むぅぃ う[び]ん//[は]み
123 竿 [そ]ーで[ー [で]ー（竹の意） [そ]ー[で]ー//で[ー
124 年 3 とぅ[し [とぅ]し とぅ[し
125 時 3 [とぅ]き とぅ[き NR
126 夜 ゆ[る ゆ[る ゆ[る
127 月 3 [つ]きぬ[い ＾つ[き [とぅ]ち[ぬ]い
128 山 3 や[ま や[ま や[ま
129 島 3 し[ま し[ま し[ま
130 雲 3 ＾く[む ＾く[む ＾く[む
131 波 3 な[み な[み な[み
132 浜 3 ぱ[ま ぱ[ま [ぱ]ま
133 馬 3 う[ま ＾う[ま ＾う[ま
134 鳩 3 ぱ[とぅ]ー ぱ[とぅ]ー ぱ[とぅ]ー
135 犬 3 [い]ん[か゜]ー [＾い]ん[か゜]ー [い]ん[か゜]ー
136 蜷 (にな) NR [＾あ]ま[にゃ]ー み[にゃ
137 蛸 と[ー と[ー と[ー
138 亀 は[むぅぃ [か]むぅぃ か[め//[は]み
139 蛆 3 ＾う[じ [＾う]じ//[＾う]じ[む]し う[じ//うじむ[し
140 蚤 3 ぬ[み ぬ[み [ぬ]み
141 角(つの) 3 つ[ぬ つ[ぬ とぅ[ぬ
142 花 3 ぱ[な ぱ[な ぱ[な
143 草 3 っさ [っさ [っさ
144 韮 3 に[ら び[ら び[ら
145 甘藷(さつまい
も)
[は]ん[す]ー//うむ(田芋)
[ぱ]ん[す]ー(Mさん)//
[ぱ]ん[すー(Sさん)
[ぱ]ん[す]ー//う[む(田芋)
146 節 3 ふ[し [ぷ]し ぶ[し//ぷ[し
147 泡 3 あ[わ あ[わ [ぶ]く//あ[わ
148 怪我 3 くぃ[が くぃ[が き[が
149 穴 3 あ[な//が[ま が[な]ー あ[な
150 裏 3 う[ら//[やー]ぬ[し]ー(家の裏) [ほぅ]し（後ろ） [う]ら
151 物 3 む[ぬ [む]ん む[ん
152 色 3 ＾い[る ＾い[る い[る
153 鬼 3 ＾う[に [＾う]に ＾う[に
154 夢 3 ＾い[み ＾い[み ＾い[み
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基礎語彙１
番号 語       アクセント類
117 墓 3
118 網 3
119 鉢 3
120 縄(なわ) 3
121 綱(つな) 3
122 瓶(かめ) 3
123 竿
124 年 3
125 時 3
126 夜
127 月 3
128 山 3
129 島 3
130 雲 3
131 波 3
132 浜 3
133 馬 3
134 鳩 3
135 犬 3
136 蜷 (にな)
137 蛸
138 亀
139 蛆 3
140 蚤 3
141 角(つの) 3
142 花 3
143 草 3
144 韮 3
145 甘藷(さつまい
も)
146 節 3
147 泡 3
148 怪我 3
149 穴 3
150 裏 3
151 物 3
152 色 3
153 鬼 3
154 夢 3
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
ぱ[か//ふぁ[か ふぁ[か は[か
＾あ[み あ[み ＾あ[み
[ぱ]ち [は]ち は[ち
な[わ ＾とぅ[な ＾とぅ[な
つ[な//とぅ[な ＾とぅ[な ＾とぅ[な
[は]み [は]み は[み
さ[お で[ー(釣り竿、洗濯竿など) で[ー(竹のこと)//
[で]ー[ま]ー(釣り竿)
とぅ[し とぅ[し とぅ[し
とぅ[き とぅ[き [どぅ]ち[ー
ゆ[る ゆ[る ゆ[る
つ[き//[つ]ち[ぬ]い//
[つ]き[ぬ]い
[とぅ]ち[ぬ]い [とぅ]ちゅ[ぬ]い
や[ま や[ま や[ま
し[ま し[ま し[ま
＾く[む ＾く[む く[も
な[み な[み な[み
[ぱ]ま [ぱ]ま は[ま
[＾ま [＾ま [＾ま
ぱ[とぅ]ー ぱ[とぅ [は]とぅ[ー
[＾い]ん[か゜]ー い[ぬ [＾い]ん[か゜]ー
か[や]ー(貝の総称)//
み[にゃ(巻き貝)
-- み[や(貝の総称)
と[ー と[ー と[ー
[か]み[か゜]ー [は]み[ー [は]み
＾う[じ]//[＾う]じむ[し う[じ]む[し [う]じ[む]し
[ぬ]み [ぬ]み [ぬ]み
つ[ぬ ＾とぅ[ぬ ＾とぅ[ぬ
ぱ[な ぱ[な は[な
[っさ [っさ [っさ
に[ら//[に]び[ら]ー(野びる) [に]ら [ねぃ]び[ら]ー
[ぱ]ん[す]ー//[ふぁ]ん[す]ー//
う[む田芋
[ぱ]ん[す]ー//[ふぁ]ん[す]ー [は]ん[す]ー//う[む(田芋)
ぷ[し -- [ぶ]し
[ぶ]く [ぶ]く ぶ[く
くぃ[が -- き[が
＾あ[な あ[な ＾あ[な
[＾う]ら [う]ら ＾う[ら//ふ[し(後ろ)
む[ぬ NR む[ん
＾い[る い[る ＾い[る
＾う[に う[に ＾う[に
＾い[み ＾い[み ＾い[み
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号 語       アクセント類
117 墓 3
118 網 3
119 鉢 3
120 縄(なわ) 3
121 綱(つな) 3
122 瓶(かめ) 3
123 竿
124 年 3
125 時 3
126 夜
127 月 3
128 山 3
129 島 3
130 雲 3
131 波 3
132 浜 3
133 馬 3
134 鳩 3
135 犬 3
136 蜷 (にな)
137 蛸
138 亀
139 蛆 3
140 蚤 3
141 角(つの) 3
142 花 3
143 草 3
144 韮 3
145 甘藷(さつまい
も)
146 節 3
147 泡 3
148 怪我 3
149 穴 3
150 裏 3
151 物 3
152 色 3
153 鬼 3
154 夢 3
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
は[か は[か は[か
＾あ[み ＾あ[み あ[み
[は]ち は[ち//[は]ち は[ち
な[わ -- NR
つ[な//とぅ[な な[わ (「綱」の回答) つ[な
[は]み [は]み [は]み
[そ]ー[で]ー -- で[ー (竹)
とぅ[し とぅ[し (年齢) とぅ[し
NR -- とぅ[き
ゆ[る ゆ[る ゆる
つ[き つ[き//[とぅ]ち[ぬ]ゆ [とぅ]き[ぬ]ゆ
や[ま や[ま や[ま
し[ま し[ま し[ま
＾く[む ＾く[む ＾く[む
な[み な[み な[み
[は]ま は[ま [は]ま
[＾ま [まっ [＾ま
[は]とぅ[ー [は]とぅ[ー [は]とぅ[ー
[＾い]ん[か゜]ー [＾い]ん[か゜]ー [い]ん[く゜ゎ]ー
-- み[にゃ み[にゃ
NR と[ー//[とー と[ー
[は]み[ー [は]み[ー か[み//か[め
-- ＾う[じ う[じ]む[し//う[じ
[ぬ]み [ぬ]み ぬ[み
-- ＾とぅ[ぬ つぬ
は[な は[な は[な
[っさ [さっ//[っさ [っさ
-- に[ら//び[ら(野びる) に[ら//[ねぃ]び[ら]ー
-- [は]ん[す]ー//う[む(田芋) [は]ん[す]ー//(う[む(芋))
-- ふ[し//ぶ[し (古形？) ふ[し
--
[＾あ]わぶ[く//
ぶ[く (製糖のとき限定)
あ[ー]ぶ[く//あ[わ]ぶ[く
-- き[が//くぃ[が け[が
-- ＾あ[な あ[な
-- ＾う[ら [う]ら
-- む[ん む[ん
-- ＾い[る い[る
お[に ＾う[に お[に
＾い[み ＾い[み いみ
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基礎語彙１
番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類
155 綾、模様 ＾あ[や NR NR
156 物 =151 =151 =151
157 肩 4 は[た は[た は[た
158 息 4 ＾い[き ＾い[き [＾い]ち
159 帯 4 [＾き]っす[ぶぃ//お[び ＾き[つ]び ち[ちゅ]び//う[び
160 蓑 4 [み]の NR NR
161 汁 4 し[る し[る し[る
162 味噌 4 み[す み[す み[す
163 茸 NR な[ば]ー//[み]む[や [みん]もー[や]ー(キクラゲ)
164 板 4 ＾い[た ＾い[た ＾い[た
165 船 4 ぷ[ねぃ ふ[ねぃ [ふ]ねぃ
166 箆(へら) 4 へ[ら ぴ[ら//ふぃ[ら NR
167 鑿(のみ) 4 ぬ[み ぬ[み ぬ[み
168 笠　傘 4 は[さ は[さ は[さ
169 鎌 4 は[ま は[ま は[ま
170 臼 4 う[す ＾う[す [う]す
171 針 4 ぱ[い [ぱ]い [ぱ]い
172 糸 4 い[とぅ//[い]つ[ー [＾い]とぅ い[ちゅー//い[つー
173 外 4 [す]とぅ [す]とぅ す[とぅ
174 奥 う[く [＾う]＾く [＾う]く
175 中 4 な[ー な[ー [な]ー
176 今日 4 きゅ[ー ＾きゅ[ー [しゅ]ー
177 海 4 ＾う[み [＾う]み [＾う]み
178 角(かど) 4 [か]どぅ [か]どぅ か[どぅ
179 稲 4 い[ねぃ ＾い[ねぃ い[ねぃ
180 麦 4 む[に む[に む[に
181 瓜 4 [き]う[い(胡瓜)//[し]ぶ[い(冬
瓜)//[い]にゃぐ[い(苦瓜)
[＾う]り NR
182 粟 4 あ[わ ＾あ[わ あ[わ
183 松 4 ま[つ ま[つ [ま]とぅ
184 茅 4 が[や が[や が[や
185 苗 4 ね[ー ね[ー ね[ー
186 藁 4 わ[ら わ[ら わ[ら
187 梢 [へぃ]んゆ[だ]ー(木の枝) [ひ]んゆ[だ す[ら]ー(サトウキビの先端)
188 種 4 た[ねぃ た[ねぃ た[ねぃ
189 粕 4 は[す ＾か[す]ー か[す
190 傍(そば) 4 す[ば す[ば]ー す[ば
191 粒 4 NR [つ]ぶ ＾とぅ[ぶ
192 筋 4 NR [す]じ//す[じ [す]じ
193 跡 4 NR [＾あ]とぅ [あ]とぅ
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号 語       アクセント類
155 綾、模様
156 物
157 肩 4
158 息 4
159 帯 4
160 蓑 4
161 汁 4
162 味噌 4
163 茸
164 板 4
165 船 4
166 箆(へら) 4
167 鑿(のみ) 4
168 笠　傘 4
169 鎌 4
170 臼 4
171 針 4
172 糸 4
173 外 4
174 奥
175 中 4
176 今日 4
177 海 4
178 角(かど) 4
179 稲 4
180 麦 4
181 瓜 4
182 粟 4
183 松 4
184 茅 4
185 苗 4
186 藁 4
187 梢
188 種 4
189 粕 4
190 傍(そば) 4
191 粒 4
192 筋 4
193 跡 4
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
＾あ[や -- --
=151 =151 =151
は[た は[た は[た
[＾い]ち [＾い]ち [＾い]ち
＾う[び -- ＾う[び//とぅ[とぅ]び
み[ぬ -- NR
し[る し[る し[る
み[す み[す み[す
[みん]む[や]ー(キクラゲ) -- NR
＾い[た ＾い[た ＾い[た//[＾い]たん[ば]ー(板片)
[ぷ]ねぃ [ふ]ねぃ ふ[ねぃ
[ぴ]ら [ぴ]ら NR
ぬ[み ぬ[み ぬ[み
は[さ は[さ は[さ (傘)
は[ま は[ま は[ま
[＾う]す [＾う]す ＾う[す
[ぱ]い [ぱ]い は[り
＾い[とぅ]ー い[ちゅ]ー ＾い[ちゅ]ー
す[とぅ す[とぅ す[とぅ
NR [＾う]く [おく
[な]ー [や]ん[な]ー(家の中) [や]ん[なー(家の中)
[す]ー [す]ー [す]ー
[＾う]み [＾う]み [＾う]み
は[どぅ か[どぅ か[どぅ
＾い[ねぃ い[ー NR
む[に [む]ぎ む[ぎ
＾う[り -- ＾う[り
＾あ[わ [あ]わ ＾あ[わ
[ま]ちゅ -- [ま]つ
が[や -- が[や
ね[ー ね[ー ね[ー
わ[ら -- わ[ら//[わ]ら
す[だ]ー -- す[ら]ー
た[ねぃ た[ねぃ た[ねぃ
か[す//[ぐん]にゃ[ら]ー
（サトウキビの絞り粕）
-- か[す
す[ば -- す[ば]ー
つ[ぶ -- ＾とぅ[だ]ー//とぅ[だ]ー
[す]じ -- [す]じ
[＾あ]とぅ -- [＾あ]とぅ
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基礎語彙１
番号 語       アクセント類
155 綾、模様
156 物
157 肩 4
158 息 4
159 帯 4
160 蓑 4
161 汁 4
162 味噌 4
163 茸
164 板 4
165 船 4
166 箆(へら) 4
167 鑿(のみ) 4
168 笠　傘 4
169 鎌 4
170 臼 4
171 針 4
172 糸 4
173 外 4
174 奥
175 中 4
176 今日 4
177 海 4
178 角(かど) 4
179 稲 4
180 麦 4
181 瓜 4
182 粟 4
183 松 4
184 茅 4
185 苗 4
186 藁 4
187 梢
188 種 4
189 粕 4
190 傍(そば) 4
191 粒 4
192 筋 4
193 跡 4
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
-- -- が[ら
=151 =151 =151
は[た は[た は[た
[＾い]ち [＾い]ち [＾い]き//[＾い]ち
＾う[び//＾お[び//
[ちゅちゅ]びん[か]ー(腰紐)
＾う[び ＾お[び
NR -- NR
し[る し[る し[る
み[す み[す み[す
NR
[みみ]んぐ[や]ー(キクラゲのこ
とか？)
みみん[こ]ー[ら(きくらげ)
＾い[た ＾い[た い[た
[ふ]ねぃ [ふ]ねぃ [ふ]ねぃ
さ[じ(匙) ひ[ら NR
[ぬ]み [ぬ]み ぬ[み
は[さ は[さ か[さ
は[ま は[ま は[ま
そ[ー]す [＾う]す [う]す
[は]り [は]い [は]り
＾い[ちゅ]ー ＾い[ちゅ]ー い[ちゅ]ー
す[とぅ す[とぅ す[とぅ
NR [＾う]く --
[な]か//[や]ん[な]ー(家の中) [な]ー [な]ー
[す]ー [す]ー [す]ー
[＾う]み [＾う]み [う]み
か[どぅ か[どぅ//す[み(隅) か[どぅ
＾い[ね//＾い[に（話者確信なし） ＾い[に (島には無い) いねぃ
む[に む[に む[に
[＾う]り -- NR
＾あ[わ ＾あ[わ あ[わ
[ま]とぅ//[ま]つ ま[とぅ [ま]つ
が[や が[や が[や
な[え -- な[え
わ[ら わ[ら わ[ら
[す]ら す[ら]ー す[ら]ー (砂糖黍の先端)
た[ねぃ た[ねぃ た[ね
か[す は[す か[す//か[す]ー
す[ば す[ば NR
とぅ[ぶ//とぅ[だ]ー(小さい粒) -- つ[ぶ]ー//つ[ぶ
[す]じ [す]じ [す]じ
[＾あ]とぅ [＾あ]とぅ [あ]とぅ
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類
194 腿(もも) 5 む[む む[む む[む//あっ[て]ー
195 眉 5 [むぅぃ]ま[お ま[ゆ [みん]ま[ゆ
196 声 5 く[い く[い [く]い
197 汗 5 あ[し ＾あ[し あ[し
198 婿 5 NR むっ[か う[とぅ(夫)
199 足袋 5 た[び [た]び [た]び
200 煤 す[す す[す [す]す
201 桶 5 う[いぃ う[いぃ た[れー(たらい)//[うぃ]ー
202 前 5 むぅぇ[ー むぅぇ[ー [め]ー
203 雨 5 あ[むぅぃ ＾あ[むぅぃ あ[み
204 露 5 NR つ[ゆ [とぅ]ゆ//[つ]ゆ
205 心 5 NR [く]く[る NR
206 技、仕事 [とぃ]わ[ざ(手技) [とぃ]じゅ[く NR
207 上 [う]いぃ [うぅぃ]ー うぃ[ー
208 下 [っさ（ー） [さ]ー [っしゃ
209 夜 =126 =126 =126
210 額 [むぅぇ]ー[ちゃ]ー [むぅぇ]ー[ち]ー [めっち]ー//[め]ー[ち]ー
221 鼻血 1 ぱ[な]ち ぱ[な]ちー [ぱな]ち[ー
212 涎 1 ゆ[だ]い ゆ[だ]い [ゆ]だ[い
213 麹 1 [ほ]ー[じ [ほ]ー[じ ほ[ー]じ
214 印 1 し[る]し し[る]し [し]る[し
215 隣 1 [＾き]ん[ず （屋号で言う） [ちん]じゅ(近所)
216 埃 1 [＾ぴ]んぐ [ぷ]ー[む [ふ]ー[む
217 踊り 1 う[どぅ]い ＾う[どぅ]い [う]どぅ[い
218 鎖 1 [＾くさり//[＾く]さ[り ＾く[さ]り [＾く]さ[り
219 鰹 1 か[つ]ー か[つ]ー [か]つ[お
220 形 1 [か]た(型) か[た]ち [か]た[ち
221 漆 1 NR ＾う[る]し [う]る[し
222 袴 4 [ぱ]か[ま [ぱ]か[ま ぱ[か]ま
223 着物 1 ＾き[ん [＾き]ん ち[ん
224 瓦 か[わ]ら [か]わ[ら か[わ]ら
225 暦 4 [く]ゆ[み [く]ゆ[み [く]ゆ[み
226 俵(たわら) 4 [た]ー[ら [た]ー[ら [たー]ら//[か]ま[じー(米俵)
227 袋 4 ぷっ[く//ふっ[く ふっ[く [ふっ]く
228 筵(むしろ) 4 むっ[す//([し]さ[く]ー) む[っす むっ[しゅ
229 鏡 4 [か]が[み [か]が[み [か]が[み
230 鋏 4 [ぱ]さ[み [ぱ]さ[み [ぱ]さ[み
231 刀 4 [は]た[な//[ぽ]ー[ちゃ]ー (包
丁)
[か]た[な は[た]な
232 鼓(つづみ) 4 NR [て]ー[こ]ー [て]ー[こー//[た]い[こ]ー
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基礎語彙１
番号 語       アクセント類
194 腿(もも) 5
195 眉 5
196 声 5
197 汗 5
198 婿 5
199 足袋 5
200 煤
201 桶 5
202 前 5
203 雨 5
204 露 5
205 心 5
206 技、仕事
207 上
208 下
209 夜
210 額
221 鼻血 1
212 涎 1
213 麹 1
214 印 1
215 隣 1
216 埃 1
217 踊り 1
218 鎖 1
219 鰹 1
220 形 1
221 漆 1
222 袴 4
223 着物 1
224 瓦
225 暦 4
226 俵(たわら) 4
227 袋 4
228 筵(むしろ) 4
229 鏡 4
230 鋏 4
231 刀 4
232 鼓(つづみ) 4
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
む[む -- む[む//あっ[て]ー
ま[ゆ -- ま[ゆ
[く]い [く]い [く]い
＾あ[し ＾あ[し ＾あ[し
NR -- [むっ]か
[た]び [た]び [た]び
[す]す -- す[す
NR [う]い//[うぃ]ー NR
[め]ー [め]ー [め]ー
＾あ[み あ[み ＾あ[み
[つ]ゆ//[つ]ゆ [つ]ゆ [つ]ゆ
[く]く[る ち[む [く]く[る
-- -- --
[うぃー [うぃ うぃ[ー//ゆぃ[ー
[っさ [っさ し[む
=126 =126 =126
[み]っ[こ]ー -- みっ[ちぇ]ー
[ぱ]な[ち]ー [はな]ち[ー//[はなち [は]な[じ
[ゆ]だ[い [ゆ]だ[い [ゆ]だ[り
ほ[ー]じ [ほ]ー[じ [ほ]ー[じ
-- [し]る[し し[る]し
[ちん]じゅ(近所) ゆ[く(横) [ちん]じゅ(近所)
[ぷ]く[り//
[ぷ]ー[む(砂ぼこりなど)
-- [ふ]ー[む
[ぐ]どぅ[い [ぐ]どぅ[い [＾う]どぅ[り
[く]さ[い ＾く[さ]り NR
[か]つ[ー か[つ]お [か]とぅ[ー
-- -- [か]た[ち
-- -- --
-- は[か]ま は[か]ま
ち[ん ち[ん(衣) ち[ん
-- か[わ]ら か[わ]ら
[く]ゆ[み [く]ゆ[み [く]ゆ[み
-- [た]ー[ら [た]ー[ら
[ぷっ]く [ふっ]く [ふっ]く
[むっ]す むっ[す むっ[す
[か]が[み [か]が[み [か]が[み
[ぱ]さ[み [は]さ[み [は]さ[み
は[た]な は[た]な は[た]な
-- -- [て]ー[こ]ー
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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号 語       アクセント類
194 腿(もも) 5
195 眉 5
196 声 5
197 汗 5
198 婿 5
199 足袋 5
200 煤
201 桶 5
202 前 5
203 雨 5
204 露 5
205 心 5
206 技、仕事
207 上
208 下
209 夜
210 額
221 鼻血 1
212 涎 1
213 麹 1
214 印 1
215 隣 1
216 埃 1
217 踊り 1
218 鎖 1
219 鰹 1
220 形 1
221 漆 1
222 袴 4
223 着物 1
224 瓦
225 暦 4
226 俵(たわら) 4
227 袋 4
228 筵(むしろ) 4
229 鏡 4
230 鋏 4
231 刀 4
232 鼓(つづみ) 4
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
む[む//[＾た]り//
む[む]んた[り
む[む(確証なし) も[も//も[も
ま[ゆ ま[ゆ ま[ゆ
[く]い [く]い く[い
＾あ[し ＾あ[せ あ[し
NR
[むっ]か(聞いた事はあるが中
里の方言かは不明)
[もっ]くゎ
[た]び [た]び た[び
[す]す す[す す[す
NR た[る う[き
[め]ー [め]ー [め]ー
＾あ[み ＾あ[み あ[み
[つ]ゆ つ[ゆ [つ]ゆ
[く]く[る [く]く[る//[くくる NR
てぃ[じゅ]く -- --
[うぃー うぃ[ー うぃ[ー
[っさ [さっ [っさ
=126 =126 =126
[みっちぇ]ー みっ[ちぇ]ー みっ[ちぇ]ー
[は]な[じ は[な]ち[ー は[な]ち[ー
[ゆ]だ[り [ゆ]だ[り [ゆ]だ[り
[ほー]じ [ほー]じ [ほー]じ//ほ[ー]じ
[し]る[し [しるし//し[び (標シメ？) し[る]し
[ちん]じゅ [ちん]じゅ NR
[ふ]ー[む [ふ]く[り//[ふ]く[い//
[ふくり
[ふ]ー[む
[う]どぅ[り [＾う]どぅ[い [う]どぅ[り
NR [くさり (＾く[さ]り)
[か]とぅ[ー//[か]っす[ー [かつお か[つお
[か]た[ち [か]た[ち//[かたち [か]た[ち
NR -- --
は[か]ま [は]か[ま//[はかま は[か]ま
＾つぃ[ん ち[ん ち[ん
か[わ]ら [かわら か[わ]ら
[く]ゆ[み [く]ゆ[み//[ふ]ゆ[み [く]ゆ[み
NR [た]ー[ら [た]ー[ら
[ふっ]く [ふっ]く//ふっ[く [ふっ]く
むっ[す むっ[す むっ[す
[か]が[み [は]が[み//[かがみ か[が]み
[は]さ[み [は]さ[み は[さ]み
は[た]な は[た]な//[ほ]ー[ちょ]ー(包丁) は[た]な
-- -- --
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基礎語彙１
番号 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道語       アクセント類
233 表 4 [う]む[とぃ [う]む[とぃ [う]む[てぃ
234 昨日 4 き[にゅ]ー ＾き[にゅ]ー ち[にゅ]ー
235 明日 4 あ[ちゃ ＾あ[ちゃ あ[ちゃ
236 鶉(うずら) 4 [ふ]むぅぃ[ら]ー [＾う]っだ[むぅぃ]ー う[じゅ]ら
237 宝 4 [たか]らむ[ぬ//[た]か[ら [た]か[ら [た]か[ら
238 言葉 4 [ゆ]むぅぃ[た [ゆ]むぅぃ[た [ゆ]み[た
239 腕 NR う[でぃ [ぐ]て[ー
240 涙 5 な[だ な[だ [な]み[だ//な[だ
241 従兄弟 5 [い]とぅ[く//[むぅぇっ]くゎ(姪)//
[ういっ]くゎ(甥)
[＾い]とぅ[く [い]とぅ[く
242 油 5 あっ[ば ＾あっ[ば あっ[ば//[あ]ん[ば
243 柱 5 ぱ[や ぱ[や [ぱ]や//[ふぁ]や
244 枕 5 まっ[か まっ[か まっ[か
245 箒 5 [ほ]ー[き [ぽ]ー[き ぽ[ー]ち
246 きゅうり 5 NR ＾き[う]い [ち]う[い
247 情け 5 [な]さ[くぃ [な]さ[くぃ な[さ]き
248 命 5 [＾い]ぬ[ち [＾い]ぬ[ち い[ぬ]ち
249 左 6 [ぴ]じゃ[い ぴ[だ]い ぴ[だ]い
250 烏 6 [が]ら[さ]ー [が]ら[さ]ー [が]ら[さ]ー
251 鰻 6 [＾う]な[き゜ゃ]ー [＾う]な[き゜ う[な]ぎ
252 兎 6 [う]さ[ぎ [＾う]さ[き゜ う[さ]ぎ
253 蚯蚓 6 [び]びじゃ[ら]ー [み]み[じゃ]ー [み]み[じゃ]ー//[び]び[だ]ー
254 虱 6 [し]や[み [し]ら[むぅぃ [し]ら[み
255 薬 7 す[い ＾く[す]い [す]い//く[す]い
256 盥 7 [た]れ[ー た[れ]ー た[れ]ー
257 畑 7 [ぱ]て[ー [ぱ]て[ー ぱ[て]ー
258 鯨 7 ＾くっ[じゃ [＾く]っ[じゃ]ー [く]ん[じゃ]ー
259 百足 [む]か[じ [む]か[どぃ む[か]でぃ//[む]か[でぃ
260 欠伸 [＾あ]く[び ＾あ[く]び あ[く]び
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番号 語       アクセント類
233 表 4
234 昨日 4
235 明日 4
236 鶉(うずら) 4
237 宝 4
238 言葉 4
239 腕
240 涙 5
241 従兄弟 5
242 油 5
243 柱 5
244 枕 5
245 箒 5
246 きゅうり 5
247 情け 5
248 命 5
249 左 6
250 烏 6
251 鰻 6
252 兎 6
253 蚯蚓 6
254 虱 6
255 薬 7
256 盥 7
257 畑 7
258 鯨 7
259 百足
260 欠伸
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
[＾う]む[てぃ [＾う]む[てぃ [＾う]む[てぃ
ち[にゅ]ー ち[ゆ]ー ち[ゆ]ー
＾あ[ちゃ あ[ちゃ ＾あ[＾ちゃ
-- -- [う]んだ[み]ー
-- -- た[か]らむ[ん
[ゆ]み[た -- [ゆ]み[た
-- -- [ぐ]て[ー
[な]だ な[だ な[だ//[な]み[だ
-- -- [＾い]とぅ[く
[＾あ]ん[ば [あ]ん[ば [＾あ]ん[ば
-- ぱ[し]ら や[ば]ら
[ま]っ[か まっ[か まっ[か
ぽ[ー]ち ぽ[ー]ち ほ[ー]ち
-- [＾つぃ]う[い きゅ[ー]り
-- NR な[さ]き
＾い[ぬ]ち い[ぬ]ち ＾い[ぬ]ち
ぴ[じゃ]い ふぃ[だ]い ひ[だ]り
[が]ら[さ]ー [が]ら[さ]ー [が]ら[さ]ー
-- [＾う]な[ぎ ＾う[な]ぎ
-- ＾う[さ]ぎ ＾う[さ]ぎ
[び]び[じゃ]ー [み]み[だ]ー [み]み[だ]ー
し[ら]み し[ら]み し[ら]み
く[す]い//[く]す[い ＾く[す]い く[す]り
た[れ]ー [びん]だ[れ]ー た[れ]ー
ぱ[て]ー ぱ[て]ー は[て]ー
[＾く]ん[じゃ ＾く[じ]ら く[ん]じゃ
ぬ[か]で [あ]み[だ]ー む[か]で
 ＾あ[く]び ＾あ[く]び [＾あ]く[び
27
基礎語彙１
番号 語       アクセント類
233 表 4
234 昨日 4
235 明日 4
236 鶉(うずら) 4
237 宝 4
238 言葉 4
239 腕
240 涙 5
241 従兄弟 5
242 油 5
243 柱 5
244 枕 5
245 箒 5
246 きゅうり 5
247 情け 5
248 命 5
249 左 6
250 烏 6
251 鰻 6
252 兎 6
253 蚯蚓 6
254 虱 6
255 薬 7
256 盥 7
257 畑 7
258 鯨 7
259 百足
260 欠伸
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
[＾う]む[てぃ [＾う]む[てぃ//[＾うむてぃ [う]む[てぃ
＾つぃ[にゅ]ー [ち]にゅ[ー ＾つぃ[にゅ]ー
＾あ[ちゃ ＾あ[ちゃ あ[ちゃ
[＾う]んだ[み]ー [うっ]た[み]ー [う]んだ[み]ー
-- [たから --
[ゆ]み[た [ゆ]み[た [ゆ]み[た
＾う[でぃ -- --
な[だ な[だ な[だ
[＾い]とぅ[く [＾い]とぅ[く//＾い[とぅ]く (い[と]こ)
[＾あ]ん[だ//[＾あ]ぶ[ら（新） [＾あ]ぶ[ら あ[ぶ]ら
は[し]ら [は]し[ら//[はしら//[は]や (は[し]ら)
まっ[か まっ[か まっ[か
ほ[ー]ち ほ[ー]ち ほ[ー]ち
[＾つ]ー[り [ちゅ]ー[り [きゅーり//きゅ[ー]り
NR -- --
＾い[ぬ]ち ＾い[ぬ]ち い[の]ち
ひ[だ]り ひ[だ]り//[ひだり ひ[だり//ひ[だ]り
[が]ら[さ]ー [が]ら[さ]ー [が]ら[さ]ー
NR [＾うなぎ う[な]ぎ
う[さ]ぎ [＾うさぎ う[さ]ぎ
[びび]だ[ら]ー [みみ]んだ[や]ー [み]み[じゃ]ー
し[ら]み [しらみ --
＾く[す]り [くすい く[す]り
た[れ]ー た[れ]ー た[れ]ー
は[て]ー
は[て]ー//とーば[る(平らな
所)//[＾あ]た[い(小さな家庭菜
園)
は[て]ー
[＾くん]じゃ く[じ]ら [くん]じゃ//[く]ん[じゃ
む[か]でぃ [む]か[でぃ む[か]で
＾あ[く]び [あくび//[あ]く[び あ[く]び
28
  
 
 
 
 
 
 
 
基礎語彙２ 
（地域特有のことば） 
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基礎語彙２
番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
1 あご(側面、おとが
い)
[＾あ]じ[ま]ー(全体) [＾う]＾とぅ[け゜]ー
[＾あ]でぃ[ま]ー(全体)//
[＾う]とぅ[け゜]ー(先端)
2 足 [ぴゃ [ぴゃ [ぴゃ
3 頭 [は]ま[ち [は]ま[ち//[ほ]ー[ちゃ]ー//
[つ]ぶ[ら]ー(頭蓋骨)
[は]ま[ち//ちゅ[ぶ]る(古)//
[＾とぅ]ぶ[ら]ー(頭蓋骨)
4
頭(こめかみ、ほっぺ
た)
[びん]た
[＾あ]じま[ー(こめかみ)//
つ[ら(顔)//[び]ん[た 頭(が良
い//悪い)
[び]ん[た頭(の良し悪し)
5 腕１ ぐ[て]ー [ぐ]て[ー [ぐ]てー (腕が強いこと)
6 腕２ [＾うでぃ -- ＾う[でぃ
7 踵(かかと) ＾あ[どぅ ＾あ[どぅ]し(A、 B)//[＾あ]どぅ
[し(B)
[＾あ]どぅ
8 髪 [はっ]さ[く゜ぃ]ー [は]っさ[く゜ぃ]ー [は]っしゃ[き゜]ー
9 腰周り(わき腹) [が]ま[く//[さ]ほぅし [が]ま[く [＾あばら]ぶ[ねぃ]ー//
[が]ま[く(胸の中)
10 舌 す[ば す[ば//[＾く]ち(口) す[ば
11 尻 ま[い//[ま]い[たっ]ば [ま]い//[まい]たぶ[ねぃ(お尻
の膨らんでいる所)
[ま]い
12 脛(すね) す[ねぃ しゅ[ね(A)//す[ねぃ(B) [ぴゃ]んぷ[ねぃ]ー//す[ねぃ
13 背中 [な]か゜[ねぃ//[ほぅ]し [な]か゜[ねぃ//[な]が[ねぃ//
[ほぅ]し
ほぅ[し]
14 つむじ ま[つ]じ [ま]ちゅ[ぐぃ(A)//
[ま]ちゅ[じ(B)
[ま]とぅ[じ
15 膝小僧１ つ[ぶ]し [ちゅ]ぶ[し [＾とぅ]ぶ[し
16 額 [むぅぇ]ー[た [むぅぇ]ー[ち]ー めっ[ち]ー
17 ふくら脛 ず[つ [か]っき、 かっ[き NR
18 臍(へそ) [ふ]す [ふ]す ぷ[す
19 おでき [ねぃ]ぶ[とぅ]ー [ねぃ]ぶ[とぅ]ー [ねぃ]ぶ[とぅ]ー
20 体の汚れ・垢 [ふぅぃ]んぐ [ふぃん]ぐ、 [っふぃん]ぐ [ぴ]ん[ぐ
21 糞 [っす [す [っす
22 げんこつ、握りこぶ
し
[てっこ]ー [てぃ]っこ[ー [てぃ]く[ろ]ー
23 白髪 [し]や[く゜ぃ [し]ら[く゜ぃ し[ら]き゜
24 咳 [＾い]きん[ねぃ
[＾い]きん[でぃ(「息の出」)//
[＾い]きんでぃゆん(「息の出
る」)
[＾い]ちん[じ]てぃ(～をしてい
る)
25 たんこぶ が[ぶ
し[ねぃ//が[ぶ(生れつきので
こぼこ)//が[ぶ]ー (ごつごつ頭
の人？)
が[ぶ
26 唾 [つ]っ[ぶぅぇ]ー [ちゅっ]べ[ー [＾とぅ]っ[べ]ー
27 尿 し[ばい し[ば]い し[ば]い
28 ふけ ふ[け [＾い]っ[き//[＾いっ]き
[ぷ]ー[む (ほこりの意も、 話者
A)//[ふ]ー[む (ほこり、 話者
B)
29 ほくろ [＾あ]ざ [＾あ]じゃ ＾あ[だ
30 兄 [に]ー//[や]っ[くぇ]ー (古、先
輩・尊敬)
[＾くぃ]ん[か]ー し[だ]ー
31 姉 [ね]ー//＾う[ばっくぇ]ー (古、未
婚のおば)
[ば]ん[か]ー [ね]ー
32-1 甥 う[いっ]＾くゎ う[い]っ[か//いっ[か [ま]た[べ]ー
30
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」仮名文字表記による喜界島方言調査データ集
2012年3月15日　国立国語研究所
番号 単語
1 あご(側面、おとが
い)
2 足
3 頭
4
頭(こめかみ、ほっぺ
た)
5 腕１
6 腕２
7 踵(かかと)
8 髪
9 腰周り(わき腹)
10 舌
11 尻
12 脛(すね)
13 背中
14 つむじ
15 膝小僧１
16 額
17 ふくら脛
18 臍(へそ)
19 おでき
20 体の汚れ・垢
21 糞
22 げんこつ、握りこぶ
し
23 白髪
24 咳
25 たんこぶ
26 唾
27 尿
28 ふけ
29 ほくろ
30 兄
31 姉
32-1 甥
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
＾あ[く゜(あご全体)//
[＾う]とぅ[け゜]ー(あごの先)
＾あ[ぐ [＾う]た[いぇ]ー
っ[さ っ[さ//っ[さ]ぬ (～が) [っさ
[は]ま[ち//[つ]ぶ[ら]ー(頭蓋
骨)//[びん]た (頭、平手打)
[は]ま[ち//[＾とぅ]ぶ[ら]ー頭蓋
骨//ほー[ぶぃ頭蓋骨 (敬)
[は]ま[ち
[あ]じゃ[ま]ー びん[た(頭．余り使わない) [び]ん[た (こめかみ)
ぴ[じ [ぐ]て[ー てぃ[ー
＾う[でぃ ＾う[でぃ ＾う[でぃ
[＾あ]どぅ ＾あ[どぅ ＾あ[どぅ]ー
[はっ]さ[き゜]ー [はっ]さ[い゜]ー（「い゜」は鼻母
音）
はっ[さ]い
あ[ば]ら ＾あ[ばら//が[ま]く が[ま]く//わ[ち(脇)
す[ば す[ば す[ば
ま[い [まい//[ま]い[たんば(稀) [ま]り//＾あっ[て]ー(ふくらんで
いる所)
す[ねぃ//ぴ[ざ す[ねぃ [へぃざ]し[む
ふ[し ほぅ[し ふ[し
[ま]つ[じ]ー [まっ]＾とぅ[じ [ま]とぅ[じ
[つ]ぶ[し [＾とぅ]ぶ[し [＾とぅ]ぶ[し
[みっこ]ー みっ[ちぇ]ー みっ[ちぇ]ー
[かっ]ち [かっ]ち [か]っち
ぷ[す ふ[す ふ[す
[ねぃ]ぶ[とぅ]ー [ねぃ]ぶ[＾とぅ]ー [でぃき]む[ん//[ねぃ]ぶ
[とぅ]ー
[ぴ]ん[ぐ [ふぃ]ん[ぐ [へぃ]ん[ぐ
っ[す [す ＾く[す
[てぃっ]こー てぃっ[こー//＾か[ふぁ (扣棗) てぃっ[こ]ー
[し]ら[け゜]ー し[ら]ぎ (普)//
し[ない (生年祝いの時)
し[な]い
[＾いちん]ねぃ[ー [せ]き
[＾いち]ん[ねぃ]る (～をしてい
る)
が[ぶ]ー が[ぶ]ー//-ぬ (～が) が[ぶ]ー
[つ]ん[べ]ー [＾とぅ]ん[べ]ー [＾とぅ]ん[べ]ー
し[ば]い し[ば]い し[ば]り
[＾い]っ[ち//[＾いっち//
[ぷ]ー[む(ほこり、ふけ)
＾いっ[ち//→282参照 [ふ]ー[む (ほこり、ふけ)
あ[ざ ＾あ[だ ＾あ[ざ
[やっ]きー (古) やっ[＾きー (年輩を呼ぶ時
にも)
やっ[き]ー
[ば]ん[か]ー (古) [＾い]なん[ま]ー [ね]ー (一番上)//
[ね]ん[＾か]ー (二番目の姉)
[うぅぃっ]か (男) うぃ[ーっ]＾か う゛っ[か
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基礎語彙２
番号 単語
1 あご(側面、おとが
い)
2 足
3 頭
4
頭(こめかみ、ほっぺ
た)
5 腕１
6 腕２
7 踵(かかと)
8 髪
9 腰周り(わき腹)
10 舌
11 尻
12 脛(すね)
13 背中
14 つむじ
15 膝小僧１
16 額
17 ふくら脛
18 臍(へそ)
19 おでき
20 体の汚れ・垢
21 糞
22 げんこつ、握りこぶ
し
23 白髪
24 咳
25 たんこぶ
26 唾
27 尿
28 ふけ
29 ほくろ
30 兄
31 姉
32-1 甥
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
＾あ[ぐ]ー//[＾あ]でぃ[ま]ー (先
端)//[＾う]とぅ[け゜]ー (先端)
＾あ[ぐ//[＾う]とぅ[け゜]ー [＾う]た[げ]ー(先端)
[っさ [っさ [さ
[は]ま[ち [は]ま[＾つぃ [は]ま[ち
[び]ん[た (頭の良しあし) [び]ん[た
ふ[み]か[み (こめかみ)//
[び]ん[た (ほっぺた)
てぃ[ー てぃ[ー//てぃぃ[ー てぃ[ー
[ぐ]てー (上腕) [ぐ]て[ー (肘から上) [ぐ]て[ー
＾あ[どぅ]ー [＾あ]どぅ [＾あ]どぅ
[は]っさ[き゜]ー [は]っさ[き゜]ー はっ[さ]ぎ//[は]っさ[ぎ]ー
あ[ば]ら//が[ま]く ＾あ[ば]ら//が[ま]く --
す[ば す[ば す[ば//く[ち (口)
[ま]り//[ま]り[たん]ば(ふくらん
でいる所)
[ま]い//[ま]いた[ぶ]ねぃ(ふく
らんでいる所の骨 )
[ま]り//[ま]り[たん]ば(ふくらん
でいる所)
[す]ねぃ す[ねぃ す[ねぃ
ほぅ[し ほぅ[し ふ[し
[ま]とぅ[じ [ま]とぅ[じ [ま]つ[じ]
[＾とぅ]ぶ[し [＾とぅ]ぶ[し [つ]ぶ[し//[つぶし
みっ[ちぇ]ー みっ[ちぇ]ー みっ[ちぇ]い
[か]っち [か]っち [か]っち
ほぅ[す ふ[す ひ[す
[ねぃ]ぶ[とぅ]ー [ねぃ]ぶ[＾とぅ]ー [ねぃ]ぶ[とぅ]ー
[ひ]ん[ぐ] [ひ]ん[ぐ [ひ]ん[ぐ]ー//[ひ]ん[ぐ
[す [っす --
てぃっ[こ]ー てぃっ[こ]ー [てぃ]っく[ろ]ー
し[ら]き゜ [し]ら[き゜]ー し[ら]ぎ
[＾いち]ん[ねぃ]てぃ (～するこ
と、の意)
[いち]ん[ねぃ]てぃ [せ]き
が[ぶ]ー が[ぶ]ー し[ー
[＾とぅ]ん[べ]ー とぅっ[ぺ]ー つっ[ぺ]ー
し[ば]り し[ば]い し[ば]り
いっ[ち いっ[ち ふ[け//[ふけ
＾あ[だ あ[だ ＾あ[ざ
[に]ー[さ]ん//
[に]ー[に]ー (子供用語)
[＾き]ん[か]ー お[に]ー[さ]ん//や[っき]ー (親
戚の目上の男の人(古))
[ね]ー[さ]ん//
[ね]ー[ね]ー (子供用語)
[ね]ー [ね]ー[さ]ん//[＾い]ん[か]ー 
(古)
[み]ー[いっ]か (男女とも) み[ー]っか みっ[くゎ
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番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
32-2 姪 むぅぇいっ＾くゎ [むぅぃ]っ[か//むぅぃっ[か(姪) [ま]た[べ]ー
33 叔父 う[じ]ー [＾う]ん[むい]ー//あ[じ]ー(祖
父)
[＾き]ん[＾か]ー(敬って言う)
34 夫 [う]とぅ [う]とぅ う[＾とぅ
35 男 [いぃ]んか゜ [いぃ]ん[か゜ [いぃ]ん[か゜
36 叔母 う[ば]ー [＾う]ば[っくぃ](ー)、 [＾う]ば [＾あ]ん[ま]ー//＾あ[ねぃ]ー
37 親子 [＾う]やっ[くゎ [＾う]やっ[くゎ ＾う[や]っか
38 女 [う]な[く゜ ま[い]ー//[う]な[く゜(新) [う]な[ぐ
39 家族 [やー]にん[じゅ]ー [やー]ねっ[ちゅ [や]ー[てぃ]ー
40 兄弟 [きょ]ー[で]ー いぃ[ー]り(男きょうだい)//
[＾う]とぅ[じゃ(女きょうだい)
[しょ]ー[で]ー
41 恋人 NR NR --
42 子供1 [＾くゎ [＾くゎ [＾か
43 子供2 [わ]ら[ぶぃ [わ]ら[ぶぃ わ[ら]び
44 子供たち [＾くゎ]ん[きゃ]ー//
[わ]らぶぃん[きゃ]ー
[＾くゎ]ん[ちゃ]ー//
[わ]らぶぃんちゃ[ー
[＾か]ん[ちゃ]ー//
[わ]らびん[ちゃ]ー
45 親戚 [ふぁ]ろー[じ]ー [は]ろー[じ]ー ぱ[ろー]じ//
[ぱろーじ]ん[ちゃ]ー
46 青年 に[せ]ー//に[せ]ーんか (-達) に[せ]ー に[しぇ]ー(18-19才)//
＾う[ふ]っちゅ(大人)
47 大工 [せ]ー[く (作業)//
[せー]く[さ]ー (人)
[せ]ー[く(作業)//
[せ]ーくさ[ー(人)
[しぇー]く[しゃ]ー(人)
48 父 [いぃん]か゜＾う[や や]っき[ー//お[とー(新) やっ[きー
49 父１ ＾あ[じゃ(]ー) (呼)//
＾あ[じ]ー(祖父)
[あ]じゃ[ー(古) ＾あ[じゃ]ー(古)
50 妻 [とぅ]じ とぅ[じ とぅ[じ
51 友 [どぅ]し//[どぅ]しん[きゃ]ー [ほ]ー[ぶぅぇ]ー//どぅ[し//
[どぅ]しん[ちゃ]ー(複数形)
どぅ[し//
[どぅし]ん[ちゃ]ー(１人でも)
52 母 ＾おっ[か]ー//
[＾あ]ん[ま]ー(祖母)
[ば]ー(新)//[＾あ]ん[ま]ー(古) ＾おっ[か]ん//[あ]ん[ま]ー
53 孫 ま[ご]ー//
[＾う]ま[か゜]ー(ひ孫)
[＾う]ま[か゜]ー ま[か゜]ー(古)//
ま[ぐ]ー
54 目上(の男) [に]ー//し[じゃ//し[じゃ]ー [＾うい]っ[ちゅ//
[し]だ[ー(上の兄弟)
し[だ]ー//
[し]だ(けなして聞こえる)
55 目下(弟、妹)
[とぅ]しっ[さ]ー//[＾うっとぅー//
[＾うっ]とぅ[ぼ]ー (弟)//
[＾うっ]とぅ[まい (妹)
[＾う]っ[とぅ]ー(単数)//
[＾う]っとぅん[ちゃ]ー(複数)
＾うっ[とぅ]ー//
[＾うっ]とぅー[ぼ]ー(男兄弟)//
[＾うっとぅー]ま[い]ー(女兄弟)
56 若い娘 [むぅぇー]ら[ぶぃ//
[むぅぇー]らびん[きゃ]ー
[めー]ら[び [め]ー[ら]び
57 帯 お[び//お[び]ー//[ち]つ[ぶぃ [ちゅ]つ[び//ちゅつ[び ＾う[び//＾つぃ[ちゅ]び
58 かんざし [ぐぃ]ー[ふぁ]ー [ぐぃ]ふぁ[ー ぎ[ば]ー//く[し(髪飾り)
59 着物1 [＾きん ＾き[ぬ ＾つぃ[ん
60 下駄 ＾あっ[さ]ー [＾あ]っさ[ー ＾あっ[しゃ]ー
61 草履(ぞうり) [さ]ば [さ]ば さ[ば
62 手ぬぐい、タオル [て]ぬ[く゜ぃ//[てぃ]さ[じ(古) さ[じ [てぃぃ]ぬ[ぐ]い
33
基礎語彙２
番号 単語
32-2 姪
33 叔父
34 夫
35 男
36 叔母
37 親子
38 女
39 家族
40 兄弟
41 恋人
42 子供1
43 子供2
44 子供たち
45 親戚
46 青年
47 大工
48 父
49 父１
50 妻
51 友
52 母
53 孫
54 目上(の男)
55 目下(弟、妹)
56 若い娘
57 帯
58 かんざし
59 着物1
60 下駄
61 草履(ぞうり)
62 手ぬぐい、タオル
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
[み]っ[か//[みっか (女) み[ー]っ＾か [み]っか (姪)
＾う[じ]ー ぐ[じ ＾う[じ
ぐ[とぅ ぐ[とぅ ＾う[とぅ
[いぃ]ん[が [いぃ]ん[か゜ [いぃ]ん[か゜
＾う[ば]ー ぐ[ば う[ば
＾う[やっ]か ＾う[わっ]＾か//〈参考〉＾うわっ
[＾かー]すん(親しくつき合う)
＾う[や]っか
[ぐ]な[く゜ [ぐ]な[う [う]な[う
[や]ー[てぃ]ー やー[ぬっ]ちゅ [や]ー[ぬ]ちゅ
[そ]ー[で]ー [そ]ー[で]ー [そ]ー[で]ー
NR
かな[ー (死語)お嬢さん(若い
女性に対する敬称)
--
[＾か [＾か [＾か
わ[ら]び わ[ら]び --
[＾か]ん[＾ちゃ]ー//
[わらび]ん[＾ちゃ]ー
[＾か]ん[ちゃ]ー//
[わ]らびん[ちゃ]ー
[＾か]ん[ちゃ]ー
ぱ[ろ]ー[じ]ー (単数)//
ぱ[ろじ]ん[＾ちゃ]ー (複数)
[ふぁ]ろー[じ [はろ]ー[じ]ー//
[そーで]ん[ちゃ]ー
に[しぇ]ー に[せ]ー//[め]ー[ら]び(女)//
に[せ]ー[め]ー[ら]び(男+女)
に[せ]ー (20才位まで)
[せ]ー[く//
[せー]く[さ]ー
[せ]ー[く (作業)//
[せ]ー[くさ]ー (人)
[せ]ー[＾く (作業)//
[せー]＾く[さ]ー (人)
[す]ー(丁寧) やっ[きー --
＾あ[じゃ]ー(祖父) ＾あ[じゃ]ー (死語) ＾あ[じゃ]ー
とぅ[じ とぅ[じ とぅ[じ
どぅ[し どぅ[し どぅ[し
[あ]ん[ま]ー(祖母) [＾あ]ん[ま]ー//
[＾い]なん[ま]ー(古)
[＾あ]ん[ま]ー
[＾う]ま[か゜]ー [ま]ぐ ま[ご]ー
[し]だ (年上の人)
～(名前など)やっ[きー//
～[＾きー//
[し]だ (先輩なら女も)
[し]だ (男も女も)
[＾う]っ[＾とぅ]ー ＾うっ[＾とぅ]ー
うっ[とぅ]//
[＾う]っとぅ[わ]ー (一番下の子)
[め]ー[ら]び -- [め]ー[ら]び
つ[つ]び//＾う[び ＾う[び//
＾つぃ[ちゅ]び (細い帯)
つぃ[つぃ]び
ぎ[ぱ]ー [ぎ]ー[ふぁ]ー [ぎ]ー[は]ー
＾つぃ[ん//＾つぃ[ぬ ＾つぃ[ん ＾つぃ[ん
[＾あ]っ[さ]ー ＾あっ[さ ＾あっ[さ
さ[ば さ[ば さ[ば
[てぃ]ぬ[く゜]い [とぃ]ぬ[い]ー//さ[じ (死語) [てぃ]ぬ[ぐ]い
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番号 単語
32-2 姪
33 叔父
34 夫
35 男
36 叔母
37 親子
38 女
39 家族
40 兄弟
41 恋人
42 子供1
43 子供2
44 子供たち
45 親戚
46 青年
47 大工
48 父
49 父１
50 妻
51 友
52 母
53 孫
54 目上(の男)
55 目下(弟、妹)
56 若い娘
57 帯
58 かんざし
59 着物1
60 下駄
61 草履(ぞうり)
62 手ぬぐい、タオル
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
[み]ー[いっ]か (男女とも) み[ー]っか みっ[くゎ
う[じ]ー ＾う[じ]ー ＾う[じ]ー
う[とぅ ＾う[とぅ ＾う[とぅ
[いぃ]ん[か゜ [いぃ]ん[か゜ [いぃ]ん[か゜
う[ば]ー ＾お[ば]ー//＾う[ば ＾お[ば]ー
＾う[や]っ＾か ＾う[や]っか ＾う[や]っくゎ
[う]な[ぐ [＾う]な[ぐ [＾う]な[う
[や]ー[ぬっちゅ [や]ー[てぃ]ー [や]ー[てぃ]ー
[そ]ー[で]ー//
[う]な[り (男の女兄弟)//
[いぃ]ー[り (女の兄さん)
[そ]ー[で]ー [そ]ー[で]ー
わ[か゜ [す]ちゅん[ちゅ NR --
[＾か [＾か [＾くゎ
わ[ら]び わ[ら]び わ[ら]び
[＾か]ん[ちゃ]ー//
[わらび]ん[ちゃ]ー
[＾か]ん[ちゃ]ー//
[わらび]ん[ちゃ]ー
[＾くゎ]ん[ちゃ]ー//
[わらび]ん[ちゃ]ー
[はろ]ー[じ]ー [はろ]ー[じ]ー は[ろ]ー[じ]ー
に[しぇ]ー (29-30才、未婚) [にしぇ]ー(男女とも，17･18-20
代位．既婚未婚は無関係)
に[せ]ー
[しぇ]ー[く (作業)//
[しぇー]く[さー (人)
[せ]ー[く(作業)//
[せ]ーく[さ]ー(人)
[せ]ー[く (作業)//
[せ]ーく[さ]ー (人)
やっ[＾き]ー (古)//[＾ちゃ]ん やっ[＾き]ー --
-- ＾あ[じゃ]ー (じいさん) ＾あ[じ]ー (おじいさん)
とぅ[じ とぅ[じ とぅ[じ
どぅ[し どぅ[し//[どぅ]しん[ちゃ]ー(複
数)
どぅ[し
[＾あ]ん[ま]ー (古)//＾おっ[＾
か]ん
[＾あ]ん[ま]ー [＾あ]ん[ま]ー
ま[ぐ]ー (古)//ま[か゜]ー NR ま[か゜]ー
[し]だ (目上の男女) [し]だ(先輩全般、男女とも)
[し]だ (目上の男女)//
し[だ (目上の男女)
うっ[とぅ
[＾うっとぅ]ん[ちゃ]ー(複数)//
＾うっ[とぅ(単数)
＾うっ[とぅ (目下の男女)
[め]ー[ら]び [め]ー[ら]び(17･18-20代，未
婚)
[め]ー[ら]び//[め]ーら[び]ー
ちゅ[ちゅ]び ちゅ[ちゅ]び つ[つ]び (着物に使う紐)//
＾お[び(厚い方の帯)
[ぎ]ー[は]ー [ぎ]ー[は]ー ぎ[は]ー
＾つぃ[ん ＾つぃ[ん ち[ぬ
＾あっ[さ ＾あ[っさ ＾あっ[さ]
さ[ば さ[ば さ[ば
[てぃ]ぬ[き゜]ー NR [て]ぬ[ぎ]ー
35
基礎語彙２
番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
63 紐 [ふぃ]む -- む[す]び//[へぃ]むん[か]ー
64 粥 か[い]ー か[いぃー か[い
65 果物 くだもの//[へぃ]ん[な]い [な]い[む]ん [な]いむ[ん//[＾く]ねぃ[ぱ]ー
(青みかん)
66 ごちそう・料理 [す]ー[くぃ (祭りの時の) [とぅ]い[む]ち(おもてな
し)//[す]ー[くぃ//[しゅ]ー[くぃ
[しゅ]ー＾き(祭りの)
67 ご飯 [＾お]ば[に//[＾う]ば[に [＾う]ば[に [め]ーし//＾う[ば]に
68 砂糖 [さ]た[ー [さ]っ[た]ー さ[た]ー
69 塩 [まっ//[ま]す [ま]す ＾う[しゅ(古)//ま[しゅ(新)
70 食料・主食・食事 [は]んむぅぇ[ー(飼育動物の) [ぱ]ん[むぅぇ]ー(牛・馬・家畜
の餌)
む[ん
71 雑炊 [どぅ]ー[し]ー [どぅ]ー[し]ー [どぅ]ー[し]ー
72 卵 [た]ま[ぐ//ほぅ[か゜]ー ほぅ[か゜]ー [た]ま[ぐ//ほぅ[か゜]ー(ひよこ)
73 茶 ちゃ[ー//さ[ー(古) ちゃ[ー [ちゃー
74 昼食 [＾あ]し[ー [む]ん ＾あ[し]ー
75 朝食 む[ん [みん]さ[る]ー(A)//
[む]んさ[る]ー(B)
[＾かんまぬ]む[ん//
[＾か]んまぬむ[ん
76 天ぷら [てんぷら [つ]ちあ[ぐぃ [＾あん]だ[ぎ]ー
77 肉 し[し し[し み[ー//し[し(良い部位の肉)
78 餅 [む]っ[ち]ー [む]っ[ち]ー むっ[ち]ー
79 夕食 いぃ[ー [ゆ]ー[ば]ん [いぃ]ー
80 家 [やー や[ー や[ー
81 いろり [じゅ]ーば[た]ー じ[る NR
82 母屋 ＾お[も]や//
[＾う]む[てぃ(一番座)
[＾う]ふ[や]ー//[＾う]む[てぃ 
(床の間のある部屋)
[＾う]む[てぃ (客を入れる部屋)
83 門 [もん//じょ[ー じょ[ー [＾う]むてぃ[ぐ]ち//[じょー
84 竈 か[ま]ど か[ま じ[る//か[ま]ど
85 台所、３つめの家屋 [と]ん[か゜ [は]ま[や]ー(古)//
[むん]しー[や]ー(新)
[ね]ー[しゅ]ー
86 天井 [て]んじょ[ー [てぃ]んじょ[ー(新) [てぃ]ん[じょ]ー
87 戸 [とぅ]ー [とぅ]ー とぅ[ー
88 ひんぷん(門のところ
にある目隠し用垣根)
NR [むぅぇ]ーが[き [っお]んにゃ[ち]ー
89 豚小屋、便所 [や]ねぃっ[す]ー [かん]じゅ
[ぶ]たん[や]ー(豚小屋)//
[や]ねぃっ[しょ]ー(便所)//
[し]ん[ち]ん(便所)
90 いさり(夜の漁) ＾い[ざ]い い[じゃ]い [＾い]だ[り
91 刺青(昔、女性が手の
甲にしていた)
[ふぁ]ぎ//ふぁ[ず]き [は]ず[き [は]どぅ[ち
92 灸 や[ちゅ]ー や[ちゅ]ー や[ちゅ]ー
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番号 単語
63 紐
64 粥
65 果物
66 ごちそう・料理
67 ご飯
68 砂糖
69 塩
70 食料・主食・食事
71 雑炊
72 卵
73 茶
74 昼食
75 朝食
76 天ぷら
77 肉
78 餅
79 夕食
80 家
81 いろり
82 母屋
83 門
84 竈
85 台所、３つめの家屋
86 天井
87 戸
88 ひんぷん(門のところ
にある目隠し用垣根)
89 豚小屋、便所
90 いさり(夜の漁)
91 刺青(昔、女性が手の
甲にしていた)
92 灸
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
NR [ひ]む [ちちび]ん[か]ー//へぃ[む
か[い か[い か[いぃ]ー
な[い]ー//[な]い [へぃ]んな[い (木の実全般) [な]り[む]ん
[す]ー[＾き [ぐ]ち[す]ー(ごちそう)//
[じゅーい(料理)
[じゅー]り//[す]ー[き
う[ば]に ＾う[ば]い ＾う[ば]い
さ[た]ー さ[た]ー さ[た]ー
ま[す ま[す ま[す
む[ん
む[ん(食事)//
[は]んめ[ー(食料)
む[ん
[どぅ]ー[し]ー [どぅ]ー[し]ー [どぅ]ー[し]ー
ふ[か゜]ー
[た]ま[ぐ//ふ[か゜]ー (死語)//
ふ[あ]ー (死語)
た[ま]ぐ
さ[ー さ[ー さ[ー
＾あ[し]ー ＾あ[し]ー ＾あ[し]ー
-- [し]んま[じ]ち [ひん]ま[じ]ー//
[へぃん]ま[じ]ー
[つ]き[あ]き゜ NR [むっち]ん[か]ー
し[し し[し (古) し[し
[む]っ[ち]ー//[むっち]ー [む]っ[ち]ー むっ[ち]ー
[いぃ]ー [いぃ]ー [いぃ]ー
や[ー [やー や[ー
[じ]る(炊事場) [じる --
[＾う]ふ[や]ー//
[＾う]む[てぃ (母屋の広い部屋)
[＾う]む[てぃ [＾う]む[＾てぃ (床の間のある
所、客を通す部屋のある家屋)
[じょ]ー//[むん
[も]ん//[じょ]んく[ち]ー(入口)
//[じょ]ー
む[ん//[じょ]ー (門のある所)
か[ま は[ま [は]ま[どぅ
[ね]ー[す]ー [むん]しー[や]ー
炊事場のある家屋
[＾うまとぅめー]し[や]ー//
[ね]ー[す]ー
[てぃ]ん[じょ]ー [てぃ]ん[じょ]ー [てぃ]ん[じょ]ー
とぅ[ー とぅ[ー とぅ[ー
NR [そ]ん[にゃ]ち̥ NR
[ぶた]ん[や]ー (豚小屋)//
[し]っ[ち]ん (便所)
[し]ん[＾つぃ]ん 便所[し]ん[ち]ん
[＾い]ざ[い [＾い]だ[い [＾い]だ[り
NR [は]じ[ち NR
や[ちゅ]ー や[ちゅ]ー や[ちゅ]ー
37
基礎語彙２
番号 単語
63 紐
64 粥
65 果物
66 ごちそう・料理
67 ご飯
68 砂糖
69 塩
70 食料・主食・食事
71 雑炊
72 卵
73 茶
74 昼食
75 朝食
76 天ぷら
77 肉
78 餅
79 夕食
80 家
81 いろり
82 母屋
83 門
84 竈
85 台所、３つめの家屋
86 天井
87 戸
88 ひんぷん(門のところ
にある目隠し用垣根)
89 豚小屋、便所
90 いさり(夜の漁)
91 刺青(昔、女性が手の
甲にしていた)
92 灸
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
ひ[む
へぃ[む//
＾い[ちゅ]ー(糸にも使う)
ひ[む
か[い か[い [か]いぃ[ー
[なり]む[ん [な]い[む]ん(木になるもの) [な]り[む]ん (木になっているも
の(古))//蜜柑[く]り[ば]ー
じゅ[ー]り//[す]ー[＾き じゅ[ー]り//[す]ー[き [す]ー[き
＾う[ば]に ＾う[ば]に ＾う[ば]に
さ[た]ー さ[た]ー さ[た]ー
ま[す ま[す ま[す
む[ん//[はん]め[ー (古)
[か]ん[む]ん//む[ん(食べ物・
食事)//[はん]め[ー(物を送ら
れた時のお返し)
む[ん//[は]ん[め]ー (お産の
時に持たせる物、古)
[どぅ]ー[し]ー [どぅ]ー[し]ー [どぅ]ー[し]ー
た[ま]ぐ//ほぅ[か゜]ー (古)
た[ま]ぐ//ほぅ[か゜]ー(石か何
かで作った，卵を産ませるため
に使うもの)
た[ま]ぐ//
[ふ]わ[ふ]わ(卵料理)
さ[ー さ[ー さ[ー
＾あ[し]ー ＾あ[し]ー あ[し]ー
[へぃん]め[ー]ち [へぃん]ま[い]ち [ひん]ま[じ
[て]ん[ぷ]ら [＾とぅ]ち[あ]ぎ [てんぷら
に[く し[し//魚の肉はみ[ー に[く (新・今)//し[し (古)
むっ[ち]ー むっ[ち]ー [む]っ[ち]ー (「っ」は低く発音)
[いぃ]ー [いぃ]ー [いぃ]ー
や[ー や[ー や[ー//[やー
[じ]る(かまど) -- [じ]る(かまど)
[＾う]む[てぃ [＾う]む[＾てぃ [＾う]む[てぃ
[じょ]ー [じょ]ー [じょ]ー
は[ま か[ま]どぅ//じ[る//は[ま か[ま
[ね]ー[す]ー [ね]ー[す]ー [ね]ー[す]ー
[てぃ]ん[じょ]ー [てぃ]ん[じょ]ー [てんじょー
とぅ[ー とぅ[ー ＾い[た]ど
NR NR(あまり使わない言葉) [めー]が[ち]ー
[ぶ]た[ぐ]や (豚小屋)//
[かん]じゅ (便所)
ふ[る]ー//[かん]じゅ [かん]じゅ (便所)
[＾い]だ[り [＾い]だ[い [＾い]ざ[り
-- NR NR
や[ちゅ]ー や[ちゅ]ー や[ちゅ]ー
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番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
93 三味線 [さ]ん[し]ん [さ]んし[ん [さ]ん[し]ん
94 煤・鍋などに付く汚
れ
[な]ぶぃんぴす[むぅぃ//
す[す(煙)
[な]ぶぃふぃん[ぐ]ー [す]す//[なびぴ]ん[ぐ]ー
95 相撲 [し]ま し[ま し[ま
96 松明(いざりに使用) [た]いまつ -- [＾いだりだ]ん[ぽ]ー
97 欠
98 匂い [は]じゃ は[じゃ は[だ
99 墓 [ふぁ]か [てぃ]ら//[ぱ]か(新) ぱ[か
100 畑作業 [ふぁ]るし[ぐ]とぅ [ぱるし]ぐ[とぅ//ぱ[る(畑) [ぱてーし]ぐ[とぅ//ぱ[て]ー
(畑)
101 麦わら [む]んにゃ[ら]ー [む]んにゃ[ら]ー [む]んにゃ[ら]ー
102 お祝い [ゆ]ー[うぇ]ー [ゆ]うぇ[ー [ゆー]いぇ[ー
103 休息 ゆー[い ＾い[＾き]しら(「休もう」の意) [ゆ]く[ゆ]ん(休む)
104 結婚 ＾く[ら]し [せー]むい NR
105 結婚(結納) [さ]んこ゜ーせーむ[い(三合の
酒盛り)
[せー]むい [ゆ]い[のー
106 喧嘩 [し]っき//[どぅ]しっ[き [し]っくぃ [しっ]ち(ー)
107 言葉・方言 [ゆ]むぅぃ[た [ゆ]むうぃ[た [ゆ]み[た
108 相互扶助(農作業な
ど)
[まぐみー]し[く゜]とぅ [いぃ]ー[じ]ー [いぃ]ー[じ]ー
109 魂、霊魂、幽霊 [ま]ぶ[い ま[ぶ]い [ま]ぶ[い
110 力(タヤ) た[や た[や [ぐ]てー
111 病気 や[み [や]んむぅぇ[ー や[ま]い
112 斧１ ず[みゃ]ー [＾お]の --
113 斧３ -- [じゅ]みゃー(小型) どぅ[みゃ]ー(大小とも)
114 錐(きり) き[り//い[ー (古) ＾い[り ＾い[り
115 網(魚を獲る三角網) [＾い]ゆ＾あ[み]ー//さ[じ
(三角網 )//さ[じ]＾あ[み]ー
[＾あ]み//[さ]じ(A)//
[さ]でぃ(B)
[すくい]＾あ[み
116 櫂(舟のカイ) よ[ー よ[ー よ[ー
117 船(サバニ) ふ[ねぃ//[くぇ]ら[ま]ー [ふ]ねぃん[かー//ふ[ねぃ(船) [ぷ]ねぃん[か]ー(話者A)//
[ぷ]ねぃ(話者B)
118 槍  とぅ[き゜ゃ// とぅ[き゜ゃ]ー
//[いっぷぬ]ー(一本釣り)
[＾いっ]ぷ[ぬ(一本槍)//
とぅ[にゃ(三本槍)
 とぅ[にゃ
119 篭
[ぷぅぃ]や[く゜ぃ//[ふぅぃ]や
[く゜ぃ(大きい篭 )、 てん[か゜]ー
(小さい篭)
[そ]ー[うぅぃ か[ぐ//ま[ぐ(小さいもの)
120 篭(頭上運搬) [ば]ー[きぃ -- --
121 篭(背篭)
[ぷぅぃ]や[く゜ぃ//[ふぅぃ]や
[く゜ぃ(大きい篭 )、[とぃ]る (小
さい篭、稀)
[ぴ]ら[く゜ぃ(大)//[てぃ]ん
[か゜]ー(魚釣り用；たすきがけ)
ぴ[ら]ぎ
122 鎌(かま) [は]ま は[ま は[ま
123 鍬(くわ) [＾くぅぇ]ー [＾くぅぇ]ー//[くうぇ]ー [＾け]ー
124 ザル(脱穀用) ゆ[い//[ゆ]いそーふぃ//
[＾あらむぅぃ]そー[ふぅぃ
-- ぷ[る]い(目が細かいもの)
125 ザル(脱穀用) [さ]んば[ら]ー
[ほぅ]んにゃ[ま]ー(目が荒
い)//
[さ]んば[ら]ー
ゆ[い(目が荒いもの)
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基礎語彙２
番号 単語
93 三味線
94 煤・鍋などに付く汚
れ
95 相撲
96 松明(いざりに使用)
97 欠
98 匂い
99 墓
100 畑作業
101 麦わら
102 お祝い
103 休息
104 結婚
105 結婚(結納)
106 喧嘩
107 言葉・方言
108 相互扶助(農作業な
ど)
109 魂、霊魂、幽霊
110 力(タヤ)
111 病気
112 斧１
113 斧３
114 錐(きり)
115 網(魚を獲る三角網)
116 櫂(舟のカイ)
117 船(サバニ)
118 槍
119 篭
120 篭(頭上運搬)
121 篭(背篭)
122 鎌(かま)
123 鍬(くわ)
124 ザル(脱穀用)
125 ザル(脱穀用)
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
[さ]ん[し]ん [さ]ん[し]ん [さ]ん[し]ん
ぴ[す]み//[す]す(天井の煤) [な]びふぃん[ぐ]ー [す]す
し[ま し[ま (「島」と同じ発音) し[ま
NR て[ー NR
は[じゃ は[だ//匂いがするは[だ]すい は[だ
ぱ[か ふぁ[か は[か
[ぱてー]し[ぐ]とぅ//ぱ[て]ー 
(畑)//ぱ[る (野原)
ふぁ[る]し[ぐ]とぅ [はてー]し[ぐ]とぅ//
は[て]ー(畑)//は[る
[むん]にゃ[ら]ー [む]んにゃ[ら]ー [むん]にゃ[ら]ー
[ゆー]いぇ[ー [ゆー]いぇ[ー [ゆー]うぇ[ー
[ゆ]く[い [ゆ]ー[にゅ]い (動詞)//
ゆ[ー]み(休め！)
--
[ぐじ]ん[け]ー [やー]たち 結婚式[せー]む[り
[せー]む[い//[そ]ー[い [＾く]ちむす[び (死語)//
[ゆ]い[のー
--
[しっ]ち[ー [しっ]ち[ー//
[しっ]ちゅ[い (動詞)
[しっち
[ゆ]み[た//[ぱ]な[し [ゆ]み[た//
[し]まゆ[み]た (方言)
[ゆ]み[た//[しま]ゆ[み]た
[ゆい ゆ[い//[いぃ]ー[じ]ー [いぃーし]だ[ま]ー
[ゆ]ー[り]ー//[まーじゃ]む[ん
//[ま]ぶ[い
[た]まし[ー (魂)//
[ま]ぶ[い (霊魂)
[ま]ぶ[り (魂、幽霊)//
[まじゃ]む[ん (幽霊)
[＾つぃ]か[ら ち[から [ち]か[ら//た[や
や[ま]い [や]んめ[ー や[ま]い
NR ぐ[ぬ (大きい) [う]ー[ぬ
じゅ[ま]ー どぅ[にゃ (小さい) どぅ[ま (大も小も)
＾い[り ＾い[り ＾い[り
さ[でぃ さ[でぃ//さ[でぃ]＾あ[み]ー さ[でぃ//＾あ[み
よ[ー よ[ー てぃ[よ]ー
[ぷねぃ]ん[か]ー(小さい船)//
[ぷ]ねぃ
[＾く]いぶ[ねぃー//＾い[た]す
[き]ー
[さがまー]ぶ[ねぃ]ー
とぅ[にゃ とぅ[く゜ゎー とぅ[や//[＾いっぽん]どぅ[や]ー
(一本槍)
そ[ー]び か[ぐ//ま[ぐー (釣りで携帯用) か[ぐ
[ぴ]ら[き゜]ー NR --
[てぃ]る
し[な]い (農業用)//
＾あ[らー]でぃ[る (買い物用)
[てぃ]る//[てぃか゜]ん[か]ー
は[ま は[ま は[ま
[＾け]ー [＾けー ＾け[ー
[ゆい [そ]ー[び//ゆ[り そ[ー]び//[そーび]ん[＾か]ー 
(小)//ゆ[り (目が荒いふるい)
[さん]ば[ら]ー [さ]んば[ら]ー
[さ]んば[ら]ー (箕、飛ばす為
に使う)
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番号 単語
93 三味線
94 煤・鍋などに付く汚
れ
95 相撲
96 松明(いざりに使用)
97 欠
98 匂い
99 墓
100 畑作業
101 麦わら
102 お祝い
103 休息
104 結婚
105 結婚(結納)
106 喧嘩
107 言葉・方言
108 相互扶助(農作業な
ど)
109 魂、霊魂、幽霊
110 力(タヤ)
111 病気
112 斧１
113 斧３
114 錐(きり)
115 網(魚を獲る三角網)
116 櫂(舟のカイ)
117 船(サバニ)
118 槍
119 篭
120 篭(頭上運搬)
121 篭(背篭)
122 鎌(かま)
123 鍬(くわ)
124 ザル(脱穀用)
125 ザル(脱穀用)
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
[さ]ん[し]ん [さ]ん[し]ん [さ]ん[し]ん
-- [な]ぶぃ[ひん]ぐ なび[ひ]ん[ぐ]ー
し[ま し[ま し[ま
--
あまり使わないので敢えて聞
かなかった
--
は[だ は[だ(良い匂いも悪い匂いも) は[だ (良い悪い両方)
[はか [はか]ん[め]ー てぃ[ら]い[し
[はる]し[ぐ]とぅ//
は[て]ー(畑)//は[る
[はてー]し[ぐ]とぅ//は[て]ー
(畑)//は[る(原っぱ・野原)
は[て]ーさ[ぎょ]ー//は[て]ー 
(畑)
[むん]にゃ[ら]ー [むん]にゃ[ら]ー む[ぎ]わ[ら]
[ゆー]いぇ[ー [ゆい]いぇ[ー [ゆー]いぇ[ー//ゆ[ー]いぇ[ー
ゆ[ー]い (休みなさい、の意) ゆっ[＾く]い [や]す[もー (休もう)
-- NR --
-- [しぇー]む[い [せー]む[り (古)
[しっ]ち[り [し]っち[ー [し]っち[り
[ゆ]み[た//[しま]ゆ[み]た ゆみた [ゆ]み[た
[いぃ]ー[じ]ー ゆ[い//[いぃ]ー[じ]ー いぃ[ー
[ま]ぶ[り (魂・霊魂)//
[まーじ]む[ん (幽霊)
[ま]ぶ[い//[まーじ]む[ん まー[じ]む[ん (幽霊)//
[ま]ぶ[り (霊魂)
[ち]か[ら//[た]や NR(たやは使わない) た[や (いきむ時の力)
や[み や[ま]い や[ま]い
-- -- --
どぅ[ま]ー どぅ[にゃ]ー じゅ[ま]ー
＾い[り ＾い[り き[り
さ[でぃ さ[でぃ さ[でぃ//＾あみ (網)
よ[ー よ[ー よ[ー
[ふ]ねぃ [ふねぃ]ん[か]ー く[り]ぶ[ねぃ
[＾とぅ]ぬ[ぼ]ー とぅ[にゃ とぅ[にゃ (大)//[け]ー[じゃ]ー 
(小)
そ[ー]ひ (大)//[そーひ]ん
[か]ー (小)
そ[ー]ひ//[てぃ]ん[か゜]ー(魚
を入れるびく)//＾う[てぃ]ぐ(口
の狭くなっているビク)
か[ご
ひ[ら]き゜ (背篭、たすきがけに
して使うもの)
ひ[ら]ぎ(頭から下げる畑道具
のかご)
--
[てぃ]る
[てぃ]る(頭から下げる畑道具
のかご)
ひ[ら]ぎ//[てぃ]る
は[ま は[ま は[ま
[＾け]ー [＾け]ー [＾くぅぇ]ー
--
そ[ー]ひ(野菜を洗ったりしてあ
げるもの)
そ[ー]ひ (野菜を洗って入れる
ザル)
-- ゆ[い(ふるいのように使う)
[さん]ば[ら]ー
 (穴の無い、飛ばすため)
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基礎語彙２
番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
126 ザル(脱穀用) NR -- [さ]んば[ら]ー
127 鋤(すき) NR ま[か゜ --
128 鋤(牛にひかすすき) す̥[き す[き す[ち
129 脱穀用ゴザ むっ[す(薄いもの)//
[ふ]む(厚いもの)
[む]っ[す//
[ねぃ]じ[き(薄い，寝具用)
む[っしゅ(薄い)//
[＾うら]ぐ[む]ー(脱穀用)
130 箆(へら、大、穴を掘
る)
NR ふぅぃ[ら//ぴ[ら [ぴ]ら
131
モッコ、網籠(運搬
用、馬に乗せる)
[＾お]ー[だ]ー [＾お]ー[だ]ー [＾お]ー[だ]ー
132 桶座(頭上運搬用) (使わない) -- --
133 釜 ぱ[が]ま [は]が[ま [＾うばねぃん]か[ま]ー
134 杵 [＾あ]ず[む [＾あ]じゅ[む ＾あ[ず]む
135 急須2・鉄瓶 やっ[＾くゎん(やかん)//
す̥[か]ー(急須)
[ちゅ]かー(急須)//[やっかん しゅ[か]ー//や[っか]ん
136 櫛 [さ]ば[き [さ]ば[き [さ]ば[ち//＾く[し
137 小刀 NR [な]い[ふ く[が]た[な
138 しゃもじ [いぃ]ぶぃ[ら//[むぅぃ]し
[け゜ー
[むぅぃ]しげ[ー//[さ]く[し(お
玉)//[しゃ]く[し
[み]し[げ]ー//さ[く]し(お玉)
139 銭 [は]ねぃ (お金)//
[く]じ[ぬ]ー
[は]ねぃ は[ねぃ//[く]じ[ん(小銭)//
は[び]は[に]ー(札)
140 膳 [じ]ん じ[ぬ じ[ん
141 薪(たきぎ) [た]ん[む [た]ん[む [たん]む
142 杖 [ぐ]さ[ねぃ [ぐ]さ[ねぃ ぐ[しゃ]ねぃ
143 布(手ぬぐい) [ぬ]ぬ さ[じ ぬ[ぬ
144 箸 [ふぁ]し [てぃ]む[とぅ めー[し//[ぱ]し
145 ひしゃく ねぃ[ぶ//[さ]く[し(お玉) ねぃ[ぶ [ねぃ]ぶ
146 紐(細めのヒモ) NR [ちゅ]ちゅびん[か]ー --
147 布団 ＾う[どぅ ＾う[どぅ
は[っび]ぷ[とぅ]ん(かけ布
団)//[しち]ぷ[とぅ]ん(敷き布
団)
148 包丁 [ふぉ]ー[ちゃ]ー [ほ]ー[ちゅ]ー //
<参考>[ほ]ー[ちゃ]ー(頭全体)
は[た]な
149 まな板 [ま]な[ちゃ [ま]な[ちゃ --
150 水桶 [たる//[た]ん[ぐ [た]ん[ぐ//[たん]ぐ (塩作りに
使用)
--
151 水瓶 [むぅぃ]ずが[むぅぃ//[ふぁ]ん
[ど]ー
[とぅら]がみ(穀物用)//
[ぱ]ん[どぅ]ー (死語)//
[むぅぃ]じゅ[うぃ]ー
[とぅら]が[み (大)//
[ぱんどぅ]ん[か//
[ぱんどぅ]か[み (小)
152 椀 まー[い まー[い ま[ー]い
153 北 [に]し (古) [に]し//に[しかじ(北風) --
154 西 NR [＾う]きぶぅぇ[ー --
155 東 く̥[ち(東風)//
[＾あが]いてぃだ(上がり太陽)
[く]ち//ほぅ[ちかじ(東風) --
156 南 [ふぇーにし(南風) ふぅぇ[ー//[ふぅぇ]んか[じ(南
風)
ぺ[ー
157 外1 [す̥]とぅ [や]んむぅぇ[ー(家の外
庭)//[す]とぅ
す[とぅ(話者A)//
す̥[とぅ(話者B)
158 右 に[に]ー [み]ぎ み[ぎ//み[ぎ]ー (話者A)//
[み]ぎ(話者B)
158 左 [＾ぴ]じゃ[い [ひ]だ[い ぴ[だ]い
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番号 単語
126 ザル(脱穀用)
127 鋤(すき)
128 鋤(牛にひかすすき)
129 脱穀用ゴザ
130 箆(へら、大、穴を掘
る)
131
モッコ、網籠(運搬
用、馬に乗せる)
132 桶座(頭上運搬用)
133 釜
134 杵
135 急須2・鉄瓶
136 櫛
137 小刀
138 しゃもじ
139 銭
140 膳
141 薪(たきぎ)
142 杖
143 布(手ぬぐい)
144 箸
145 ひしゃく
146 紐(細めのヒモ)
147 布団
148 包丁
149 まな板
150 水桶
151 水瓶
152 椀
153 北
154 西
155 東
156 南
157 外1
158 右
158 左
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
NR [いっ]とぅ[ど]ー[び(]ー) --
NR [いぃ]ー[だ]い --
す[き す[ち す[ち
ふ[む//[む]っ[す(蓆) -- ふ[む//むっ[す (薄いもの)
[ぴ]ら -- ひ[ら
[＾お]ー[だ]ー --
[＾お]ー[だ]ー (肥料を入れ
る)//
むっ[く]ー (草を入れる)
-- -- --
ぱ[が]ま -- は[が]ま
＾あ[じゅ]む -- ＾あ[でぃ]む (縦杵)//
[やまとぅ]＾あ[でぃ]む (横杵)
す[か]ー//[やっか]ん (やかん) -- [す]ー[か]ー (急須)//
やっ[か]ん (ヤカン)
[さ]ば[＾つぃ -- [さ]ば[ち
は[た]な -- [こご]た[な
[み]し[け゜]ー//さ[く]し(お玉) -- ＾い[び]ら//さ[く]し(お玉)
は[ねぃ//[く]じ[ん(小銭) -- は[ねぃ//[く]じ[ん (小銭)
じ[ん//[じん -- じ[ん
[たん]む -- [たん]む
ぐ[さ]ねぃ -- ぐ[し]ー
ぬ[ぬ//[てぃ]ぬ[ぐ]ー (死語) さ[じ//
(西洋タオル) [だ]ん[さ]じ
＾き[じ//ぬ[ぬ
[＾ぱ]し -- [は]し//[てぃ]む[とぅ
[ねぃ]ぶ -- [ねぃ]ぶ
-- -- --
[＾う]どぅ//ぷ[とぅ]ん -- [＾う]どぅ
[ぽ]ー[ちょ]ー//は[た]な -- は[た]な
[ま]な[ちゃ -- [ま]ら[ちゃ
[たん]ぐ(トイレの汲取り桶) -- --
-- -- --
ま[ー]い -- [ま]ー[り
に[し [に]し (北風も) に[し
NR (風) [＾うっ]ちに[し ＾いー]り[ー
＾あ[が]り (風) ふ[ち ＾あー]れ[ー
[ぺ]ー [ふぇ]ー [へ]ー
す[とぅ -- す[とぅ
[み]き゜ -- [み]ぎ
ぴ[じぇ]ー -- ひ[だ]り
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基礎語彙２
番号 単語
126 ザル(脱穀用)
127 鋤(すき)
128 鋤(牛にひかすすき)
129 脱穀用ゴザ
130 箆(へら、大、穴を掘
る)
131
モッコ、網籠(運搬
用、馬に乗せる)
132 桶座(頭上運搬用)
133 釜
134 杵
135 急須2・鉄瓶
136 櫛
137 小刀
138 しゃもじ
139 銭
140 膳
141 薪(たきぎ)
142 杖
143 布(手ぬぐい)
144 箸
145 ひしゃく
146 紐(細めのヒモ)
147 布団
148 包丁
149 まな板
150 水桶
151 水瓶
152 椀
153 北
154 西
155 東
156 南
157 外1
158 右
158 左
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
[さん]ば[ら]ー [さん]ば[ら]ー (穴がなく、 カス
を飛ばす用)
ゆ[り]ー
-- ゆ[だ]い(鋤全体、牛にひかす) ゆ[じゃ]り (馬・牛にひかす)
-- す[き(鋤先端の鉄の部分) す[き
ぐ[だ//むっ[さ ほぅ[む//
むっ[す (寝る時などに使う)
ふ[む//む[っす (薄いもの)
[へ]ら (コンクリート作りに使用) NR(使わない) (使わない)
[＾お]ー[だ]ー [＾お]ー[だ]ー
[＾お]ー[だ]ー//
む[っくー (手作業に使う)
-- -- --
は[が]ま は[が]ま は[わ]ま (「わ」に鼻音化あり)
＾あ[どぅ]む ＾あ[どぅ]む(縦) ＾あ[ず]む (縦)//
やま[とぅ]あ[ず]む (横)
す[＾か]ー (急須)//
やっ[＾か]ん (鉄瓶)
す[か]ー(急須)//
やっ[か]ん(鉄瓶)
す[か]ー (急須)//
や[か]ん (鉄瓶)
[さ]ば[ち [さ]ば[ち [さ]ば[ち
[こが]た[な は[た]な(刀一般，包丁も) NR
[みし]け゜[ー//さ[く]し (お玉) [みし]け゜[ー み[し]げ[ー
は[ねぃ//[く]じ[ん (小銭) じ[ん//は[ねぃとも は[ねぃ//[く]じ[ん
じ[ん じ[ん じ[ん
[たん]む [たん]む [たん]む//た[ん]む
ぐ[さ]ねぃ ぐ[さ]ねぃ ぐ[さ]ねぃ
＾き[れ]//ぬ[ぬ (織ったもの) ぬ[ぬ き[れ] (きれ)
[は]し//[てぃ]む[とぅ (古) [てぃ]む[＾とぅ [は]し//[てぃ]む[とぅ (古)
[ねぃ]ぶ [ねぃ]ぶ//さ[く]し(お玉) [ねぃ]ぶ
へぃ[む --
ほぅ[とぅ]ん//[＾う]どぅ (古) [＾う]どぅ ふ[と]ん
[ほ]ー[ちょ]ー は[た]な は[た]な
[ま]な[ちゃ [ま]な[ちゃ [ま]な[ちゃ
ば[き]とぅ (バケツ) [たん]ぐ(トイレの汲取り用，木
製。肥溜めまで持っていく物)
NR
[は]み [は]み [は]み (味噌も入れる)
ま[ー]り ま[ー]い ま[ー]り
[にし]か[でぃ (北風) NR に[し (風の時だけ使う)
-- NR --
-- こ[ち （「東風」も同じ） [へ]ー か？
[へん]か[でぃ]ー (南風) [ほぇ]ー --
す[とぅ す[とぅ --
[み]ぎ [み]ぎ --
ひ[だ]り ひ[だ]い --
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番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
159 暁 [＾あ]ーとぅ[き [＾あ]ー[とぅ]き [＾あー]かん[ま(話者A)//
[＾あー]とぅ[ち(話者B)
160 朝 [＾あ]さっ[＾か]ま//[＾か]ん[ま ＾あ[さ]っかま [＾か]ん[ま(話者A，B)
161 朝(昼) [ま]ーふぃる [ひ]ん[ま//ま[ひん]ま(A)//
ま[しん]ま(B)
ぴ[る(話者A，B)
162 今 にゃ[ま にゃ[ま [にゃ]ま(話者A，B)
163 うりずん(３～４月) NR NR NR(話者A，B)
164 暇 ま[どぅ ま[どぅ [ま]どぅ (古)(話者A)//ひ[ま 
(新)//ま[どぅ (古)(話者B)
165 夕方 [よ]ーねーか゜[た -- 夕暮れ[よ]ー[ね]ー(話者A，
B)//夜ゆ[る(話者A，B)
166 夜中 [ゆ]な[ー [ゆ]な[ー//ゆ[な]ー//
[よ]ー[ね]ー(夜)
[ゆ]な[ー(話者A)//
ゆ[な]ー(話者B)
167 一昨年 [み]つな[てぃ]ー [み]ちゅな[てぃ]ー [すぎ]とぅ[し(話者A)//
[み]ちゅ[な]てぃ(話者B)
168 去年 ほぅ[ず ほぅ[じゅ ほぅ[どぅ(話者A)//
ふ[どぅ(話者B)
169 今年 [ほぅ]た[び [ほぅ]た[び ふ[た]び (今年、 今度)(話者
A)//[く]とぅ[し(話者B)
170 今年 [こんど (今度) [く]ん[ど(A)//[く]ん[どぅ(B) [く]んどぅ (今年、 今度)(話者
A)//[くん]どぅ(話者B)
171 さ来年 [な]ーみ[つ [やん]ちゅ [や]んちょ(話者A)//
[やん]ちゅ(話者B)
172 来年 や[ねぃ や[ねぃ [や]ねぃ(話者A，B)
174 明日 ＾あ[ちゃ ＾あ[ちゃ ＾あ[ちゃ(話者A，B)
173-1 明後日 [＾あ]さ[てぃ [＾あ]さ[てぃ ＾あ[さ]てぃ(話者A，B)
173-2 しあさって -- [よ]ー ＾つぃ]にゅっ[てぃ]ー(話者B)
177-1 翌日 -- NR NR(話者A)//
[な]ー[ちゃ(話者B)
177-2 翌々日 -- NR みっ[か(話者B)
176 今日 [きゅ]ー きゅ[ー [しゅ]ー(話者A，B)
175 昨日 ＾き[にゅ]ー き[にゅ]ー ＾つぃ[にゅ]ー(話者A)//
ち[にゅ]ー(話者B)
175 おととい ＾うっ[＾てぃ]ー [う]っ[てぃ]ー うっ[＾てぃ]ー(話者A)//
[う]っ[てぃ]ー(話者B)
178 ひとつ -- [＾てぃ]ちゅ [＾てぃ]とぅ
180 二つ -- [＾たー]ちゅ [＾たー]とぅ
181 三つ -- [みー]ちゅ [みー]とぅ
182 四つ -- [ゆー]ちゅ [ゆー]とぅ
183 五つ -- [＾い]ちゅ[ちゅ [＾いとぅとぅ
184 六つ -- [むー]ちゅ [むー]とぅ
185 七つ -- [なな]ちゅ [な]な[とぅ
186 八つ -- [やー]ちゅ [や]ーとぅ
187 九つ -- [く]ー[ぬ]ちゅ ([く]く[ぬ]ちゅ) [く]ー[ぬ]とぅ
188 一人 -- [＾つ]い [＾つ]い
189 二人 -- [＾た]い [＾たい
190 三人 -- み[ちゃ]い [み]ちゃ[い
191-1 四人 -- ゆ[た]い [ゆ]た[い
191-2 五人 -- [い]ちゅ[た]い [ぐ]にん
191-3 六人 -- む[た]い --
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基礎語彙２
番号 単語
159 暁
160 朝
161 朝(昼)
162 今
163 うりずん(３～４月)
164 暇
165 夕方
166 夜中
167 一昨年
168 去年
169 今年
170 今年
171 さ来年
172 来年
174 明日
173-1 明後日
173-2 しあさって
177-1 翌日
177-2 翌々日
176 今日
175 昨日
175 おととい
178 ひとつ
180 二つ
181 三つ
182 四つ
183 五つ
184 六つ
185 七つ
186 八つ
187 九つ
188 一人
189 二人
190 三人
191-1 四人
191-2 五人
191-3 六人
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
[＾あーた]ん[ま -- [＾あー]とぅ[ち
NR -- [＾か]ん[ま (10時頃まで)
[＾か]ん[ま(午前中まで)//
ぴ[る] (昼)
-- [ま]ひん[ま (昼)
[にゃ]ま -- [な]ま
-- -- NR
ま[どぅ//ぴ[ま -- ま[どぅ
[ぴ]ん[ま]ー//[よ]ー[ね]ー -- [よーねー]＾あ[た]ー//
[＾あーよ]ー[ね]ー
ゆ[る(夜) -- [ゆ]な[か//夜ゆ[る(夜)
[み]つ[な]＾てぃ -- [み]す[な]てぃ
ふ[じゅ//[じゅ -- ふ[どぅ
NR -- く[た]び (今回)
[くん]どぅ -- [くん]どぅ
[や]んちゅ -- [やん]ちゅ
[や]ねぃ -- [や]い
あ[ちゃ -- ＾あ[ちゃ
＾あ[さ]＾てぃ -- ＾あ[さ]てぃ
よ[ー -- --
[な]ー[ちゃ -- [な]ー[ちゃ
-- -- --
[す]ー -- [す]ー
き[く゜]ー -- ち[ゆ]ー
[ぐ]っ[てぃ]ー -- ＾うっ[てぃ]ー
[＾てぃ]つ -- [＾てぃ]とぅ
[＾た]ー[つ -- [＾た]ー[とぅ
[み]ー[つ -- [み]ー[とぅ
[ゆ]ー[つ -- [ゆ]ー[とぅ
[＾い]つ[つ -- [＾い]とぅ[とぅ
[む]ー[つ -- [む]ー[とぅ
[な]な[つ -- [な]な[とぅ
[や]ー[つ -- [や]ー[とぅ
[く]ー[ぬ]つ -- [く]ー[ぬ]とぅ
[つ]い -- [つ]り
＾た[い -- ＾た[り
[み]ちゃ[い -- [み]ちゃ[り
[ゆ]＾た[い -- [や]た[り
[い]つ[＾た]い -- [＾い]とぅ[た]り
[む]＾た[い -- [む]た[り
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番号 単語
159 暁
160 朝
161 朝(昼)
162 今
163 うりずん(３～４月)
164 暇
165 夕方
166 夜中
167 一昨年
168 去年
169 今年
170 今年
171 さ来年
172 来年
174 明日
173-1 明後日
173-2 しあさって
177-1 翌日
177-2 翌々日
176 今日
175 昨日
175 おととい
178 ひとつ
180 二つ
181 三つ
182 四つ
183 五つ
184 六つ
185 七つ
186 八つ
187 九つ
188 一人
189 二人
190 三人
191-1 四人
191-2 五人
191-3 六人
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
[＾あー]とぅ[ち [＾あー]とぅ[ち --
[＾か]ま (-11時) [みし]ん[ま(7-8時ごろまで) [＾か]ま (午前中全体)
[ま]ひん[ま (ちょうど12-1時頃) [＾か]ん[ま(3-4、5時ごろ；早朝) [＾か]ん[ま (早朝)//ひ[る (昼)
[にゃ]ま [にゃ]ま [にゃ]ま
-- -- --
ま[どぅ//へぃ[ま (新) ま[どぅ(時間的空間的合間) --
[よーねー]＾う[ち//
[よーねー]か゜[た]ー
[よ]ー[ね]ー//[ゆん]く[り]ー --
[ゆ]な[ー//ゆ[る(夜) [ゆ]な[ー//ゆ[る(夜)
<参考>[ひ]ん[ま]ー(昼)
--
[み]ちゅ[な]てぃ [み]ちゅ[な]てぃ --
ほぅ[どぅ ふ[どぅ ふ[ず
-- -- --
[くん]どぅ [＾くん]どぅ --
[やん]ちゅ [やん]ちゅ [や]ねぃ[やん]つ
[や]ねぃ [や]ねぃ [や]ねぃ
＾あ[ちゃ ＾あ[ちゃ --
＾あ[さ]＾てぃ ＾あ[さ]てぃ --
よ[ー よ[ー --
[な]ー[ちゃ [な]ーちゃ --
-- [みちゃ]ー[し]ー --
[す]ー [す]ー --
＾つぃ[にゅ]ー ち[にゅ]ー --
うっ[＾てぃ]ー ＾うっ[＾てぃ]ー --
[＾てぃ]とぅ [＾てぃ]とぅ [＾てぃ]つ
[＾た]ー[とぅ [＾た]ー[＾とぅ [＾た]ー[つ
[み]ー[とぅ [み]ー[＾とぅ [み]ー[つ
[ゆ]ー[とぅ [ゆ]ー[＾とぅ [ゆ]ー[つ
[＾い]ーとぅ[とぅ [＾い]とぅ[＾とぅ [＾い]つ[つ
[む]ー[とぅ [む]ー[＾とぅ [む]ー[つ
[な]な[とぅ [な]な[＾とぅ [な]な[つ
[や]ー[とぅ [や]ー[＾とぅ [や]ー[つ
[く]ー[ぬ]とぅ [く]ー[ぬ]＾とぅ [く]ー[ぬ]つ
[＾つ]り(5人と同形) [ちゅ]い [ちゅ]り
＾た[り ＾た[い ＾た[り
[み]ちゃ[り [み]ちゃ[い [み]ちゃ[り
[ゆ]た[り [ゆ]＾た[い [ゆ]た[り
[＾つ]り(1人と同形) [＾い]とぅ[＾た]い ご[に]ん
-- [む]＾た[い --
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基礎語彙２
番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
191-4 七人 -- [な]な[た]い --
191-5 八人 -- や[た]い --
191-6 九人 -- [く]ー[た]い --
191-7 十人 -- -- --
192 一 -- [へぃ]ー NR
193 二 -- [ふ]ー NR
194 三 -- [み]ー NR
195 四 -- [ゆ]ー NR
196 五 -- [＾い]ー NR
197 六 -- [む]ー NR
198 七 -- [な]な NR
199 八 -- [や]ー NR
200 九 -- [く]ぬ NR
179 十 -- [とぅ]ー とぅ[ー
201 欠
202 あそこ -- -- [＾あ]ま
203 あれ -- -- ＾あ[り
204 ここ -- -- [ふ]ま
205 これ -- -- ふ[り
206 そこ -- -- [＾う]ま
207 それ -- -- ＾う[り
208 あなた -- -- [な]ー[み
209 あなた(おまえ) -- -- ＾う[ら
210 あなたたち -- -- [なー]ちゃ
211 あなたたち(おまえた
ち)
-- -- [＾う]らん[な]ー
212 私 -- -- [わ]ん
213 私たち(自分を含め
ず)
-- -- [わ]ん[な]ー
214 私たち(自分を含む) -- -- [わー]ちゃ
215 いくつ -- -- [＾い]＾く[＾とぅ
216 いくら -- -- [さ]ん[さ
217 いつ -- -- ＾い[とぅ
218 だれ -- -- たる
219 どう -- -- しゃっ[し
220 どこ -- -- んじゃ
221 どれ -- -- [でぃ]る
222 なぜ -- -- [ぬ（ー）]か゜
223 なに -- -- [ぬ]ー
224 明かり -- -- ＾あーが[とぅ]い (明るくなって
いる)
225 稲光 -- -- [ふ]でぃ[ー
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番号 単語
191-4 七人
191-5 八人
191-6 九人
191-7 十人
192 一
193 二
194 三
195 四
196 五
197 六
198 七
199 八
200 九
179 十
201 欠
202 あそこ
203 あれ
204 ここ
205 これ
206 そこ
207 それ
208 あなた
209 あなた(おまえ)
210 あなたたち
211 あなたたち(おまえた
ち)
212 私
213 私たち(自分を含め
ず)
214 私たち(自分を含む)
215 いくつ
216 いくら
217 いつ
218 だれ
219 どう
220 どこ
221 どれ
222 なぜ
223 なに
224 明かり
225 稲光
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
[な]な[＾た]い -- [な]な[た]り
[や]＾た[い -- [や]た[り
[く]ぬ[＾た]い -- [く]ん[た]り
-- -- [とぅ]た[り
[＾てぃ]ー -- [ひ]ー
た[ー -- [ふ]ー
[み]ー -- [み]ー
[ゆ]ー -- [よ]ー
[いー -- NR
む[ー -- --
[な]な -- --
や[ー -- --
[く]ー -- --
とぅ[ー -- とぅ[ー
-- -- [＾あ]ま
-- -- ＾あ[り
-- -- [ほぅ]ま
-- -- ＾う[り
-- -- [＾う]ま
-- -- ＾う[り
-- -- [な]ー[み (目上)
-- -- [だ (目下)
-- -- [なーちゃ]ー
-- -- [だ]ん[な]ー
-- -- [わ]ん
-- -- [わ]ん[な]ー
-- --
わ[ちゃ]ー//
＾いんにゃ(みんな)
-- -- ＾い[＾く]とぅ
-- -- [さん]さ
-- -- い[＾とぅ
-- -- た[る
-- -- [さー]へ[ん
-- -- [じゃ]ー
-- -- [でぃ]る
-- -- [ぬ]ー
-- -- ぬー
-- -- [＾あ]ー[り
-- ふでぃ (=筆) [ひ]どぅ[り
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番号 単語
191-4 七人
191-5 八人
191-6 九人
191-7 十人
192 一
193 二
194 三
195 四
196 五
197 六
198 七
199 八
200 九
179 十
201 欠
202 あそこ
203 あれ
204 ここ
205 これ
206 そこ
207 それ
208 あなた
209 あなた(おまえ)
210 あなたたち
211 あなたたち(おまえた
ち)
212 私
213 私たち(自分を含め
ず)
214 私たち(自分を含む)
215 いくつ
216 いくら
217 いつ
218 だれ
219 どう
220 どこ
221 どれ
222 なぜ
223 なに
224 明かり
225 稲光
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
-- [な]な[＾た]い --
-- [や]た[い --
-- [く]ぬ[＾た]い --
-- [とぅ]＾た[い --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
とぅ[ー とぅ[ー とぅ[ー
-- [＾あ]ま --
-- [＾あ]り --
-- [＾う]ま --
-- ＾う[り --
-- [＾う]ま --
-- ＾う[り --
-- [な]ー[み [な]ー[み
-- [だ [だ
-- な[ー]ちゃ な[ー]ちゃ
-- [だ]ん[な]ー [だーちゃ
-- [わ]ん [わ]ん
-- [わ]ん[な]ー わっ[た]ー
-- わ[ー]ちゃ わ[ー]ちゃ
--
[さん]さ//([＾い]＾く[＾とぅ方言
形ではない)
[＾いくつ//[さんさ
-- [さん]さ --
-- ＾い[とぅ ＾い[つ
-- た[る た[る
-- さ[っし --
-- [じゃ]ー [じゃー
-- [でぃ]る [でぃ]る//[でぃん]か゜ (-が)
-- [ぬ]か゜ --
-- [ぬ]ー --
-- [＾あ]か[い --
-- [＾いな]び[＾か]い [ひ]どぅ[り
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2012年3月15日　国立国語研究所
番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
226 雷 -- -- [は]んみゃー[い
227 潮 -- -- ＾う[しゅ]が
228 地震 -- -- じ[しん(新)
229 空 -- -- [＾てぃん]と[ー
230 太陽 -- -- [てぃ]だ
231 竜巻 -- -- ＾いー[ぬー(古)//
[た]とぅま[き(新)
232 土 -- -- み[ちゃ
233 虹1 -- -- に[じ
234 火 -- -- ＾う[ま]とぅ
235 煙 -- -- [ひ]ぶ[し
236 浅瀬(海の) -- -- [＾あ]さ[し
237 畦道(田の) -- -- [＾あん]だ[ねぃ（ー）
238 井戸、泉 -- -- [はん]ば[た]ー (井戸)//
＾いじゅ[み (泉)
239 丘 -- -- む[い//山や[ま
240 崖 -- -- [が]き(新)
241 坂 -- -- [ぴら//ぴ[ら
242 サンゴ礁 -- -- が[き
243 草原 -- -- っさっ[た]に
244 頂上 -- -- うぃ[ー//う゛ぃ[ー
245 洞窟 -- -- が[ま
246 庭 -- --
[や]ん[め]ー(家の前の空間)//
[ひー]ぬっ[しゃ]ー(庭のうち木
などが植わっている所)
247 海の遠浅の場所、内
海
-- -- [＾あ]さ[さ
248 野原、原(畑) -- -- [ひ]ろっ[ぱ(新？)
249 柱 -- -- [ぱ]や//
ぱ[し]ら(新？)
250 海の水溜り、池 -- -- [ふ]む[い
251 港 -- -- NR
252 陸地 -- -- [り]く
253 蛙2 -- -- び（ー）[ちゃ]ー
254 雀 -- -- [いん]どぅ[か゜]ー
255 猫 -- -- ま[や]ー
256 鼠3 -- -- ねぃ[どぅ]み
257 鼠4 -- -- NR
258 豚 -- -- ぶ[た
259 ミミズ -- -- [び]び[だ]ー
260 ヤギ -- -- や[ぎ]ー
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基礎語彙２
番号 単語
226 雷
227 潮
228 地震
229 空
230 太陽
231 竜巻
232 土
233 虹1
234 火
235 煙
236 浅瀬(海の)
237 畦道(田の)
238 井戸、泉
239 丘
240 崖
241 坂
242 サンゴ礁
243 草原
244 頂上
245 洞窟
246 庭
247 海の遠浅の場所、内
海
248 野原、原(畑)
249 柱
250 海の水溜り、池
251 港
252 陸地
253 蛙2
254 雀
255 猫
256 鼠3
257 鼠4
258 豚
259 ミミズ
260 ヤギ
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
-- [か]みな[い [はんみゃ]ー[り
-- す[ー ＾う[す
-- -- NR
-- [てぃ]んと[ー [＾てぃん]と[ー
-- [てぃ]だ [てぃ]だ
-- [＾い]ー[ぬ]ん NR
--
み[ちゃ//どぅ[る (泥)//
＾く[ちゃ (青い土の塊)
＾とぅ[ち (表面の土)//み[ちゃ
//＾く[ちゃ (粘土質の土)
-- -- に[じ
-- ＾う[ま]とぅ̥ ＾う[ま]とぅ
-- ひ[ぶ]し [ひ]ぶ[し
-- [＾あ]さ[し [あささ]ー[り]ー
-- ＾あ[ぶし ＾あ[ぶ]し (田と田の境界線)
-- は[ー (井戸)//[ふ]ん[じ (泉) は[ー (井戸)
-- む[い む[り
--
[じ]し[ば]ら (断崖)//
[ふぁんた (崖の先端)
[は]ん[た
-- ふぃ[ら//さ[か さ[か (普通の坂)//
へぃ[ら (山の上の方の坂)
--
[しらふぇー]＾い[し]ー (サンゴ
石)//＾う[る]＾い[し (枝サンゴ
の死骸)
--
-- -- [＾あら]じ[ー
--
＾とぅ[じ (屋根の)//
ふぁ[な]ー (てっぺん)
--
--
ご[ー//＾あ[な//
が[ま (落ちるような所)
[＾いしん]が[ま]ー (石の洞
窟？)
-- [や]ん[め]ー [や]ん[め]ー
-- す[ねぃ (漁場ポイント) --
--
ふぁ[て]ー (畑)//
ふぁ[る (野原)
は[る (畑)
-- [ふぁ]や は[し]ら
-- ほぅ[む]い ほぅ[む]り
--
[み]な[とぅ//
[とぅ]ま[い (小さい)
[とぅ]ま[り//み[な]とぅ
-- -- む[た
-- [び]ー[ちゃ]ー --
-- [いぃ]んどぅ[く゜ゎ]ー --
-- ま[や]ー --
-- み[どぅ]み --
-- -- --
-- ぶ[＾た ([ご]ー[ご]ーと鳴く) --
-- [み]み[だ]ー --
-- -- --
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番号 単語
226 雷
227 潮
228 地震
229 空
230 太陽
231 竜巻
232 土
233 虹1
234 火
235 煙
236 浅瀬(海の)
237 畦道(田の)
238 井戸、泉
239 丘
240 崖
241 坂
242 サンゴ礁
243 草原
244 頂上
245 洞窟
246 庭
247 海の遠浅の場所、内
海
248 野原、原(畑)
249 柱
250 海の水溜り、池
251 港
252 陸地
253 蛙2
254 雀
255 猫
256 鼠3
257 鼠4
258 豚
259 ミミズ
260 ヤギ
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
-- [かみ]な[い --
-- ＾う[す --
-- NR --
-- [てぃん]と[ー --
-- [てぃ]だ --
-- の[ー --
-- み[ちゃ --
-- [ちりち]り[ご]ー [に]じ
-- -- --
-- -- --
-- -- --
--
＾あ[ぶ]し(畑と畑の境界線の
角の所，盛り上がっている所も
言う)
--
-- [＾い]じ[み泉//は[ー井戸 --
-- む[い --
-- -- --
-- へぃ[ら(山の上の頂上) --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- が[ま --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- [ねぃ]ず[ま]ー
-- -- ぶ[た
-- -- --
-- -- や[じ]ー
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基礎語彙２
番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
261 いるか -- -- ぴ[とぅ
262 雲丹(うに) -- -- [が]す[た]ー
263 貝、巻貝 -- -- み[にゃ]ー//
[か]やみ[にゃ]ー
264 亀 -- -- か[み
265 鮫 -- -- さ[ば
266 飛魚 -- -- [とぅ]び[ゆ]ー
267 なまこ１ -- -- [な]ま[く
268 ヒトデ -- -- NR
269 やどかり -- -- [＾あ]ま[ま]ー
270 蟻 -- -- [＾あ]ー[に]ー
271 蚊１ -- -- が[じゃ]み
272 蚊２ -- -- [が]じゃ[ま]ー
273 蚕 -- -- か[い]ご
274 かたつむり -- -- でんでん[む]し(新？)
275 かまきり１ -- -- [＾いっ]しゃ[とぅ]ー
276 蝉 -- -- [＾あ]さ[さ]ー
277 蝶 -- -- [ぱ]ぴ[ら]ー
278 蜻蛉1 -- -- [＾え]ー[じゃ]ー
279 ばった -- -- [が]ー[た]ー
280 ムカデ -- -- [む]っか[でぃ
281 鳩 -- -- ぱ[＾とぅ]ー
282 鱗(うろこ) ＾いっ[き [＾い]っ[き いっ[ち(話者A，B)//
[はっ]しゃ[き゜]ー(話者B)
283 尾 -- -- どぅ[ー
284 卵 -- -- た[ま]ぐ
285 卵 -- -- NR
286 動物(総称) -- -- [ど]ー[ぶ]とぅ
287 とさか、馬のたてが
み
-- -- [た]てぃ[が]み
288 きくらげ -- -- [みん]もー[や]ー
289 きのこ -- -- NR//し[み]じ
290 とうがらし -- -- ぷ[しゅ//ふ[しゅ
291 にんにく -- -- ぴ[る
292 みかん -- [＾く]ねぃ[ふぁ]ー [＾く]ねぃ[っふぁ]ー
293 稲 -- -- ＾い[に
294 芋 -- -- [っふぁ]ん[す]ー
295 萱(かや) -- -- が[や
296 苦瓜 -- -- [に]ぎゃ[う]い
297 胡麻 -- -- ぐ[ま
298 砂糖きび -- -- う[き゜
299 糸瓜(へちま) -- -- [な]ぱら[や]ー
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番号 単語
261 いるか
262 雲丹(うに)
263 貝、巻貝
264 亀
265 鮫
266 飛魚
267 なまこ１
268 ヒトデ
269 やどかり
270 蟻
271 蚊１
272 蚊２
273 蚕
274 かたつむり
275 かまきり１
276 蝉
277 蝶
278 蜻蛉1
279 ばった
280 ムカデ
281 鳩
282 鱗(うろこ)
283 尾
284 卵
285 卵
286 動物(総称)
287 とさか、馬のたてが
み
288 きくらげ
289 きのこ
290 とうがらし
291 にんにく
292 みかん
293 稲
294 芋
295 萱(かや)
296 苦瓜
297 胡麻
298 砂糖きび
299 糸瓜(へちま)
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
-- [ふぃ]＾とぅ --
-- [ゆ]い̃//[が]す̥[＾た]ー --
--
か[や]ー (貝)//
[ぶ]ー[とぅ]ー (巻貝)
--
-- は[み --
-- さ[ば --
-- [とぅ]び[ゆ//＾い[ゆ (魚) --
-- た[や]ー --
-- [が]らっ[と]ー --
-- [＾あ]ま[ま]ー --
--
[＾あ]ー[い゜]ー（[い゜]は鼻母
音）
--
-- が[じゃ]み --
-- -- --
-- [む]す[く゜ゎ]ー (死語) --
-- -- --
-- [＾い]さー[＾とぅ]ー --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- ＾いっ[ち//→#28 ＾いっ[ち
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
[く]ねぃ[ぱ]ー -- [＾く]ねぃ[は]ー
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
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番号 単語
261 いるか
262 雲丹(うに)
263 貝、巻貝
264 亀
265 鮫
266 飛魚
267 なまこ１
268 ヒトデ
269 やどかり
270 蟻
271 蚊１
272 蚊２
273 蚕
274 かたつむり
275 かまきり１
276 蝉
277 蝶
278 蜻蛉1
279 ばった
280 ムカデ
281 鳩
282 鱗(うろこ)
283 尾
284 卵
285 卵
286 動物(総称)
287 とさか、馬のたてが
み
288 きくらげ
289 きのこ
290 とうがらし
291 にんにく
292 みかん
293 稲
294 芋
295 萱(かや)
296 苦瓜
297 胡麻
298 砂糖きび
299 糸瓜(へちま)
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- NR
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
いっ[ち -- ＾いっ[ち
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
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番号 単語 ①小野津 ②志戸桶 ③塩道
300 大根１ -- -- [で]ーく[に]ー
301 冬瓜(とうがん) -- -- [とぅ]ー[が]ー
302 豆１　小豆 -- -- ＾く[だ]ー
303 豆４　南京豆、ピー
ナツ
-- -- [じ]ま[み//[らっ]か[しょ]ー(新)
304 南瓜１ -- -- とっ[ぴょ]ー
305 韮(葱の意味も) -- -- び[ら//[しん]む[とぅ(葱)
306 薄(すすき) -- -- [どぅ]し[ちゃ]ー
307 蓬(よもぎ) -- -- [ふ]とぅ
308 苺 -- -- ＾い[ち]ご
309 黴・麹 -- -- [ほー]じ
310 あおさ -- -- [＾あ]ー[さ]ー
311 つのまた -- -- NR
312 モズク -- -- NR
313 ばんしろう -- -- [ばん]し[ろ]ー
314 あだん -- -- ＾あ[だ]に
315 がじゅまる -- -- [が]じ[ま]る
316 くば(びろう樹) -- -- NR//しゅ[る(シュロ)
317 ソテツ -- -- [すっ]たん[ば]ー
318 フクギ -- -- [とー ふ[く]ぎ
319 クロツグ(繊維で綱や
網を作る)
-- -- NR//[＾あ]だん[ご(あざみ)
320 茎 -- -- ぐ[ち
321 こずえ、砂糖黍の先
端
-- --
さ[ち(先)//
す[ら(砂糖黍の先端)(古)
322 棘 -- -- ねぃ[き゜]ー
323 実 -- -- み[ー//な[い]ー
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基礎語彙２
番号 単語
300 大根１
301 冬瓜(とうがん)
302 豆１　小豆
303 豆４　南京豆、ピー
ナツ
304 南瓜１
305 韮(葱の意味も)
306 薄(すすき)
307 蓬(よもぎ)
308 苺
309 黴・麹
310 あおさ
311 つのまた
312 モズク
313 ばんしろう
314 あだん
315 がじゅまる
316 くば(びろう樹)
317 ソテツ
318 フクギ
319 クロツグ(繊維で綱や
網を作る)
320 茎
321 こずえ、砂糖黍の先
端
322 棘
323 実
④坂嶺 ⑤阿伝 ⑥上嘉鉄
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
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番号 単語
300 大根１
301 冬瓜(とうがん)
302 豆１　小豆
303 豆４　南京豆、ピー
ナツ
304 南瓜１
305 韮(葱の意味も)
306 薄(すすき)
307 蓬(よもぎ)
308 苺
309 黴・麹
310 あおさ
311 つのまた
312 モズク
313 ばんしろう
314 あだん
315 がじゅまる
316 くば(びろう樹)
317 ソテツ
318 フクギ
319 クロツグ(繊維で綱や
網を作る)
320 茎
321 こずえ、砂糖黍の先
端
322 棘
323 実
⑦湾 ⑧中里 ⑨荒木
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- --
-- -- ぐ[ち
-- -- --
-- -- --
-- -- --
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文法
番号 地域 班 共通語文 備考
01 0共通語 おれは　きょうは　いそがしい
01 1小野津 M わのー きゅーや {＾いすがさ/＾いすがさん(どー)}.
01 1小野津 K わのー きゅー しがらさん.
01 2志戸桶 M わのー きゅーや ＾いすがさ.
01 2志戸桶 K どぅーや きゅーや しがらさん.
01 2志戸桶 O わのー きゅーや ＾いすがさ.
01 3上嘉鉄 M わのー しゅーや ＾いしゅがしゃ {＾うしらん/＾うしらー}.
01 3上嘉鉄 K わのー すーわ ＾いそがさん.
01 4中里 M わのー すーや ＾いすがさ.
01 4中里 K わのー すーや ＾いすがさい.
01 4中里 O わのー すーや いすがさい. 話者Dは『わん や』とも。
01 5荒木 M わのー すーや ＾いすがさい. 『いすがさい』の語末の『い』に鼻音化が聞こえる。
01 5荒木 O わぬや すーや {＾いすか゜さいん/＾いすか゜さん}.
02 0共通語 おまえが　畑へ　行け。
02 1小野津 M だか゜ {は/ふぁ}てーかい ＾いき.
02 1小野津 K だー はてーかい ＾いくぃ.
02 2志戸桶 M だや ふぁっかい{＾いくぃよー/＾いきよー}. 『ぱてー/ふぁて』「田んぼ」
02 2志戸桶 K だ や {は/ぱ}てーかい ＾いくぃ.
02 2志戸桶 O だ(ー)か゜ ぱてーかい{＾いくぃ/＾いき}.
02 3上嘉鉄 M だー {はてーかち/はてーに} {＾いきよー/＾いきんや}.
02 3上嘉鉄 K だー はてーかち {＾いくぃ/＾いき}.
02 4中里 M だか゜ はてーがち ＾いき.
02 4中里 K だか゜ はてーがち ＾いき.
02 4中里 O だか゜ {はてーねぃ/はてがち} ＾いき. 話者Dは『はてーい』とも。
02 5荒木 M だか゜ はてーかち いき.
02 5荒木 O だー はてーかに ＾いき.
03 0共通語 うん、畑へは　おれが　いく。
03 1小野津 M ＾いん, はてーかえー {わんか゜/わか゜} ＾いきゅい.
03 1小野津 K ＾いん, はてーかえー わか゜ ＾いきゅい.
03 2志戸桶 M んー, ふぁっかい わか゜ ＾いきゅん{から/な}. 2への返答として。
03 2志戸桶 O {＾うん(C)//＾いん(D)} ぱてー{かい(C)//かえー(D)} わが ＾いきゅい.
03 3上嘉鉄 M んー, はてー{いぇ/え} わんぬ ＾いきん.
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番号 地域 班 共通語文 備考
03 3上嘉鉄 K ＾いー, はてーかちぇー わんぬ ＾いか.
03 4中里 M ＾いん, はてーがちぇー わか゜ ＾いちゅんか゜.
03 4中里 K ＾いん, はてーがちぇー わか゜ ＾いちゅい.
03 4中里 O ＾うん はてーがちぇー わんか゜ ＾いちゅい.
03 5荒木 M ＾いん, はてーちえー わか゜ ＾いちゅい.
03 5荒木 O ＾うん, はてーかぬぇー わか゜ ＾いつんどー.
04 0共通語 おれの　鍬は　どこに　ある。
04 1小野津 M わー ＾くぅぇーや じゃーに ＾あい.
04 1小野津 K わんぬ ふぇーや じゃーに ＾あっか.
04 2志戸桶 M わー くぅぇーや {じゃーに ＾あっか(B)/じゃーかいな(A)}. 『くぅぇー』は音がややあいまい。
04 2志戸桶 O {わー (っ)くぅぇーや(C)//わんぬ くぅぇーや(D)} じゃーに ＾あい.
04 3上嘉鉄 M {わぬん/わんぬ} ＾けーや じゃーに {＾ありよ/＾あんどー}.
04 3上嘉鉄 K わー けーや じゃーに ＾あり よっ. 文末に呼気の急激な停止(声門閉鎖)が聞こえる。
04 4中里 M わー ＾けーや {じゃーに {ああよー/あっか}/じゃーにどぅ ある}. 『じゃーにどぅ あいよーも』OK
04 4中里 K わー けーや じゃーにどぅ ＾ある.
04 4中里 O わんぬ ＾けーや じゃーねぃ {＾あっす よー/＾あっかあ}.
04 5荒木 M わー ＾くぅぇーや じゃーに {あいん/あい}.
04 5荒木 O わー ＾くぅぇーや {じゃーに ＾ああん/じゃーにどぅ ＾あー}.
05 0共通語 この　鎌は　太郎のか。
05 1小野津 M ふぬ かまー たろーぬ むんな.
05 1小野津 K ほぅん ふぇーや たるーぬ むんか. 『ふぇー』は「鍬」
05 2志戸桶 M ＾うん はまー たろーぬ はまかやー.
05 2志戸桶 O {ほぅん(C)/＾うん(D)} はまー たろーぬ むんかや(ー).
05 3上嘉鉄 M ふん はまー たろーぬ むん{な/か}.
05 3上嘉鉄 K ＾うん かまー たろーぬ むんなっ. 文末に呼気の急激な停止(声門閉鎖)が聞こえる。
05 4中里 M ＾うん はまー {たろーぬ {な/か}/たろーすな/たろーぬ むんな}. 話者Ｂは『でぃるか゜』がとも。
05 4中里 K ＾うん はまー たろーぬ むん{な(ー)/か(ー)}.
05 4中里 O ＾うん はまー たろーぬ むん な.
05 5荒木 M ＾うん はまー たろーぬ むんな.
05 5荒木 O ＾うん はまー たろー むんな.
06 0共通語 どれが　おまえの　笠だ
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文法
番号 地域 班 共通語文 備考
06 1小野津 M じゅりか゜ だー(ぬ) はさよ.
06 1小野津 K ずりか゜ だー はさ どー.
06 2志戸桶 M でぃるか゜ だー はさよー.
06 2志戸桶 O でぃるか゜ {だー(C)//だーぬ(D)} かさか. 『かさ』は『はさ』とも。
06 3上嘉鉄 M でぃるおー だー {むんぬ はしゃな/むのー はしゃ}. 『でぃるおー』は「どれは」か？
06 3上嘉鉄 K どぅんか゜ だー はさ よ.
06 4中里 M でぃんか゜ だー はさよー.
※「~の(もの)か」
『だーすな』「君のか」
『＾たーすな』「だれのか」
06 4中里 K でぃんが だー はさ よ. 『が』は『か゜』か。
06 4中里 O どぅりか゜ だー はさ よー.
06 5荒木 M でぃるか゜ だー {かさ/はさ}.
『かさ=傘，笠』／『はさ=笠のみ』で
意味が異なる。／<例> はさ はん
び「笠(帽子)かぶれ｣
06 5荒木 O でぃんか゜ だー はさ よー.
07 0共通語 その　笠が　おれのだ。
07 1小野津 M ふぬ はさか゜ わー むんじゃ.
07 1小野津 K ほぅん はさか゜ わー むん.
07 2志戸桶 M ＾うん はさか゜ わー {むぬ/むん}. 『＾うりか゜ わー はさ.』「それが私の笠だ」という言い方も
07 2志戸桶 O ほぅん {はさ(C)//かさ(D)}か゜ わーむんじゃ.
07 3上嘉鉄 M ふん {はしゃー/はさー} わー むんどー. 共通語文には非対応「そのかさは～」
07 3上嘉鉄 K ＾うん はさが わー むん.
07 4中里 M ＾うん はさか゜ わー むんじゃ.
07 4中里 K ＾うん はさか゜ わー むん どー.
07 4中里 O ＾うん はさか゜ わー むん どー.
07 5荒木 M ＾うん かさー わー むんどー. 『かさー』「かさは」
07 5荒木 O ＾うん はさか゜ わー むん どー.
08 0共通語 この　ふろしきは　おまえのか。
08 1小野津 M ふぬ ふるしけー だー むんな.
08 1小野津 K ほぅん ほぅるしけー だー むんか.
08 2志戸桶 M ＾うん ふるしけー だー むんな.
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08 2志戸桶 O ほぅん ほぅるしけー だー むん{か(C)//な(D)}.
08 3上嘉鉄 M ふん ふるしけー だー むんな.
08 3上嘉鉄 K ＾うん ＾うすっき(ー)や だー むんな.
08 4中里 M ＾うん {ふるしけー/＾うちゅっきーや} だー むんな.
08 4中里 K ＾うん ほぅるしけー だー むん な.
08 4中里 O ＾うん ほぅるしけー だー むん な.
08 5荒木 M ＾うん {ふるしけー/＾うつっきーや} だー むんな.
08 5荒木 O ＾うん ＾うつっきーや だー むんな.
09 0共通語 それは　おとうとの　かもしれない。
09 1小野津 M ＾うれー ＾うっとぅーぬ むんか わからんどー.
09 1小野津 K ほぅれー ＾うっとぅーぬ むんかむ しりらー.
09 2志戸桶 M ＾うれー ＾うっとぅん むんかむ わからん.
09 2志戸桶 O ＾うれー ＾うっとぅーの かむ {しれらー/しりらー}(C)//＾うれー ＾うっとぅーぬ むんかも わからー(D)}.
09 3上嘉鉄 M ふれー ＾うっとぅぬ むんかむ わからんどー.
09 3上嘉鉄 K ＾うれー ＾うっとぅぬ むんかむ しりらー.
09 4中里 M ＾うれー ＾うっとぅーぬ (むん)かむ {しりらー(A)//わからーやー(B)}.
09 4中里 K ＾うれー ＾うっとぅーぬ かむ わからー.
09 4中里 O ＾うれー ＾うっとぅーぬ むんかむ わからー.
09 5荒木 M ＾うれー ＾うっとぅーぬ むんかむ {わからん/しりらん/しりらー}.
『＾うっとぅー』は目下の意なので『＾
うとぅーとぅ』のがベターとのこと
09 5荒木 O ＾うん ＾うつっきーや わー ＾うっとぅぬ むんじゃ. 共通語の文と対応していないかもしれない。
10 0共通語 沖縄には　船で　行くより　飛行機で　行った　ほうが　いい。
10 1小野津 M ＾おきなわに ふねぃじ ＾いきゅゆっか ひこーきじ ＾いじゃん ほーか゜ ゆたさんどー.
10 1小野津 K ＾うきなーかえー ほぅねぃじ ＾いきゅあゆっか ひこーきじ ＾いじゃん ほーか゜ ゆたさい.
10 2志戸桶 M {＾おきなわ/なふぁ}にえ ふねぃじ ＾いきゅん ゆっかむ ひこーきじ ＾いじゃん ほーか゜ ゆたさあやー.
10 2志戸桶 O
＾うきなわねー ふねぃじ ＾いきゅんより ひこーきで ＾いじゃん 
ほーか゜ ゆたさい.(C)//＾うきなわかえー{ねー/かえー} ふねぃじ 
＾いきゅんゆり ひこーきじ ＾いじゃん ほーか゜ ゆたさい.(D)
10 3上嘉鉄 M ＾おきなわにえ ふねぃえー ＾いきゅんゆり ひこーきえー ＾
いじゃん ほーか゜ ゆたさんどー.
10 3上嘉鉄 K ＾おきなわかちぇー ほぅにじ ＾いちゅっかむ ひこーきじ ＾いじゃん ほーぬ ゆたさり.
10 4中里 M
＾おきなーがちぇー ふねぃじ {＾いちゅっかむ(A)//＾いちゅ
んゆりむ(B)} ひこーきじ ＾いじゃん ほーか゜ ゆたさあ
(やー).
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10 4中里 K ＾おきなー{ぬぇー/がち} ほぅにじ ＾いちゅっかむ ひこーきじ ＾いじゃん ほーか゜ ゆた(s)さい.
10 4中里 O ＾おきなーがちぇー {ほぅねぃ/ほぅみ}じ ＾いちゅっかむ ひこーきじ ＾いじゃん ほーか゜ ゆたさり.
10 5荒木 M ＾おきなわにえー ふねぃじ {＾いちゅんゆり/＾いちゅんゆっか} ひこーきじ ＾いじゃん ほーか゜ ゆたさ{ん/あ}.
『ゆたさあ』の語末のあに鼻音
化が聞こえる。
10 5荒木 O ＾おきなー かぬぇー ほぅねぃじ ＾いじゃん ゆりむ ひこーきじ ＾いじゃんほーか゜ ゆたさん どー.
11 0共通語 飛行機は　一日に　一回しか　ない。
11 1小野津 M ひこーけー ふぃっちーに ＾いっかあしか ねんどー.
11 1小野津 K ひこーけー ＾いちんちに ＾いっかあしか ねー.
11 2志戸桶 M ひこーきえー ふぃっちーに ＾いっかあしか ねんどー.
11 2志戸桶 O ひこーけー ぴっちーねぃ ＾いっかあしか ねーらー.
11 3上嘉鉄 M ひこーきえー ひっちーえー ＾いっかあしか ねーらん(どー).
11 3上嘉鉄 K ひこーけー ひっちーえん ＾いっかあしか ＾うらん.
11 4中里 M ひこーきえー ＾いちにちに ＾いっかあしか ねん. 話者Ｂは『ねん』ではなく『うらん』とも。
11 4中里 K ひこーけー ひっちーに ＾いっかあしか ねー.
11 4中里 O ひこーけー ひっちーねぃ ＾いっかあしか ねん どー.
11 5荒木 M ひこーきえー ひっちーに {＾いっかあどぅ ＾あん/＾いっかあしか ねん}.
11 5荒木 O ひこーきや ひっちーに ＾いっかあしか {ねーらん/とぅばん}どー. 『とぅばん』「飛ばない」
12 0共通語 空港なら　こっちの　道を　行きなさい。
12 1小野津 M くーこー ＾ありば ふまぬ {みち ＾いきよー/みちおば ＾いじ たぼーり}. 『＾いじ たぼーり』は敬語。
12 1小野津 K ひこーじょーから ＾ありば ほぅまん みちよーば ＾いくぃ よー.
12 2志戸桶 M ひこーじょーかえー {＾うん/＾うま} みち(ば) {＾いき/＾いきば ゆたさん}.
「飛行場へは」となっている。『＾
いきば ゆたさん』「行けば良
い」はやや丁寧な表現。話者A
は『＾いきば』が『＾いくぃば』のよ
うに聞こえる。
12 2志戸桶 O ひこーじょーあいてー {ほぅまぬ みちお {＾いくぃ/＾いけ}(C)//{ほぅんみち(ば) ＾いき(D)}.
12 3上嘉鉄 M
{ひこーじょーやりば/ひこーじょーがち なりば} {ふん/＾う
ん} みちぬ {＾いじゃんほーか゜ ゆたさんどー/＾いきんどー
て ゆたさんどー}.
12 3上嘉鉄 K ひこーじょーかちぇー ＾うん みち とぅーれーき (よー).
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12 4中里 M くーこー{がちぇー/なりば} ＾うまーぬ みち(おーば) ＾いきよー.
『くーこーがちぇー』「空港へ
は」。話者Bは 『(みち)おーば』
をつけることが多い。
12 4中里 K ひこーじょー なりば ＾うん みちよーば ＾いき よー.
12 4中里 O くーこーがちぇー ＾うまぬ みち{よーば/お} {＾いきー/＾いき んそーり}.
12 5荒木 M くーこー なりば {＾うん/ふん} みち ＾いきよー. 『＾いちんそーり』「お行きなさい」<丁寧形>
12 5荒木 O くーこーかぬぇ ＾うん みち ＾いきよー. 「空港へはその道を行け」となっている。
13 0共通語 道の　まんなかを　あるいては　いけない。
13 1小野津 M みちぬ まんなー{ゆば/おば} ＾あっくぃば ＾いかんどー. 『ゆば~よば』でゆれてる？
13 1小野津 K みちぬ まんなーよーば ＾あっちぇー ＾いかん どー.
13 2志戸桶 M みちぬ まんなー ＾あっちぇー ＾いかんどー.
13 2志戸桶 O みちぬ まんなーば ＾あっちぇー ＾いかん.(C)
13 3上嘉鉄 M みちぬ まんなかからー ＾あっちば ＾いかんどー.
13 3上嘉鉄 K みちぬ まんなか ＾あっちば ＾いかん (どー).
13 4中里 M みちぬ まんなー(おーば) ＾あっちぇー ＾いかん(どー).
13 4中里 K みちん まんなー ＾あっちぇー ＾いかん どー.
13 4中里 O みちぬ まんなー{よーば/うぉ} ＾あっきばー ＾いかん (どー).
13 5荒木 M みちぬ まんなー(おば) ＾あっちぇー ＾いかん.
13 5荒木 O みちぬ まんなー ＾あっきば ＾いかん どー.
14 0共通語 道が　広いなあ。
14 1小野津 M {みちか゜ ひるさあやー/みちぬ ＾うびさやー}. 『＾うびさ』は「大きい」の感嘆形。
14 1小野津 K みちぬ  ひゅーさーぬーっか.
14 2志戸桶 M みちぬ {ふぃ/ぴ}るさやー.
14 2志戸桶 O みちか゜ ぴるさやー.
14 3上嘉鉄 M みちぬ ひるさやー.
14 3上嘉鉄 K みちぬ ひるさりやー.
14 4中里 M みちか゜ ひるさあやー.
話者Bは『みちか゜ ひるさやー』
で出た。(※感嘆形なのに主語
がヌ格になっていない)。
14 4中里 K みちか゜ ひるさ やー.
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14 4中里 O みちぬ ひるさ やー.
14 5荒木 M みちか゜ ひるさあやー./みちぬ ひるさやー. 『ひるさあ』の語末の『あ』に鼻音化が聞こえる。
14 5荒木 O ＾うん みち ひるかむやー. 直訳は「その道広いなあ」。
15 0共通語 あ、雨が　ふってきた。
15 1小野津 M ＾あ, ＾あむぅぃ{か゜/ぬ} ふてぃっちゃ.
『＾あむぅぃぬ』のほうがよい(話
者への質問により。ただし『＾あ
むぅぃか゜』が先に出た)。
15 1小野津 K ＾あー, ＾あむぅぃか゜ ふてぃっち.
15 2志戸桶 M ＾あり, ＾あむぅぃか゜ {ふてぃっちゃん/ふてぃっち}. 話者Bは『＾あむぅぃ』を『＾あみ』と発音。
15 2志戸桶 O {＾あげ/＾ああや/＾あり} ＾あむぅぃか゜ ほぅてぃっちゃ.
15 3上嘉鉄 M なま, ＾あみぬ {ふれんちー/ふれんちゃん}. 『なま』「今、現在」
15 3上嘉鉄 K {＾あ/ほーほー} ＾あみぬ ふれんちー. 『＾あみ』は『＾あむぅぃ』にも聞こえる。
15 4中里 M {＾あっけー/はげー}, ＾あみか゜ ふてぃっちー.
15 4中里 K ＾あ, ＾あみか゜ ふてぃっちー.
15 4中里 O ＾うぎー ＾あたーだねぃ ＾あみか゜ {ほぅてぃっちゃん どー/ほぅてぃっちゃー}.
『＾あたーだねぃ』の意味は「突
然・急に」
15 5荒木 M ＾あげー ＾あみか゜ ふてぃっちー.
15 5荒木 O {はぎー/はき゜ー} ＾あみか゜ {ほぅてぃちゃん どー/ほぅてぃ
ちー}.
16 0共通語 いとこの　布団が　やねの　上に　ほしてある。
16 1小野津 M ＾いとぅくぬ ＾うどぅか゜ やにん ういーに {ふちゃあ/ふち あい}.
16 1小野津 K ＾いとぅくぬ ＾うどぅか゜ やんぴやーに ふち ＾あい.
16 2志戸桶 M ＾いとぅくぬ ＾うどぅか゜ やんぴらーに  {ふちぇん/ふち ＾あん}.
16 2志戸桶 O ＾いとぅくぬ ＾うどぅか゜ やんぴらーぬ うぃーねぃ ほぅち ＾あい.(C)
16 3上嘉鉄 M ＾いとぅくぬ {ふとぅんぬ/＾うどぅぬ} ＾やんひらー(ぬ) {ういーに/ういーえー} ふしゃーり.
『ふとぅん』は昔は『＾うどぅ』と
言った。
16 3上嘉鉄 K ちよーや すーかむ はでぃぬ つさったん.
「今日は昨日より風が強かっ
た」となっている。『ちよー』は
『じよー』にも聞こえる。
16 4中里 M ＾いとぅくぬ ＾うどぅか゜ ＾やんひらーに {ふち ＾あい/ふちゃい}.
16 4中里 K ちにゅーや すーっかむ はでぃか゜ ちゅさってぃ.
16 4中里 O ＾いとこぬ ほぅとぅんか゜ やにぬ いーねぃ ほぅちゃん どー.
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16 5荒木 M ＾いとぅくぬ ＾うどぅ やんひらーに ふち ＾あい. 『＾あい』の語末の『い』は鼻音化。
16 5荒木 O ＾いとぅくぬ ほぅとぅん やにぬ うぃーねぃ ほぅちゃんどー.
17 0共通語 きのうは　今日より　風が　強かった。
17 1小野津 M きにゅーや きゅーゆっか はじか゜ つさたやー.
17 1小野津 K きにゅーや きゅーゆっか はじか゜ つさてぃ やー.
17 2志戸桶 M
きにゅーや きゅーゆっか(む) はじか゜ {つさなてぃっちゃん
/
つさなてぃっちやー/つくなてぃ}.
述語は「強くなる」に対応。
『たっちっちやー』『たっていた』
とも。『つくなてぃ』は共通語に
引きずられた可能性あり。
17 2志戸桶 O
きにゅーや {{きゅーゆり/きゅーゆっかむ}(C)//きゅーいっ
かむ(D)} 
はじか゜ つさた.
17 3上嘉鉄 M きゆー しゅーゆり はでぃぬ {＾つさり/＾つさたんどー}.
17 3上嘉鉄 K ちよーや すーかむ はでぃぬ つさったん.
「今日は昨日より風が強かっ
た」となっている。『ちよー』は
『じよー』にも聞こえる。
17 4中里 M ちにゅーや すーっかむ はでぃか゜ {ちゅさ＾た(やー)/ちゅさたん}.
17 4中里 K ちにゅーや すーっかむ はでぃか゜ ちゅさってぃ.
17 4中里 O ちぬーや すっかむ はでぃか゜ ちゅさたん どー ※話者Dによる用例。
17 5荒木 M ちにゅーや すーゆりむ はじか゜ ＾つさてぃ.
17 5荒木 O ちぬーや {すーかむ/すーゆりむ} はじか゜ つーさたん どー
18 0共通語 真っ白な　鳥が　空を　飛んでいる。
18 1小野津 M まっしるすん とぅいか゜, {すら/てぃん}よば とぅどぅい.
18 1小野津 K まっしる っすん とぅいか゜ てぃんとーよーば とぅどぅい.
18 2志戸桶 M しる とぅいか゜ てぃん とぅでぃ ういやー. 『とぅいか゜』の『い』は鼻母音化。
18 2志戸桶 O {まっしるー/しるー} とぅい(ー)か゜ てぃんとーば とぅどぅい.
18 3上嘉鉄 M しるどぅりぬ てぃんとー(おば) {とぅぼーり/とぅぼーんどー}.
18 3上嘉鉄 K しる とぅりーが てぃんとーおば とぅぶん.
18 4中里 M {しるどぅりーか゜/まっしるー とぅいか゜} てぃんとー(おば) {とぅどぅいやー/とぅどぅそーやー}.
18 4中里 K まっしるー とぅいか゜ そらよーば とぅどぅい.
18 4中里 O まっしろな とぅいか゜ てぃんとーねぃ とぅどぅい.
18 5荒木 M {しるさん ＾とぅりか゜/しるどぅりか゜} てぃんとー とぅどぅい. 『とぅどぅい』の語末の『い』は鼻音化。
18 5荒木 O {しる/まっしるぬ} とぅりか゜ てぃんとー {とぅどぅい゜/とぅどぅん どー}. 『い゜』は鼻にかけた『い』の音
19 0共通語 あの　山には　いのししが　いるそうだ。
69
文法
番号 地域 班 共通語文 備考
19 1小野津 M ＾あん やまにえー ＾いのししか゜ ＾うんてぃーどー.
19 1小野津 K ＾あん やまぬぇー ＾いのししか゜ うんてぃーが.
19 2志戸桶 M ＾あん やまにえー ＾いぬししか゜ うんてぃー{どー/か゜}.
19 2志戸桶 O ＾あん やまぬぇー ＾いのししか゜ うんてぃーどー.(C)
19 3上嘉鉄 M ＾あん {やまー/やまえー} ＾いぬししぬ ＾うっかむ わからんどーてー.
『たろーから きーちゃんむん
じゃか゜』「太郎から聞いたこと
だけど」を前に付けて言っても
らった。
19 3上嘉鉄 K ＾あん やまいぇのー  ＾いのししぬ ＾うんべーじゃ.
19 4中里 M ＾あん やまにえー いぬししか゜ ＾うん ねっすいやー. 昔は「いのしし」は『ししり』と言った。
19 4中里 K ＾あん やまぬぇー ＾いぬししか゜ ＾うん {なっすい/ねっすい}.
19 4中里 O ＾あん やまぬぇー  ＾いのししか゜ ＾うんべー(じゃ).(C)//＾うん やまぬぇー  ＾いぬししか゜ ＾うん  ＾あんべーじゃ.(D)
19 5荒木 M ＾あん やまにえー ＾いぬししか゜ ＾うんてぃーさ.
19 5荒木 O ＾あん やまぬぇー  {＾いのしし/しし}か゜ ＾うんべー どー.
20 0共通語 あれは　学校だ。　役場では　ない。
20 1小野津 M ＾あれー がっこーじゃ. やくばー あらん.
20 1小野津 K ＾あれー がっこーじゃ. やくばー あらー.
20 2志戸桶 M ＾あれー がっこー じ, やくばー あらんどー. 役場は昔『かいや』とも言った。
20 2志戸桶 O ＾あれー がっこーじゃ, やくばー あらん.(C)
20 3上嘉鉄 M ＾あれー がっこどー, やくばー ＾あらんどー.
20 3上嘉鉄 K ＾あれー がっこーじゃ, やくばー ＾あらん.
20 4中里 M ＾あれー がっこーどー, やくばー ＾あらんどー.
20 4中里 K ＾あれー がっこー どー, やくばー ＾あらん どー.
20 4中里 O ＾あれー がっこー どー, やくばー ＾あらん どー.
20 5荒木 M ＾あれー がっこーどー, やくばー ＾あらんどー.
20 5荒木 O ＾あれー がっこー どー, やくば ＾あらん どー.
21 0共通語 あれが　役場だ。
21 1小野津 M ＾ありか゜ やくばじゃ.
21 1小野津 K ＾ありか゜ やくば どー.
21 2志戸桶 M ＾ありか゜ やくばどー.
21 2志戸桶 O ＾ありか゜ やくばじゃ. (C)// ＾ありどぅ やくば でーる.(D)
21 3上嘉鉄 M ＾あんか゜ やくばどー.
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21 3上嘉鉄 K ＾あんか゜ やくばじゃ.
21 4中里 M {＾あんか゜/＾ありか゜} やくばどー.
21 4中里 K ＾ありか゜ やくば どー.
21 4中里 O ＾ありか゜ やくば どー.
21 5荒木 M ＾あんか゜ やくばどー.
21 5荒木 O ＾ありか゜ やくば どー.
22 0共通語 あの　目の　おおきい、　色の　白い　男は　だれだろう。
22 1小野津 M ＾あぬ むぅぃーぬ ＾うびさぬ ＾いるぬ しるさぬ いぃんか゜ー たるかやー.
22 1小野津 K
＾あん むぅぃーぬ ＾うふぃさぬ, ＾いるぬ しゆさぬ いぃん
がー 
たるかやー.
22 2志戸桶 M ＾あん むぅぃーぬ {＾うびさぬ/＾うびさー} ＾いるぬ しるさん いぃんか゜ーたるかやー.
22 2志戸桶 O
{＾あん/＾あぬ} むぅぃーぬ ＾うぶぃさぬ ＾いるぬ しるさぬ 
いぃんがわ たるかい.(C)//＾あぬ むぅぃーぬ ＾うぶぃさん ＾
いるぬ しるさん いぃんか゜ー たるかい.(D)
22 3上嘉鉄 M
＾あん みーぬ まいしゃ ＾いるぬ しる{しゃー~さー} いぃん
か゜ー 
たるかやー.
22 3上嘉鉄 K ＾あん みーぬ まいさん, ＾いるぬ しるさん いぃんか゜ー たるかやー.
22 4中里 M ＾あん みーぬ ＾うびさん, ＾いるぬ しるさん いぃんか゜ー {＾たるかい(A)/＾たるかやー}.
22 4中里 K ＾あん みーぬ ＾うびさん, ＾いるぬ しるさん いぃんか゜ー た
るかい.
22 4中里 O
＾あん みーぬ ＾うびさん ＾いるぬ しるさん ＾いんか゜や た
る
{よ/かい}.
22 5荒木 M ＾あん みーぬ うふさん いるぬ しるさん いぃんか゜ー たるかい.
22 5荒木 O {＾あぬ/＾あん} みーぬ {＾うーどー/＾うびさん} ＾いるぬ しるさん いぃんか゜ー たるかい.
23 0共通語 孫が　去年から　東京に　いる。
23 1小野津 M まごーか゜ ふずから とーきょーに ＾うん.
23 1小野津 K まごーか゜ ほぅずから とーきょーに うい.
23 2志戸桶 M まぐーや ふずから とーきょーに うい. 話者Bは『うい』ではなく『うん』を使用。
23 2志戸桶 O {まぐー/まごー}か゜ ほぅずから とーきょーねぃ ＾うい.(C)
23 3上嘉鉄 M まごー ふどぅから とーきょー{いぇー/に} うんどー.
23 3上嘉鉄 K まごーぬ ＾うどぅから とーきょーいぇん ＾うん.
71
文法
番号 地域 班 共通語文 備考
23 4中里 M まか゜ーか゜ ふどぅから とーきょーに {＾うん(どー)/＾うい}. 今は『まか゜ー』よりも『まがー』と言う場合が多い。
23 4中里 K まごーか゜ ほぅどぅから とーきょーに ＾うい.
23 4中里 O まごーか゜ ほぅどぅから とーきょーねぃ ＾うい.
23 5荒木 M まこ゜ーか゜ ふずから とーきょーに うい.
23 5荒木 O {まこ゜ーか゜/わー まか゜ーや} ほぅずから とーきょーに ＾うん どー.
24 0共通語 孫は　いつ　東京から　帰るか。
24 1小野津 M まごーや ＾いつ とーきょーから むどぅゆっか.
24 1小野津 K まごーや ＾いつ とーきょーから むどぅゆっか.
24 2志戸桶 M (わんなー) まぐーや ＾いつ とーきょーから {むどぅゆっか /むどぅ＾てぃ きゅっか}.
『むどぅてぃ きゅっか』「戻ってく
るか」
24 2志戸桶 O まごー{か゜/や} ＾いつ とーきょーから きゅっか.
24 3上嘉鉄 M まごー ＾いとぅー とーきょーから むどぅれん {しっか/しんしよー}.
24 3上嘉鉄 K まごー ＾いとぅ とーきょーから むどぅりっか.
24 4中里 M まか゜ーや いとぅ とーきょーから {むどぅゆっか/むどぅゆすよー}.
24 4中里 K まごーや ＾い＾とぅ とーきょーから むどぅゆっか.
24 4中里 O まごーや ＾いとぅー とーきょーから {むどぅゆっか/むどぅゆすか}.
24 5荒木 M まこ゜ーや ＾いつ とーきょーから むどぅゆすよー.
24 5荒木 O まこ゜ーや ＾いつ とーきょーから しまかに むどぅるすよー. 『しまかに』「島に」
25 0共通語 八月には　帰って　くる　ようだ。
25 1小野津 M はちがつにえー むどぅって きゅんちゃぐぃさん(か゜).
25 1小野津 K はちか゜つぬぇー むどぅてぃ きゅん さくじゃが.
25 2志戸桶 M はちがつにえー むどぅ＾てぃ きゅん {ねっすい/ねっすん}.
25 2志戸桶 O ぱちがつぬぇー むどぅてぃ きゅんじゃら.
25 3上嘉鉄 M はちがつにえー むどぅれん しっかむ わからんどーてー.
25 3上嘉鉄 K はちがとー むどぅれん しんべーじゃ.
25 4中里 M はちがつにえー むどぅてぃ すん ねっすいやー.
25 4中里 K はちがつぬぇー むどぅてぃ すん ねっすい.
25 4中里 O はちがつぬぇー むどぅゆん ねっすい.
25 5荒木 M はちがつにえ むどぅてぃ すんてぃーどー.
『むどぅてぃ すんべーじゃ』だと
他人のことを言っているように
なる。
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25 5荒木 O はちか゜つぬぇー むどぅてぃ {すん/すんべー} どー. 『すん』「(戻って)くる」､『すんべー』「(戻って)くるようだ」
26 0共通語 かあさんは　あした　東京へ　むすこに　会いに　いく。
26 1小野津 M ＾おっかーや ＾あちゃ とーきょーかい  むすこに ＾おーんにゃ ＾いきゅんち.
26 1小野津 K ＾おっかーや ＾あちゃ とーきょーかい ＾くゎに ＾おんにゃ ＾いき どー.
26 2志戸桶 M ＾おっかのー ＾あちゃー とーきょーかい {＾か/いぃんか゜ん＾か}に ＾おーんや ＾いきゅん. 『＾か』＝「子」
26 2志戸桶 O {ばーや(C)//＾おっかのー(D) ＾あちゃ とーきょーかい いぃんか゜＾かねぃ ＾あい ＾おんにゃ ＾いきゅい.
26 3上嘉鉄 M ＾あんまーや ＾あちゃ とーきょーかち いぃんか゜ん＾かんなり ＾おーいや ＾い{ち/き}んどー.
『＾おっかん』は妻の意味にな
る。
26 3上嘉鉄 K ＾おっかのー ＾あちゃ とーきょーかち {＾かとぅ/＾かぬ なり} ＾おーや ＾いち(ん).
26 4中里 M
＾あんまーや ＾あちゃー とーきょーがち ＾かんちゃー ＾
おーいんや 
＾いちゅん(どー).
26 4中里 K ＾おっかのー ＾あちゃ とーきょーがち ＾かに ＾おーいんにゃ ＾いちゅい.
26 4中里 O ＾おっかのー ＾あちゃ とーきょーねぃ ＾かねぃ ＾おーいんにゃ ＾いちゅい.
26 5荒木 M ＾あんまーや ＾あちゃ とーきょー ＾かに いんか゜ん＾くゎに ＾おーいんや ＾いちゅい.
26 5荒木 O ＾おっかんのー ＾あちゃ とーきょーかに  いぃんか゜んくゎに ＾あーいーにゃ ＾いつん どー.
27 0共通語 大阪から　東京までの　汽車賃は　いくらだろうか。
27 1小野津 M ＾おーさかから とーきょーがりぬ きしゃちのー きゃんさかやー.
27 1小野津 K ＾おーさかから とーきょーまでぃぬ きしゃちのー きゃんさかやー.
27 2志戸桶 M ＾おーさかから とーきょーまでぃぬ きしゃちのー ＾ちゃんさかやー.
27 2志戸桶 O ＾おーさかから とーきょーまでぃぬ きしゃちのー {ちゃんさ/いくら} かーゆっかやー.
『{ちゃんさ/いくら} かーゆっか
やー』＝「いくらかかるか」
27 3上嘉鉄 M ＾おーさかから とーきょーまでー ＾きしゃちのー {しゃんしゃ かーりっか/しゃんしゃかいー}.
『とーきょーまでー』＝「東京ま
では」
27 3上嘉鉄 K ＾おーさかから とーきょーまでぃぬ きさちのー さんさかやー.
27 4中里 M ＾おーさかから とーきょーまでぃぬ きしゃちのー さんさべーりかい(やー).
『さんさべーり かーゆっかい』と
いう言い方を上の世代が使っ
ていた。
27 4中里 K ＾おーさかから とーきょーまでぃぬ きしゃちのー さんさかい.
27 4中里 O ＾おーさかから とーきょーまでぃぬ きしゃちのー さんさかい. 話者Dは『きしゃちんや』とも。
27 5荒木 M ＾おーさかから とーきょーまでぃぬ きしゃちんのー さんさ ばっかい {かい/かーるっかい}.
『かーるっかい』＝「かかるだろ
うか」
27 5荒木 O ＾おーさかから とーきょーまでぃぬ きしゃちんのー さんさぐらいかい.
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28 0共通語 四時まで　駅で　まっておれ。
28 1小野津 M よじ{までー/がり} ＾えきじ まっちゅり. 『までー』＝「までは」
28 1小野津 K よじまでぃ いぇきじ まっちゅり よー.
28 2志戸桶 M よじまでー いぇきじ まっちゅり.
28 2志戸桶 O よじまで いぇきじ まっちゅり.
28 3上嘉鉄 M よじまでー いぇきえー まちょーりよー.
28 3上嘉鉄 K よじまでぃ いぇき{いぇ/じぇん} まちょーり よー.
28 4中里 M よじまでぃ いぇきじ まっちゅりよー.
28 4中里 K よじまでぃ いぇきじ まっちゅり.
28 4中里 O よじまでぃ いぇきじ まっちゅり.
28 5荒木 M よじまでぃ いぇきじ まっちゅり(よ)ー.
28 5荒木 O よじまでぃ いぇきじ まっちゅりよー.
29 0共通語 五時までに　帰らなくては　ならない。
29 1小野津 M ごじがりに むどぅらんば ならんむん.
29 1小野津 K ごじまでぃに むどぅらんば ならー.
29 2志戸桶 M ごじまでぃにえー むどぅらんば ならん. 『ごじまでぃにえー』＝「5時までには」
29 2志戸桶 O ごじまでぃねぃ むどぅらんば {ならー/ならん}.
29 3上嘉鉄 M ごじまでぃにー むどぅらんば ならんどー.
29 3上嘉鉄 K ごじまでぃ むどぅらんば ならん.
29 4中里 M ごじまでぃにえー むどぅらんばー ならんどー. 『ごじまでぃにえー』＝「5時までには」
29 4中里 K ごじまでぃに むどぅらんば ならー.
29 4中里 O ごじまでねぃ むどぅらんば {ならん/ならー}.
29 5荒木 M ごじまでぃに むどぅらんば ならんどー.
29 5荒木 O ごじまでぃに やーかに むどぅらんばー ならん どー.
30 0共通語 次郎、　この　荷物を　家まで　かついで　行ってくれ。
30 1小野津 M じろー, くん ねぃむつおば はっくぃてぃ やーがり ＾いじ くりり.
30 1小野津 K じろー, ほぅん にむつよーば やーがでぃ はたみてぃ ＾いじ 
くり.
30 2志戸桶 M じろー, ＾うん にむつおー やーまでぃ はたむぅぃてぃ ＾いじ くり.
30 2志戸桶 O じろー ほぅん {ねぃもつぉー/ねぃもつば} やーまでぃ {はたむぅぃてぃ(C)//はたみてぃ(D)} ＾いじ くり.
30 3上嘉鉄 M じろー ふん にむとぅおー やーまでぃ はたみえー {＾いじぇー くり/むちぇーじぇん くり}.
『むちぇーじぇん くり』＝「持って
行ってくれ」
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30 3上嘉鉄 K じろ, ＾うん にもとー やーまでぃ はんにいぇん いじぇんくり.
30 4中里 M じろー, ＾うん {にむとぅおー(ば)/にー} やーまでぃ はたみてぃ ＾いじ くり.
30 4中里 K じろー, ＾うん にむつ よーば やーまでぃ はたみてぃ ＾いじ
くり.
30 4中里 O じろー, ＾うん ねぃむつよーば やーまでぃ はたみてぃ いじ くり(ー).
30 5荒木 M じろー, ＾うん にむつお やーまでぃ はたみてぃ {＾いじ くりり/むち ＾いじ くりり}.
『むち ＾いじ くりり』＝「持って
行ってくれ」
30 5荒木 O じろー, ＾うん にもつお やーまでぃ はたみてぃ ＾いじ くり.
31 0共通語 荷物が　重かったので、　二人で　もった。
31 1小野津 M にもつか゜ ＾うぶっさたんなてぃ, ＾たいじ むっちゃんどー.
31 1小野津 K にむつか゜ ＾うぶっさたん なてぃ ＾たいじ むっち.
31 2志戸桶 M にーか゜ {＾うぶっさてぃー/＾うぶっさたんなてぃ} ＾たいじ {むっちゃん(どー)/むっち}.
31 2志戸桶 O ねぃもつか゜ ＾うぶさたたんなてぃ ＾たいじ {むっちゃん/むっちゃー}.
31 3上嘉鉄 M にむとぅぬ ＾うぶっさ むんなれー ＾たりえー むちぇーじゃん(どー).
31 3上嘉鉄 K にもつぬ {＾うぶっされん/＾うぶさったん むねん} ＾たりせん むっちゃん.
31 4中里 M にーか゜ ＾うぶっさたんから ＾たいじ むっちゃんどー. 『＾うぶっさたんなてぃ』とは言わない。
31 4中里 K にむつか゜ ＾うぶっさ＾たん {がーに/がら} ＾たい(じ) むっち.
31 4中里 O ねぃもつか゜ ＾うぶさたんか゜ら ＾たーいじ {むっちゃん/むっちゃー/むっち}.
31 5荒木 M にーか゜ ＾うぶっさたんかんに ＾たりじ {むっち/むっちゃんどー}.
31 5荒木 O にもつか゜ ＾うぶさたんかーに ＾たりじ むっちゃん どー.
32 0共通語 この　上着は　このまえ　沖縄で　二千円で　買った。
32 1小野津 M ふん ＾うわぎえー この ＾あいだ ＾おきなーじ にせんえんじ ほーたんどー.
32 1小野津 K ほぅん ふこー ふねーだ ＾おきなーじ にせんえんじ ほーたん むん.
32 2志戸桶 M ＾うん ＾きのー ふんなけ゜ー ＾おきなわじ にせんえんじ {ほーたんどー/ほーてぃっちゃん}.
『ほーてぃっちゃん』「買ってき
た」
32 2志戸桶 O
ほぅん ＾うわげー ＾おきなわじ　ねぃせんえんじ {ほーたー
/
ほーたん}.
32 3上嘉鉄 M ふん ＾うわげー なんま ＾おきなわえー にしぇんいぇんしぇー ほーたんどー.
32 3上嘉鉄 K ＾うん ＾うわげー なんまーた ＾おきなわぜん にせんえんぜん こーたん.
32 4中里 M ＾うん うわぎえー にゃんま ＾おきなわで にせんえんで {ほーてぃ/ほーたんどー/ほーた}.
『＾おきなわで』『 にせんえん
で』は共通語形。
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32 4中里 K ＾うん ＾うわげー にゃんま ＾おきなーじ にせんえんじ ほーてぃ.
32 4中里 O ＾うん ＾うわげー にゃんま {＾おきなわ/＾おきなー}じ ねぃしぇんいぇんじ  {ほーた/ほーてぃ/ほーたん}.
32 5荒木 M ＾うん ＾うわげー ふねーだ ＾おきなわじ にしぇんえんじ 
{ほーたすどー/ほーたんどー}.
32 5荒木 O ＾うん ＾うわけ゜ー にゃんま ＾おきなーじ にしぇんえんじ {ほーたん/ほーたす} どー.
『ほーたす どー』「買ったのだ
よ」
33 0共通語 沖縄には　めずらしい　菓子が　ある。
33 1小野津 M ＾おきなーにえー むぅぃdださぬ ＾くゎしか゜ ＾あい(やー). 人に嬉しがって言うときは『＾あいやー』が適切。
33 1小野津 K ＾おきなーぬぇー みったさぬ くゎしぬ ＾あい.
33 2志戸桶 M ＾おきなわにえー むぅぃっださん くゎしか゜ ＾あんどー. 話者Bは『むぅぃdださん』を『みdださん』と発音。
33 2志戸桶 O ＾おきなわぬぇー むぅぃったさん くゎしか゜ ＾あい.
33 3上嘉鉄 M ＾おきなわいぇー みんだしゃ{ぬ/ん} ＾かしぬ (がば) ＾あんどー. 『がば』「たくさん」
33 3上嘉鉄 K ＾おきなわ{じぇのー/ぬぇ/にょー/いぇのー} {みdださん/みんださん} ＾かしぬ ＾あん.
33 4中里 M なはにえー {みんださん/みずらさん} ＾かしか゜ {＾あい/＾あんどー}.
33 4中里 K ＾おきなーぬぇー みんださん ＾かしか゜ ＾あい.
33 4中里 O ＾おきなーぬぇー みんださん かしか゜ ＾あん どー.
33 5荒木 M ＾おきなわにえ みずらさん ＾くゎしか゜ {＾あい/＾あんどー}. 『＾あい』の語末のいは鼻音化。
33 5荒木 O なはぬぇー みんださん ＾かしか゜ ＾あん どー. 『なはぬぇー』「那覇には」
34 0共通語 孫は　お菓子が　好きだ。
34 1小野津 M まごーや ＾くゎしか゜ すきどー.
34 1小野津 K まごーや くゎしか゜ すき.
34 2志戸桶 M ( まごーや くゎしか゜ {すきじゃんから/すきなてぃ}…) ※述語が共通語文と対応していない。「好きだから」
34 2志戸桶 O まごーや {くゎし/かし}か゜ すきじゃ.
34 3上嘉鉄 M まごー ＾かしぬ {だいしゅき/いっぱい しゅちん}どー. 『いっぱい しゅちん』「とても好いている」
34 3上嘉鉄 K まごー ＾かしぬ すちん どー.
34 4中里 M まか゜ーや ＾かしか゜ すちゅんどー. 「菓子を」に相当する形式は出ず。
34 4中里 K まごーや {＾かし (か゜) すき (どー)/＾かし{ぬ/か゜} {すちゅん どー/すっちゅい}.
34 4中里 O まごーやー ＾かしか゜ すき どー.
34 5荒木 M まこ゜ーや {＾くゎしか゜ すき/＾くゎし すちゅん}どー.
34 5荒木 O まか゜ーや ＾かしか゜ すき どー.
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35 0共通語 箱の　中に　まんじゅうが　いくつ　あると　おもうか。
35 1小野津 M ぱくぬ なーに まんじゅーか゜ ＾いくつ ＾あんち {＾うむゆい/＾うむい}.
35 1小野津 K はくん なーぬぇー まんじゅーか゜ ＾いくつ ＾あんち ＾うむゆい や.
35 2志戸桶 M ＾うん ふぁくぬ なーに (まんじゅーか゜) ＾いくつ ＾あんち ＾うむゆ{い/ん}.
35 2志戸桶 O はくぬ なーねぃ まんじゅーか゜ ちゃんさ {＾あんち ＾うむゆい(D)//＾あんちゅ ＾うむゆっか(C)}.
35 3上嘉鉄 M はくぬ なかえー まんじゅーぬ しゃんさ ＾あっか わからん{かー/なー}.
35 3上嘉鉄 K はこぬ なかいぇのー まんじゅーぬ {＾い＾く＾とぅ/さんさ} ＾あんてん ＾うみーりよ.
35 4中里 M はくん なーにえー まんじゅーか゜ さんさ ＾あんち ＾うむゆいよ.
35 4中里 K はくん なーに まんじゅーか゜ ＾いく＾とぅ ＾あん ちゅむゆい.
35 4中里 O はくん なーねぃ まんじゅーか゜ ＾いくとぅ ＾あんち ＾うむ
ゆっこ.
話者Dによる用例。
35 5荒木 M はくぬ {なか/なー}に まんじゅーか゜ ＾いくつ ＾あんち ＾うむいんや.
『さんさ』は「いくら」の意にな
る。
35 5荒木 O ほゎくん なかに まんじゅーか゜ ＾いくつ ＾あんち ＾うまーいんにゃ.
36 0共通語 孫は　まんじゅうを　皮だけ　食べる。
36 1小野津 M まごーや まんじゅーよば はーだき かみゅい.
36 1小野津 K まごーや まんじゅーよーば はーべー かみゅん.
36 2志戸桶 M まごーや まんじゅーば {はわ/はー}べー かみゅん.
36 2志戸桶 O まごーや まんじゅーば かわ{ぶぅぇー(C)//べー(D)} かみゅい.
36 3上嘉鉄 M まごー まんじゅー(おーば) わべーだき かみんどー.
36 3上嘉鉄 K まごー まんじゅー かわだけ かみん.
36 4中里 M まか゜ーや まんじゅーおーば はーだきどぅ かにゅい.
36 4中里 K まごーや まんじゅーぬ かわべー かにゅい.
36 4中里 O まごーや まんじゅー はーだき かにゅい. 話者Dは『かわ だき』とも。
36 5荒木 M まこ゜ーや まんじゅー かわだき かみん.
36 5荒木 O まか゜ーや まんじゅー かわだき かみん どー.
37 0共通語 じいさんは　朝から　海へ　魚を　とりに　いった。
37 1小野津 M ＾あじーや {＾あさ/＾かま}から ＾うみかい {＾いゆよば/さかなゆば} {とぅり/つり}に ＾いじゃんち(や). 『つりに』「釣りに」
37 1小野津 K ＾あじや ＾あさから ＾うみかい ＾いゆ とぅんにゃ ＾いじ.
37 1小野津 O ＾あじーや ＾かんまから ＾うみねぃ {＾いゆ/＾いゆうぉ} {とぅいに/とぅんにゃ} {＾いじ/＾いじゃんどー}.
37 1小野津 T ＾あじや ＾あさから ＾うみかい{＾いう/＾いうよーば} とぅんにゃ{＾いじ/＾いじゃん どー}.
37 2志戸桶 M ＾あじーや ＾かんまから ＾うみかい ＾いゆ とぅんや ＾いじゃん.
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37 2志戸桶 K ＾あじ(ー)や ＾あさから ＾うみかい ＾いゆ(ば) {とぅ/つ}んにゃ ＾いじゃん.
37 3上嘉鉄 M ＾あじーや ＾かんまから {＾うみかち/＾うみえー} ＾ゆーおーば とぅんや ＾いじゃんどー.
37 3上嘉鉄 K じーさのー かんまから ＾うみかち ゆ とぅんにゃ ＾いじゃん.
37 3上嘉鉄 O ＾あじーや ＾かんまから {うみかち/うみいぇー} ＾ゆー とぅんにゃ ＾いじゃ(どー).
37 4中里 M ＾あじーや ＾かまから {＾うみえー/＾うみがち} ＾いゆ とぅいんや ＾いじゃん.
37 4中里 K ＾あじーや ＾かまっから ＾うみがち ＾いゆ {とぅいんにゃ/とぅんにゃ} {＾いじゃん/＾いじ}.
37 5荒木 M ＾あじーや ＾かまから ＾うみかに ＾ゆ とぅりんや {＾いじ/＾いじゃんどー}.
37 5荒木 K ＾あじーや ＾かまっから ＾うみーかち ゆ とぅんにゃ ＾いじ.
37 5荒木 O ＾あじーや かんまから ＾うみじ ゆ {とぅんにゃ/とぅりーにゃ} ＾いじゃん どー.
38 0共通語 ここは　海に　ちかいので　魚が　うまい。
38 1小野津 M ふまー ＾うみに ちかさんなてぃ ＾いゆか゜ ＾うまさんどー.
38 1小野津 K ほぅまー ＾うみーに ちかさんなてぃ ＾いゆか゜ ＾うまさい.
38 1小野津 O ほぅまー ＾うみねぃ ちかさんなてぃ ＾いゆか゜ ＾うま{さい/さん どー}.
38 1小野津 T ふまー ＾うみに ちかさんなてぃ ＾いうか゜ {＾うまさい/ ＾うまさん どー}.
38 2志戸桶 M ＾うまー ＾うみに {ちかさんから/ちかさんなてぃ} ＾いゆか゜ ＾うまさ{い/ん}.
38 2志戸桶 K ＾うまー ＾うみに ちかさんから ＾いゆが ＾うまさん.
38 3上嘉鉄 M ＾うまーや ＾うみぬ ちかしゃんむんなれー ＾ゆーぬ ＾うま
しゃ ＾うしらん.
38 3上嘉鉄 K ＾うまーや ＾うみいぇん ちかさん むねん ゆぬ まさん.
38 3上嘉鉄 O ＾うまーや うみねぃ ちかさんなてぃ ＾ゆぬ {＾まさんどー/うまさんどー}.
38 4中里 M ＾うまーや ＾うみに ちかさん {むんじゃんからに/から} ＾いゆか゜ ＾まさい.
『(＾う)まさい』の『う』が落ちてい
る。
38 4中里 K ＾うまー ＾うみに ちかさんがら ＾いゆか゜ まさい.
38 5荒木 M ＾うまー ＾うみに ちかさんかんに ＾ゆか゜ {まさい/まさんどー}.
38 5荒木 K ＾うまーや ＾うみに ちかさんからに ゆか゜ {まさい/まさり}.
38 5荒木 O ＾うまーや ＾うみに ちかさんかーに ゆか゜ ＾まさん どー.
39 0共通語 魚より　肉の　ほうが　高い。
39 1小野津 M ＾いゆゆっか にくぬ ほーか゜ たーさんどー.
39 1小野津 K ＾いゆゆっか にくぬ ほーか゜ たーさ.
39 1小野津 T ＾いう ゆっか みーか゜ たーさい.
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39 1小野津 O ＾いゆゆっか {にく/しし}ぬ {ほー/ぽー}か゜ {たーさ/たーさい}.
39 2志戸桶 M ＾いゆ{ゆっか/ゆっかむ} にくぬ ほーか゜ たーさい.
39 2志戸桶 K ＾いゆゆっかむ にくぬ ほーが たーさ{ん/い}.
39 3上嘉鉄 M {＾ゆゆかむ/＾ゆゆりむ} にくぬ {ほーぬ/ほーか゜} たかしゃんどー.
39 3上嘉鉄 K ゆっかむ にくぬ ほーぬ たかさ{り/ん}.
39 3上嘉鉄 O ＾ゆーより ねぃくどぅ たかさ(どー).
39 4中里 M ＾いゆーっかむ ねぃくぬ ほーか゜ たーさい.
39 4中里 K ＾いゆっかむ にくぬ ほーか゜ たーさ.
39 5荒木 M ＾ゆかむ にくぬ ほーか゜ {たーさい/たーさんどー}.
39 5荒木 K ゆかむ にくぬ ほーか゜ たーさい.
39 5荒木 O ゆよれー ししぬ ほーか゜ たーさん どー.
40 0共通語 おれは　蛸の　さしみが　食べたい。
40 1小野津 M わのー とーぬ さしみか゜ かんぶさ(やー).
40 1小野津 K わのー とーぬ さしみか゜ かんぶさい.
40 1小野津 T わのー とーぬ さしみか゜ {かんぶさ/かんぶさい}.
40 1小野津 O わのー とーぬ さしみか゜ {かんぶさ/かんぶさい}.
40 2志戸桶 M わのー とーぬ さしみか゜ かんぶさい.
40 2志戸桶 K わのー とーぬ さしみが かんぶさい.
40 3上嘉鉄 M わのー とーぬ しゃしみぬ かんぶしゃ ＾うしらー.
40 3上嘉鉄 K わぬー とーぬ さしみぬ {かみぶさん/かんぶさん}.
40 3上嘉鉄 O わのー とーぬ さすみぬ {かんぶさん/かんぶさりやー}.
40 4中里 M わのー とーぬ さしみか゜ {かんぶさい(A)//かんぶさやー
(B)}.
40 4中里 K わのー とーぬ {さしんか゜/さしみどぅ/さしみ} かんぶさ(い).
40 5荒木 M わのー とーぬ さしみか゜ かみ ぶさい.
40 5荒木 K わのー とーぬ さしみか゜ かんぶさい.
40 5荒木 O わのー とーぬ なますか゜ {かんぶさいん/かんぶさい゜/かんぶさい}. 「い゜」は鼻にかけた「い」の音
41 0共通語 おまえは　この　魚の　名まえを　知っているか。
41 1小野津 M だや ふん ＾いゆぬ なーよば しっちゅんや.
41 1小野津 K だや ほぅん ＾いゆぬ なーよーば しっちゅんにゃ.
41 1小野津 T だや {ふん/ふぬ} ＾いうぬ なまい しっちゅん にゃ.
41 1小野津 O {だ/だー}や ほぅぬ ＾いゆーぬ なーや しっちゅんにゃ.
41 2志戸桶 M だやー ＾うん ＾いゆぬ なー(ば) しっちゅんや.
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41 2志戸桶 K だや ＾うん ＾いゆぬ なーや しっちゅんにゃ.
41 3上嘉鉄 M だー ふん ＾ゆぬ なまいぇー {しろんや/しろっかい}.
41 3上嘉鉄 K だー ＾うん ゆぬ なまえ しろんにゃ.
41 3上嘉鉄 O だー ＾うん ゆぬ なー しろんにゃー.
41 4中里 M だー(や) ＾うん ＾いゆーぬ なー しっちゅん{や/にゃ}.
41 4中里 K {だー/＾たー} ＾うん ＾いゆぬ なー しっちゅん{にゃ(ー)/な}.
41 5荒木 M だー ＾うん ＾ゆぬ なまえば しっちゅんや.
41 5荒木 K だー ＾うん ゆぬ なまえ しっちゅんにゃ.
41 5荒木 O だー ＾うん ゆぬ なまえ {しっちゅんにゃ/わかるんにゃ}.
42 0共通語 これは　かつおだろう。
42 1小野津 M ふれー かつお じゃっどーが.
42 1小野津 K ほぅれー かつお じゃっどーが.
42 1小野津 T ふれー かつお {じゃろー/どー か゜}.
42 1小野津 O ほぅれー かつお {どー/どーか゜}.
42 2志戸桶 M ＾うれー かつー {じゃろー/じゃっどーか゜}.
42 2志戸桶 K ＾うれー かつお じゃろー.
42 3上嘉鉄 M {ふれー/ふりえー} かつお じゃろー.
42 3上嘉鉄 K ＾うれー かつお じゃろーやー.
42 3上嘉鉄 O ＾うれー かつお じゃほー.
42 4中里 M ＾うれー かつおどーか゜.
42 4中里 K ＾うれー かつお どーが.
42 5荒木 M ＾うれー かつおどーか゜.
42 5荒木 K ＾うれー かつお どーか゜.
42 5荒木 O ｛ふ/う｝れー かつお じゃろ(ー). 『かつお』は『かつー』とも。
43 0共通語 酒は　どうやって　つくるか　おまえは　知っているだろう？
43 1小野津 M せーや きゃーし つくゆっか だや しっ{ちゅ/つ}っどーが.
43 1小野津 K せーや きゃしっし つくゆっか だや しっちゅたろー.
43 1小野津 O せーや きゃしし つくゆっか だや しっちゅんどーか゜. 『せー』は『しぇー』とも。
43 1小野津 T せー や きゃしし {つくゆっか/つっきゅっか} だや {しっちゅろー/しっちゅん どーか゜}.
43 2志戸桶 M せーや ちゃ(ー)しっし {つくゆっか/つっきゅっか} だや {しっちゅろー(か゜)/しっちゅんどーか゜/しっちゅんじゃろー}.
43 2志戸桶 K せーや ちゃーしっし {ちゅっきゅっか/つくゆっか} だや {しっちゅっどーが/しっちゅろーが}.
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43 3上嘉鉄 M しぇーや さーいぇー とぅくりっか だー {しろんや/しろっかやー}.
『さーいぇー』は『しゃーいぇー』
にも聞こえる。
43 3上嘉鉄 K せーや さーえんせん ＾とぅくりっか だー {しろーろーやー/しろーっとーが}.
43 3上嘉鉄 O せーや さーへんせー {＾つっちっか/＾とぅっちんか} しろんにゃー.
43 4中里 M {せー/しぇー}や さしっし {＾とぅくゆっか(A)//＾とぅくゆすか(B)}だー しっちゅん{どーか゜/にゃ}.
話者Ｂは『しっちゅん』の他に
『わかとん』とも。
43 4中里 K せーや さしっし ＾とぅっちゅっか だー しっちゅん どーが.
43 5荒木 K せーや さしっし つくるっか だー しっちゅん どーか゜.
43 5荒木 O しぇーや さしっし つくるすよ だー しっつんどーか゜.
44 0共通語 酒は　米から　つくる。
44 1小野津 M せーや ふむぅぃから {つくゆい/つっく す}.
44 1小野津 K せー や ふむぅぃから つくい.
44 1小野津 O せーや ほぅむぅぃから {つくゆい/ つくゆん どー}. 『せー』は『しぇー』とも。
44 1小野津 T せー や ふむぅぇから {つくゆ(ー)い/つくい}.
44 2志戸桶 M せーや ふむぅぃから つっきゅす(どー). 話者Bは『ふむぅぃ』を『ふみ』と発音。
44 2志戸桶 K せーや ふむぅぃじ ちゅっきゅい.
44 3上嘉鉄 M しぇーや ふみから とぅくりんどー.
44 3上嘉鉄 K せーや ふみから ＾とぅっちん.
44 3上嘉鉄 O せーや ほぅみからどぅ {とぅちんどー/とぅっち}.
44 4中里 M せーや ふみじ {＾とぅくゆい(A)//＾とぅくゆすどー(B)}.
44 4中里 K せーや ふみから ＾とぅくゆす どー.
44 5荒木 K せーや ふみから つくるい.
44 5荒木 O しぇーや ほぅみから つくるすどー.
45 0共通語 酒さえ　あれば　なにも　いらぬ。
45 1小野津 M せーせー ＾ありば ぬーむ ＾いやん.
45 1小野津 K せーせー ＾ありば ぬーむ ＾いやー.
45 1小野津 O せーか゜ ＾あるぃば ぬーむ ＾いや. 『せー』は『しぇー』とも。
45 1小野津 T せーせー ＾ありば ぬーむ {＾いやん/＾やん}.
45 2志戸桶 M せーせー ＾ありば ぬーむ {＾いらん/＾いらー}.
45 2志戸桶 K せーせー ＾あるぃば ぬーむ ＾いらん.
45 3上嘉鉄 M しぇーせー ＾ありば ぬーむ ＾いらんどー.
45 3上嘉鉄 K せーせー(か) ＾ありば ぬーむ ＾いらん.
45 3上嘉鉄 O せーしぇーか ＾ありばー ぬーむ ＾いらん.
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45 4中里 M せーせー ＾ありばー ぬーむ ＾いらん.
45 4中里 K せーせー ＾ありば ぬー(む) ＾いらー.
45 5荒木 K せーせー(か) ＾ありば ぬーむ {＾いらー/＾いらん}.
45 5荒木 O しぇーしぇーか ＾ありば わのー ぬーむ ＾いらん どー. 『わのー』「私は」
46 0共通語 うちの　じいさんは　酒も　たばこも　のまない。
46 1小野津 M わんなー やーぬ ＾あじや せーむ たばくむ ぬまん(どー).
46 1小野津 K わんなー やーぬ ＾あじや せーむ たばくむ ぬまー.
46 1小野津 O やーぬ ＾あじ(ー)や せーむ たばくむ ぬまー.
46 1小野津 T わんなー ＾あじや せーむ たばくむ {ぬまー/ぬまん どー}.
46 2志戸桶 M わんなー ＾あじや せーむ たばくむ ぬまん(どー). 『＾あじー』の母音が短くなっている
46 2志戸桶 K やーぬ ＾あじーや せーむ たばくむ ぬまん.
46 3上嘉鉄 M ＾やーぬ {＾あじーや/じーさぬー} しぇーむ たばくむ ぬまんどー.
46 3上嘉鉄 K やーぬ じーさぬ せーむ たばくむ ぬまん.
46 3上嘉鉄 O {やーぬ ＾あじー/わんなー ＾あじー}や しぇーむ たばくむ ぬまん どー.
46 4中里 M わんなー やーぬ ＾あじーや しぇーむ たばくむ ぬまんどー.
46 4中里 K わんなー ＾あじーや せーむ たばくむ ぬまー.
46 5荒木 K やーぬ ＾あじや せーむ たばくむ ぬまー.
46 5荒木 O わー やーぬ ＾あじーや しぇーむ たばくむ ぬまん どー.
47 0共通語 その　水は　のむな。　のむなら　この　水を　のめ。
47 1小野津 M ふん みずおー ぬむな, {ぬみゅんなら/ぬみゅてー} ふん みず(おば) ぬみ.
47 1小野津 K ほぅぬ みぞー ぬむな. ぬみゅんなら ほぅん みずよーば ぬむぅぃ.
47 1小野津 O
ほぅぬ むぅぃぞー ぬむな, {ぬんぶさりば/ぬみゅてー} ほぅ
ぬ 
むぅぃず(うぉ) ぬむぅぃ.
47 1小野津 T {ふん/ふぬ} むぅぇぞー ぬむな よー. ぬむぅぇてー ふん むぅぇず ぬむぅぇ よー.
話者Dは『みぞー, みず』と発
音。
47 2志戸桶 M ＾うん みずおー ぬむな, ぬみゅてー ＾うん みず(ば) ぬみ.
47 2志戸桶 K ＾うん みぞー ぬむな. {ぬみ すん ならば/ぬむてー} ＾うん みず ぬむぅぃ.
47 3上嘉鉄 M ふん みずおー ぬむな, ぬみば ＾あん みず ぬみ(よー).
47 3上嘉鉄 K ＾うん みどー ぬむな. ぬみす なりば ＾うん みどぅ ぬみ.
47 3上嘉鉄 O ＾うん みどー ぬむなよー. ぬみすなりば ＾うん みどぅ {ぬみよー/ぬみー}.
47 4中里 M ＾うん みずおー ぬむな, ぬみゅす なりばー ＾うん みずお(ば) ぬみ(よー).
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47 4中里 K ＾うん みどー ぬむな. ぬにゅす なりば ＾うん みどぅ(よば) ぬみ. 『ぬにゅす』は『ぬんゆす』かも
47 5荒木 K ＾うん みぞー ぬむな. ぬみす なりば ＾うん みず ぬみ.
47 5荒木 O ＾うん {みぞー/みずお} ぬむなよー, ぬみす なりば ＾うん みず ぬみよー.
48 0共通語 なぜ　おまえは　たべないのか。
48 1小野津 M ぬか゜っし だや {かまんそー/かまんそー{ぬか゜/ぬか゜っし}}.
48 1小野津 K ぬか゜ だや かまん そー.
48 1小野津 O ぬか゜ だやー かまんそー.
48 1小野津 T ぬか゜ だや かまん そー.
48 2志戸桶 M ぬか゜っし だや かまんそー.
48 2志戸桶 K ぬか゜ だや かまん そー.
48 3上嘉鉄 M ぬーなれー だー かまんしゅか.
48 3上嘉鉄 K {ぬか゜/ぬあ} だー かまぬ.
48 3上嘉鉄 O ぬーわ だー {かまぬ/かまんそー}.
48 4中里 M ぬか゜ だー {かまんすよ/かまんそー ぬか゜よ}.
48 4中里 K ぬか゜ だー かまんそー.
48 5荒木 K ぬか゜ だー {かまー/かまんそー}.
48 5荒木 O ぬか゜ だー かまんそーいんか゜.
49 0共通語 おれは　さつまいもなんか　食べないぞ。
49 1小野津 M わのー ぱんすーんきゃ かまんどー.
49 1小野津 K わのー ぱんすんきゃ かまん どー.
49 1小野津 O わのー はんすんきゃ かまんどー.  『はんすー』は『ぱんすー』とも。
49 1小野津 T わのー {ぱんすー/ふぁんすー}んきゃー かまん どー.
49 2志戸桶 M わのー ぱんすんちゃー かまんどー.
49 2志戸桶 K わのー ぱんすーや かまん.
49 3上嘉鉄 M わのー はんしゅんちゃー かまんどー. 『はんしゅー』の母音が短くなっている。
49 3上嘉鉄 K わのー はんすわ かまん どー.
49 3上嘉鉄 O わのー はんすんちゃー かまんどー.
49 4中里 M わのー はんすーんちゃー かまんどー.
49 4中里 K わのー はんすんちゃ かまん どー.
49 5荒木 K わのー はんすんちゃー かまん どー.
49 5荒木 O わのー はんすんちゃ かまん どー.
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50 0共通語 もう　食べられる　ものは　全部　食べた。
50 1小野津 M にゃー かまりん むのー じぇんぶ かだんどー.
50 1小野津 K にゃー かまりん むのー ひんにゃ かでぃ.
50 1小野津 O にゃー {かまりん/かん} むのー {＾あるかねぃ(ー)} {かだ/かでぃ}.
50 1小野津 T にゃー {かまりん/かまらりん} むのー ひんにゃ {かだ/かだん どー}.
50 2志戸桶 M にゃー かまりん むのー ひんにゃ {かでぃ/かだん}. 『かでぃ』ははっきりと自分が食べたことになる。
50 2志戸桶 K にゃー かまりん むのー ひんにゃ かだん どー.
50 3上嘉鉄 M なまー {かまりん/かみん} むのー ひんや かだんどー.
50 3上嘉鉄 K なー, かまりん むのー いぃんにゃ かだ.
50 3上嘉鉄 O なー かまりん むのー ひんにゃー かだんどー.
50 4中里 M にゃー {かみゅん/かまるん} むのー {ひんにゃ/ぬーん
きー} {かだん/かでぃ}.
『かでぃ』は「自分が食べた」。
『ぬーんきー』「何もかも」
50 4中里 K にゃー かまるん むのー ぷんとぅ かでぃ.
50 5荒木 K にゃー かまるん むのー ひんにゃ かでぃ.
50 5荒木 O にゃー かまるん むのー じぇんぶ かだん どー.
51 0共通語 食べて　ねるだけなら　いぬや　ねこと　おなじだ。
51 1小野津 M かでぃー にっびゅん{だき/ばっかい} ＾ありば ＾いんか゜ーんきゃ まやーとぅ {＾いっしょじゃ/＾てぃっつじゃー}.
51 1小野津 K かでぃ にっぴゅんだき なら ＾いんか゜ーや まやーとぅ ＾てぃつ むん じゃ そー.
51 1小野津 O かでぃ {ねぃっびゅん/ねぃっびゅ/ねぃっび}ぶぅぇ ＾ありば ＾いんなーや まやーとぅ ＾てぃつ.
51 1小野津 T かでぃ(から) ねぃっびぶぅぇー {＾ありば/や} ＾いんか゜ーとぅ まやーとぅ {＾てぃつ じゃ/＾いんむん どー}.
51 2志戸桶 M かでぃー にっぷんでー ＾ありば ＾いんか゜ーや まやーとぅ {＾てぃつ/いぃん} むん.
51 2志戸桶 K かでぃ にっびゅす なるぃば ＾いんか゜ーや まやーとぅ ＾いっす.
51 3上嘉鉄 M かめー にんびん{だき/むん}なりば ＾いんか゜ーや まやーとぅ ＾てぃとぅむんどー.
51 3上嘉鉄 K かめん にんびだき なりば ＾いんか゜ーや ぐるーとぅ {いぃんむん/＾いっす} じゃ.
51 3上嘉鉄 O {かでぃー ねぃんべんばっかい/かめん ねぃんべんばっかい} ＾うりばー ＾いんか゜ーとぅ ぐるーとぅ いっしゅどー.
51 4中里 M かでぃ ねぃっとぅん だきなりばー ＾いんか゜ーや ぐるーとぅ {＾いっす/＾てぃとぅ}じゃー.
51 4中里 K かでぃ ねぃっとぅんだき なりば ＾いんか゜ーや ぐるーとぅ ＾いっす じゃ.
51 5荒木 K かでぃ ねぃんびんだき なりばー ＾いんく゜ゎーや ぐるーとぅ {＾いっしょ/てぃつむん/いぃんむん} じゃ か゜.
51 5荒木 O かでぃ ねぃんびんだき なりば ＾いんく゜ゎや ぐるーとぅ ＾おんなじ どー.
52 0共通語 さとうは　あまい。　くすりは　あまくない。
52 1小野津 M さたーや ＾あまさ, すいぇー ＾あまさ ねん. 『にっちゃ』「苦い」とも
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52 1小野津 K さたーや ＾あまさ. すいぇー にがさ. 『ねぃがさ』「苦い」。
52 1小野津 O さたーや {＾あまさ/＾あまさい}, {すえー/すい} ＾あまさねー.
52 1小野津 T さたーや ＾あまさい, すえー ＾あまさ(ー) ねー.
52 2志戸桶 M さ＾たーや ＾あまさ, くすえー ＾あまさーねん. 『くすい』「薬」。『にがさ』「苦い」とも。
52 2志戸桶 K さったーや ＾あまさい. くすれー ＾あまさ ねー.
52 3上嘉鉄 M しゃたーや ＾あまさんどー, くしゅれー ＾あまく ねーらんどー.
52 3上嘉鉄 K さたーや ぬるさ{り/ん}. くすれー ぬるく ねん.
52 3上嘉鉄 O さたーや ＾あまさり. {くすりや/くすりわ/くすれーや} ＾あまさ {ねーらー/ねー}.
52 4中里 M さ＾たーや ＾あまさい, くすりえー ＾あまさーねん.
52 4中里 K さ＾たーや ＾あまさい. くすいぇー ＾あまさ ねー.
52 5荒木 K さたーや ＾あまさ{い/ん}. くすれー ＾あまさ ねーらー.
52 5荒木 O さたーや ＾あまさん どー くすれー ＾あまさー　※. ※文末、『ねー』などが抜けているかも。
53 0共通語 去年　いとこが　中学の　先生に　なった。
53 1小野津 M ふず ＾いとぅくか゜ ちゅーがっこーぬ しんせーに なたん{ち/どー}.
53 1小野津 K ほぅず ＾いとぅくか゜ ちゅーか゜っこーぬ せんせーに なてぃ.
53 1小野津 O ほぅずー ＾いとぅくか゜ ちゅーがっこーの しんせーねぃ なてぃ.
『ちゅーがっこー』 は
『しぇー ちゅーか゜っこー』とも。
53 1小野津 T ふず ＾いとぅくか゜ ちゅーがっこーぬ しんせーに {なたん どー/なてぃ}.
53 2志戸桶 M ふずおー ＾いとぅくか゜ ちゅーがっこーぬ しんせーに {な＾た/なたん}.
53 2志戸桶 K ほぅず ＾いとぅくか゜ ちゅーがっこーぬ しんせーに なたん.
53 3上嘉鉄 M ふどぅ ＾いとぅくぬ ちゅーがっこーぬ しんしぇーに なたんどー.
53 3上嘉鉄 K くどー ＾いとぅく{ぬ/が} ちゅーがっこーぬ しんせーに なたん.
53 3上嘉鉄 O ほぅどぅー ＾いとこか゜ ちゅーがっこーぬ しんせー なたん(どー).
53 4中里 M ふどぅ ＾いとぅくか゜ ちゅーがっこーぬ しんせーに な＾たんどー. 『しんせー』は『しんしぇー』とも。
53 4中里 K ほぅどぅ ＾いとぅくか゜ ちゅーか゜っこーぬ しんせーに なてぃ.
53 5荒木 K {ふず/ふぞー} ＾いとぅくか゜ ちゅーがっこーぬ しんせーに なてぃ.
『ちゅーがっこー』は『ちゅー
か゜っこー』とも。
53 5荒木 O ほぅず ＾いとぅくか゜ ちゅーか゜っこーぬ しんしぇーに なたん どー. 『なたんど』は『なたんどー』か。
54 0共通語 いとこは　英語の　本が　読める。
54 1小野津 M ＾いとぅこー いぇいごぬ ほんか゜ ゆみ でぃきゅんどー.
54 1小野津 K ＾いとぅこー いぇいごぬ ほんよーば ゆみ でぃきゅい.
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54 1小野津 O ＾いとぅこー {＾あめりか ゆむぅぃた/＾いぇえーご}ぬ ほんか゜ ゆむぅぃ {どぃくゆい/どぃくい}.
54 1小野津 T ＾いとぅこー いぇーごぬ しむつか゜ {ゆみ でぃくん/ゆまりん/ゆみゅん} どー.
54 2志戸桶 M ＾いとぅこー いぇーごぬ ほんか゜ ＾ゆみ ＾うすい.
54 2志戸桶 K ＾いとぅこー いぇいごぬ ほんば ゆみゅー すん.
54 3上嘉鉄 M ＾いとぅこー いぇいごぬ ほんぬ {ゆみんどー/ゆまりんどー}.
54 3上嘉鉄 K ＾いとぅこー いぇーごぬ ほんぬ ゆみんしん.
54 3上嘉鉄 O ＾いとぅこー えーごぬ すむとぅ ゆみー {ひん/しん}どー.
54 4中里 M ＾いとぅこー いぇいぐぬ すむとぅか゜ ゆみゆん.
54 4中里 K ＾いとぅこー いぇーごぬ ほんか゜ ゆにゅんすい.
54 5荒木 K ＾いとぅこー いぇーごぬ {ほんか゜ ゆみーす/ほんどぅ {ゆみー/ゆみー すい}}.
54 5荒木 O ＾いとぅこー いぇいごぬ ほん ゆみんすん どー.
55 0共通語 あの　人こそ　ほんとうの　金持ちだ。
55 1小野津 M ＾あん ちゅくさ ふんとーぬ はねぃむち{じゃ/どー}.
55 1小野津 K ＾あん ちゅくさ ほぅんとーぬ はにむち.
55 1小野津 T ＾あん つくさー ぷんとーぬ はねぃむち どー. 『ぷんとー』は『ふんとー』とも。
55 1小野津 O ＾あん ＾つくさ ほぅんとぅーぬ はねぃむち どー.  『はねぃむち』は『かねぃむち』とも。
55 2志戸桶 M ＾あん ちゅくさ ふんとーぬ はねぃむちじゃや.
55 2志戸桶 K ＾あん {ちゅ/つ}くさ ほぅんとーぬ {は/か}にむち.
55 3上嘉鉄 M ＾あん {ちゅくさ/ちゅふどぅ} ふんとーぬ はねぃむちどー.
55 3上嘉鉄 K ＾あん ＾つくす ほぅんとーぬ はにむち じゃ.
55 3上嘉鉄 O ＾あん {ちゅくさやー/ちゅーくさー} ほぅんとーの {はねむち/はねぃむち}どー.
55 4中里 M ＾あん ちゅくさ ふんとーぬ はねぃむち じゃー.
55 4中里 K ＾あん ＾つ く{す/さ} ふんとーぬ はねぃむち (どー).
55 5荒木 K ＾あん ちゅくさ ほぅんとーぬ はにむち じゃ(ー).
55 5荒木 O ＾あん つどぅ ほぅんとーぬ はねぃむちどー.
56 0共通語 その　話は　妻にだけ　聞かせた。
56 1小野津 M ふん はなせー とぅじにぶぅぇー きかちゃん(どー). 「ぶぅぇー」は音がややあいまい。
56 1小野津 K ほぅん ぱなせー とぅじにだき きかち.
56 1小野津 O ほぅぬ {はなしぇー/ゆむぅぃた} とぅじねぃぶぅぇー {＾きたち/＾きかちゃん どー}.
56 1小野津 T ふぬ ゆむぅぇ＾たー とぅじにぶぅぇー {きかち/きかちゃん} どー.
56 2志戸桶 M ＾うん ぱなせー とぅじにぶぅぇー ＾きかちゃん.
56 2志戸桶 K ＾うん はなせー とぅじに ぶぅぇー {きかちゃん/はたたん}. 『ぶぅぇー』は音があいまい。『べー』にも。
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56 3上嘉鉄 M ＾うん はなしえー とぅじだきえー ちかちゃんどー. 『とぅじだきえー』「妻だけに」※「妻に」だと『とぅじに』。
56 3上嘉鉄 K ＾うん はなせー {とぅじぇん/とぅじえん}だき きかちゃん. 『きかちゃん』は『ちかちゃん』とも。
56 3上嘉鉄 O ＾うん ゆみたー とぅじいぇんだきー {ちかちゃん/ちかち}.
56 4中里 M ＾うん はなしぇー とぅじにべーい ちかちゃ(ん).
56 4中里 K ＾うん はなせー とぅじに{だき/べー} {＾つぃ＾かち/＾つぃ＾かちゃん どー}.
56 5荒木 K ＾うん はなせー とぅじにだけ ちかちゃん.
56 5荒木 O ＾うん はなしぇー とぅじにだき {ちかちゃん/はなちゃん} どー.
57 0共通語 妻に　夕飯を　作らせる。
57 1小野津 M とぅじに {いぃーよば/いぃーばにうば} つっかすん(どー).
57 1小野津 K とぅじに いぃーよーば つくらし.
57 1小野津 O とぅじねぃ いぃーよーば {＾つくらち/＾つっかちゃん/＾つっかち}
57 1小野津 T とぅじに いぃーよーば {つくらし/つっかし}
57 2志戸桶 M とぅじに ゆーばん(ば) {つくらちゃん/つくらすん/つっかすん}.
57 2志戸桶 K とぅじに ゆーばん {ちゅ/つ}うっかすん.
57 3上嘉鉄 M とぅじえー いぃーおば ＾とぅくらしんどー.
57 3上嘉鉄 K とぅじぇーん いぃー {とぅっかちゃ/とぅっかしん}. 『いぃー』は『じー』にも聞こえる。
57 3上嘉鉄 O とぅじえん いぃーよーば {つっかち/とぅっか しん}.
57 4中里 M とぅじに いぃー(おーば) ＾とぅくらすい.
57 4中里 K とぅじに いぃー(よーば) {＾とぅくらち/＾とぅくらちゅい}.
57 5荒木 K とぅじに いぃー{よーば/うぉーば} {つくらし/つくらすい}.
57 5荒木 O とぅじに いぃーや つくらすん どー.
58 0共通語 夫は　竹で　かごを　つくった。
58 1小野津 M ＾うとぅおー でーじ かぐ{よば/おば} つく＾たん.
58 1小野津 K うとー でーじ そーふぃよーば つくてぃ.
58 1小野津 O {＾うとー/うとー} でーじ {かごー/そーふぃ) {＾つくた/＾つくてぃ}.
『そーふぃ』は『そーう゛ぅぃ』にも
聞こえる。
58 1小野津 T ＾うとー でーじ かぐよーば {つくたん どー/＾あだん}. 『＾あだん』＝「編んだ」
58 2志戸桶 M うとー {でーでー/でーじ} まぐー(ば) {つく＾た/つくてぃ}.
58 2志戸桶 K うとー でーじ かごー {つった/つっちゃん}.
58 3上嘉鉄 M うとぅおー でーえー かごおば ＾とぅく＾たんどー.
58 3上嘉鉄 K ＾う(っ)とー でーせん かごー {＾とぅっかちゃん/＾とぅくたん}.
58 3上嘉鉄 O うっとー でーへー そーび とぅくたんどー.
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58 4中里 M うとー でーじ そーひん＾かー(お) ＾とぅく＾たん. 「かご」『そーひんか(小)/そーひ(大)』。
58 4中里 K うとー でーじ かぐよーば {＾とぅくてぃ/＾とぅくたん}.
58 5荒木 K ＾うとー でーじ かぐよーば つくてぃ.
58 5荒木 O うとー でーじ かぐ つくたん どー.
59 0共通語 次郎は　おとうとの　三郎と　けんかした。
59 1小野津 M じろーや ＾うっとぅーぬ さぶろーとぅ しっきたん(どー). 伝聞の場合は『てぃんか゜』＝「らしい」、『ち』＝「って」が付く
59 1小野津 K じろーや ＾うっとぅーぬ さぶろーとぅ しっきてぃ.
59 1小野津 O じろーや ＾うっとぅぬ さぶろーとぅ しっきたん どー.
59 1小野津 T じろーや {＾うっとぅ(ー)/＾うっとぅぼー}ぬ さぶろーとぅ しっきたん どー.
『＾うっとぅぼー』「年下の男の
きょうだい」
59 2志戸桶 M じろーや ＾うっとぅーぬ さぶろーとぅ {しっき＾た/しっきてぃ}.
59 2志戸桶 K じろーや ＾うっとぅーぬ さぶろーとぅ しっくぃたん.
59 3上嘉鉄 M じろーや ＾うっとぅぬ さぶろーとぅ しっち＾たん(どー).
59 3上嘉鉄 K じろーわ ＾うっとぅぬ さぶろーとぅ しっちたん.
59 3上嘉鉄 O じろーや ＾うっとぅぬ さぶろーとぅ しっちたん どー.
59 4中里 M じろー ＾うっとぅぬ さぶろーとぅ しっち＾た(ん).
59 4中里 K じろーや ＾うっとぅぬ さぶろーとぅ しっちてぃ.
59 5荒木 K じろーや ＾うっとぅぬ さぶろーとぅ しっちてぃ.
59 5荒木 O じろーや ＾うっとぅぬ さぶろーとぅ しっちたんどー.
60 0共通語 三郎は　次郎に　棒で　なぐられた。
60 1小野津 M さぶろーや じろーに ぼーじ ＾うたったん(どー). 直接見た場合は『どー』「よ」、伝聞の場合は『ち』「って」。
60 1小野津 K さぶろーや じろーに ぼーじ たたかってぃ.
60 1小野津 T さぶろーや じろーに ぼーじ ＾うたったん どー.
60 1小野津 O さぶろーや じろーねぃ {ぼー/ぶっとー}じ {＾うたった/＾うたってぃ}.
60 2志戸桶 M さぶろーや じろーに {ぼー/ぶっとー}じ {＾うたってぃ/＾うったくらってぃ/＾うったくらったん}.
60 2志戸桶 K さぶろーや じろーに ぼーじ ＾うたったん.
60 3上嘉鉄 M しゃぶろーや じろーえー {ぼー/ぐしー}えー ＾う＾た＾たん.
60 3上嘉鉄 K さぶろーわ じろー{に/えん} ぼーせん ＾うたったん.
60 3上嘉鉄 O さぶろー{わ/や} じろーねぃ ぐしー{で/へん/いぇん} ＾うたったん どー.
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60 4中里 M さぶろーや じろーに ぶっとーじ ＾うたったん. 話者Bは『＾うったくらった』とも。
60 4中里 K さぶろーや じろーに ぶっとーじ ＾うたってぃ.
60 5荒木 K さぶろーや じろーに ぶっとーじ ＾うたってぃ.
60 5荒木 O さぶろーや じろーに ぶっとーじ ＾うたったんどー.
61 0共通語 次郎は　じいさんに　しかられた。
61 1小野津 M じろーや ＾あじに ぶてぃらったん(ち). 『ぶてぃらりん』しかられる。
61 1小野津 K じろーや ＾あじに ぶてぃらってぃ.
61 1小野津 O じろーわ ＾あじーねぃ {ぶてらった/ぶてらってぃ}.
61 1小野津 T じろーや ＾あじーに ぶてぃらったん どー.
61 2志戸桶 M じろーや ＾あじに {ぶてぃらった/ぶてぃらってぃ}. 『ぶてぃらりん』しかられる(口で)。
61 2志戸桶 K じろーや ＾あじいに ぶてぃらったん.
61 3上嘉鉄 M じろーやー ＾あじーえー ぶちらったん.
61 3上嘉鉄 K じろーわ じーさんに ＾うなさったん. 『＾うなさったん』は『くなさったん』とも。
61 3上嘉鉄 O じろーやー ＾あじーねぃ くらさったん.
61 4中里 M じろーや ＾あじーから {ぶてぃらったん/ぶてぃらってぃ}.
61 4中里 K じろーや ＾あじーに ぶてぃらってぃ.
61 5荒木 K じろーや ＾あじ(ー)に ぶてぃらってぃ.
61 5荒木 O じろや {あじーから/あじーに} {ぶてぃらったん/ぶてぃらってぃ}. 『じろや』は『じろーや』か。
62 0共通語 おれは　きのうは　新聞を　よまなかった。
62 1小野津 M わのー きにゅーや しんぶんゆば {ゆまんたや/ゆまんたん(どー)}.
『ゆまんたや』だと「しまった
なぁ」ということ。
62 1小野津 K わのー きにゅーや しんぶんよーば ゆまんてぃ.
62 1小野津 O わのー きにゅーや しんぶん よまんてぃ.
62 1小野津 T わのー きにゅーや {しんぶのー/しんぶん} ゆまんたん どー.
62 2志戸桶 M わのー きにゅーや しんぶん {ゆだーらー/ゆだーらん/ゆまんてぃ}.
62 2志戸桶 K わのー きにゅーや しんぶん ゆまんたん.
62 3上嘉鉄 M わのー きゆーや しんぶん みらん＾たんどー. この場合『ゆまん＾たん』「読まなかった」とは言わない。
62 3上嘉鉄 K わぬー すーわ しんぶん ゆまんたん.
62 3上嘉鉄 O わのー ちゆーや しんぶん ゆまんたん どー.
62 4中里 M わのー ちにゅーや しんぶん {ゆまんた/ゆまんてぃ}.
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62 4中里 K わのー ちにゅーや しんぶん ゆまんてぃ.
62 5荒木 K わのー ちにゅーや {しんぶのー/しんぶんのー/しんぶん} ゆまんてぃ (やー).
62 5荒木 O わのー ちにゅーや しんぶんのー ゆまんたん どー.
63 0共通語 その　新聞は　きょうのだ。　きのうのは　これだ。
63 1小野津 M ふん しんぶのー きゅー(ぬ) むんじゃ. きにゅー むのー ふりじゃ. 『＾あんまー』「おばあさん」
63 1小野津 K ほぅん しんぶのー きゅーぬ むん. きにゅーぬ むのー ほぅり じゃ.
63 1小野津 O ほぅぬ しんぶの きゅーぬ むん じゃ. きにゅーぬ むのー ほぅり {じゃ/どー}
63 1小野津 T
ふん しんぶの きゅーぬ (むん) {どー/じゃ}. {きにゅーのー
/
きにゅーぬ むのー} ふり どー
63 2志戸桶 M ＾うん しんぶのー きゅーぬ むんじゃや, きにゅーぬ {しんぶのー/むのー} ＾うりじゃ(やー).
63 2志戸桶 K ＾うん しんぶんや きゅーぬ むん じゃ. きにゅーぬ むのー ＾うり じゃ.
63 3上嘉鉄 M ふん しんぶのー しゅーぬ {しんぶん/むん}どー, きゆーぬ {しんぶのー/むのー} ふりどー.
『きゆー』は『ちゆー』とも聞こえ
る。
63 3上嘉鉄 K ＾うん しんぶのー すーぬ むん じゃ. じよーぬ むのー ＾うりじゃ.
63 3上嘉鉄 O ＾うん {しんぶんわ/しんぶのー} すーぬ むんど. ちゆーぬ むのー ＾うり どー.
63 4中里 M ＾うん しんぶのー すーぬだ, きにゅーぬ むのー ＾うりじゃ.
63 4中里 K ＾うん しんぶのー すーぬ むん どー. ちにゅーぬ むのー ＾うり どー.
63 5荒木 K ＾うん しんぶんのー すーぬ むん (じゃ). ちにゅーぬ むのー ＾うり じゃ.
63 5荒木 O ＾うん しんぶんのー すーぬ むんどー ちにゅーぬ むのー ＾うり どー.
64 0共通語 雨の　ふる　日には　ばあさんは　家で　テレビばかり　見ている。
64 1小野津 M
＾あむぅぃぬ ふゆんてー, ＾あんまや やーじ てれびばっか
い 
みちゅんどー.
64 1小野津 K ＾あむぅぃか゜ ほぅゆん ぺー ＾あんまや やーじ てれびべー みちゅい.
64 1小野津 O {＾あみ/＾あむぅぃ/＾あんめ} ぬ ほぅゆん ぴーや ＾あんまや やーじ てれび ばっかい みちゅい.
64 1小野津 T ＾あみぬ ふゆん {ぴーや/ぷぅぇー/ぴぬぇー} ＾あんまー てれび ぶぅぇー みちゅん どー. 『ぴー』は『ふぃー』とも。
64 2志戸桶 M
{＾あむぅぃふい にえー/＾あむぅぃぬ ふゆん ぴにえー} ＾あ
んまーや {やーじ/やーんてぃ} てれび{ぶぅぇー/ばっかい} 
みちゅん.
64 2志戸桶 K ＾あむぅぃぬ ほぅゆん {ぴ/ふぃ}ぬぇー ＾あんまや やーじ てれびべー みちゅん.
64 3上嘉鉄 M ＾あみぬ ふりゅん ＾とぅきにえー ＾あにーや やーえー てれびばっかい みろんどー.
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64 3上嘉鉄 K ＾あみぬ ふりん ひーや やー{いぇん/じ} てれびばっかり みるん.
『＾あみ』は『＾あむぅぃ』にも聞こ
える。『ふりん』は『ふりー』にも
聞こえる。 『みるん』は『みろ
ん』とも。
64 3上嘉鉄 O ＾あみぬ ほぅりん ひーや あんまーや やー{で/じぇー/いぇん} てれびばっかい みろんどー.
64 4中里 M ＾あみぬ ふゆん ひーにえー ＾あにーや やーじ てれび {べーり/ばっかい} みちゅい.
64 4中里 K ＾あみぬ ほぅゆん へー {＾あんま/＾あねぃー}や やーじ てれびべー みちゅい.
64 5荒木 K ＾あみぬ ふるん へー ＾あんまや やーじ てれびばーり みちゅい.
64 5荒木 O ＾あみか゜ほぅるん ひーや ＾あんまや やーじ てれびばっかい みつん どー.
65 0共通語 お祝いの　ときには　ばあさんまで　おどった。
65 1小野津 M ゆうぇーん どぅきにえー ＾あんまーがり ＾うどぅたんどー.
65 1小野津 K ゆーうぇーぬ とぅけー ＾あんまーがでぃ ＾うどぅてぃ.
65 1小野津 O ゆーうぇーぬ {とぅきねぃ/とぅけー} ＾あんままどぃ {うどぅたん/＾うどぅたん} どー.
65 1小野津 T ゆーうぇーぬ {どぅけー/どぅきぬぇー} ＾あんまーがり ＾うどぅたん どー.
65 2志戸桶 M ゆーうぇーぬ とぅくぃねー ＾あんまーまでぃ {うどぅ＾たんどー/うどぅ＾てぃ}.
65 2志戸桶 K ゆうぇーぬ とぅきぬぇー ＾あんまー{までぃ/がでぃ} ＾うどぅたん.
65 3上嘉鉄 M ゆーうぇーぬ ＾とぅきぬぇー ＾あにーまでぃ(む) ＾うどぅたんどー.
65 3上嘉鉄 K ゆーうぇーぬ どぅち(ー)や ばーさんまでぃ ＾うどぅたん.
65 3上嘉鉄 O ゆーえーぬ どぅきや ＾あんまーまでぃ うどぅたんどー.
65 4中里 M ゆーうぇーぬ とぅきにえー ＾あにーまでぃ {うどぅてぃ/うどぅ
＾た}.
65 4中里 K ゆーうぇーぬ とぅけー ＾あねぃーまでぃ ＾うどぅてぃ.
65 5荒木 K ゆーうぇ(ー)ぬ とぅけー ＾あんまーまでぃ ＾うどぅてぃ.
65 5荒木 O ゆーえーぬ とぅきぬぇー ＾あねぃー までぃ うどぅたん どー.
66 0共通語 花子は　きのうから　病気で　ねている。
66 1小野津 M はなこー きにゅーから やでぃ {ねぃっとぅい/ねぃっとぅんどー}.
66 1小野津 K はなこー きにゅーから やまいじ にっとぅい.
66 1小野津 O はなこわ きにゅーから やでぃ {ねぃっとぅい/ねぃっとぅん どー}.
66 1小野津 T はなこー きにゅーから {やでぃ/やみじ} ねぃっとぅん どー. 『やでぃ』＝「病んで」､『やみじ』＝「病気で」
66 2志戸桶 M はなこー きにゅーから やでぃ ねぃっとぅい.
66 2志戸桶 K はなこー きにゅーから びょーきじ ねぃっとぅ{い/ん}.
66 3上嘉鉄 M はなこー きゆーから やまいえー にんぼんどー.
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66 3上嘉鉄 K はなこー すーから やめん にんぶん. 『やめん』は『やむぅぃん』にも聞こえる。
66 3上嘉鉄 O はなこー ちゆーから やまい{せん/せー} ねぃんぼん どー.
66 4中里 M はなこー ちにゅーから やでぃ ねぃっとぅい.
66 4中里 K はなこー ちにゅーから やまいじ ねぃっとぅい.
66 5荒木 K はなこー ちにゅーから {わんべー/やみ}じ にっとぅ{い/ん}.
66 5荒木 O はなこー ちにゅーから びょーきじ ねぃっとぅん どー.
67 0共通語 花子は　かあさんに　ごはんを　たべさせて　もらった。
67 1小野津 M はなこー ＾おっかに ごはんよば かまち むらたんどー. 白いご飯だけなら『＾うばに』
67 1小野津 K はなこー ＾おっかに むんよーば かまさってぃ.
67 1小野津 O はなこ わ ＾おっかねぃ むんよば {かまさったん/かまち むらたん} どー.
67 1小野津 T はなこー ＾おっかに むんよーば かまさったん どー.
67 2志戸桶 M はなこー ＾おっかんに むん かまち {むらーたん/むらーてぃ}.
67 2志戸桶 K はなこー ＾おっか(ん)に むんば かまち むらーたん.
67 3上嘉鉄 M はなこー ＾あんまーえー むんおば かましぇー むら＾たんどー.
67 3上嘉鉄 K はなこー {＾おっかんに/かーちゃんぬぇん/ばーに/ばーえん} むん かまされん むらたん.
67 3上嘉鉄 O はなこー {＾おっかー/＾おっかん}ねぃ むん{うぉば/よば} かまさろんどー.
67 4中里 M はなこー ＾おっかんに むんお(ーば) かまち {むらた(ん)/むらてぃ}.
67 4中里 K はなこー ＾おっかんに ごはんよーば かまち むら(っ)てぃ.
67 5荒木 K はなこーや ＾おっかんに ＾うばに(うぉ) {かまさってぃ/かまち むらてぃ}.
67 5荒木 O はなこー ＾あんまに むん かまち むらたん どー.
68 0共通語 医者が　くれた　くすりを　のめば　なおるだろう。
68 1小野津 M ＾いしゃさまか゜ ＾くりたぬ すいよば ぬむぅぃば のーゆっど.
68 1小野津 K ＾いしゃか゜ くりたぬ すいよーば ぬむぅぃば のーゆろー.
68 1小野津 O ＾いしゃか゜ {くりたん/くりたぬ} すいよば ぬむぅぃば のーゆん どー.
68 1小野津 T ＾いさか゜ くりたぬ すいよーば ぬむぅぇば のーゆろー.
68 2志戸桶 M ＾いしゃか゜ くりた{ん/ぬ} くすい ぬむぅぃば のーゆろー.
68 2志戸桶 K ＾いさか゜ くるぃたん くすい(ば) ぬむぅぃば のーゆろー.
68 2志戸桶 O ＾いしゃ{か゜/ぬ} くりたん くすり ぬみばー {のーりん/のーりっかむ} どー
『のーりっかむ どー』「治るかも
(しれない)よ」
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68 3上嘉鉄 M ＾いしゃぬ くりたん くしゅりえー ぬみばー のーりゅっかむ わからんどー.
68 3上嘉鉄 K ＾いさぬ くりたん くすり ぬみば {のーりっかやー/のーりろー}.
68 4中里 M ＾いしゃか゜ くりたん くすりお(ーば) ぬみばー のーゆろー.
68 4中里 K ＾いさか゜ くりたん くすい ぬみば のーゆろー.
68 5荒木 K ＾いさか゜ くりたん くすりお ぬみば {のーるん じゃろー/のーるそー あらんか (やー)}.
68 5荒木 O ＾いしゃか゜ くりたん くすり ぬみばー のーるんだろー.
69 0共通語 かあさんは　市場へ　買物に　行った。
69 1小野津 M ＾おっかや {＾いちば/みしや}かい {かいむぬに/ほーいむん/ほーんや} ＾いじゃんどー.
『みしや』「店屋」のほうが古い
表現。
69 1小野津 K ＾おっかや みしやかい むん ほんにゃ ＾いじ.
69 1小野津 O ＾おっかや みしかい むーほんにゃ ＾いじゃん どー.
69 1小野津 T ＾おっかや {みしや/みしゃ}かい ほーんにゃ ＾いじゃん どー.
69 2志戸桶 M ＾おっかのー ＾いちばかい ほーい むん しんにゃ {＾いじゃん/＾いじ}.
69 2志戸桶 K ＾おっかのー ＾いちばかい ほーいむんに ＾いじゃん.
69 3上嘉鉄 M ＾あんまー(や) いちばいぇー ほーいむん＾かち ＾いじゃんどー.
69 3上嘉鉄 K かーちゃのー みしやかち かいものに ＾いじゃん.
69 3上嘉鉄 O ＾おっかーや わんかち むん ほーいや ＾いじゃん どー.
湾集落に市場があるため、ここ
では「市場」ではなく「湾」となっ
ている。
69 4中里 M ＾おっかのー ＾いちばがち {ほーいむん しんにゃ/ほーいむんに} ＾いじゃん.
69 4中里 K ＾おっかのー ＾いちばがち しな ほーいんにゃ ＾いじ.
69 5荒木 K ＾おっかんのー {＾いちば/みしや}に むん ほーいんにゃ ＾いじ.
69 5荒木 O ＾あんまや ＾いちばかに {かいむんかに/ほーいむん しーにゃ} ＾いじゃん どー.
ほーいむん しーにゃ「買い物を
しに」
70 0共通語 道で　学校の　先生に　会った。
70 1小野津 M みちじ がっこーぬ しんせーに ＾おーたんどー.
70 1小野津 K みちじ がっこーぬ せんせーに ＾おーてぃ.
70 1小野津 O みちじ がっこーぬ しんせーねぃ  ＾おーたん どー.  『＾おーたん』は『おーたん』とも。
70 1小野津 T みちじ がっこーぬ しんせーに ＾おーたん どー.
70 2志戸桶 M みちじ がっこーぬ しんせーに {＾おーてぃ/＾おーたん}. 『みちじ』(道で会って話したという感じになる)。
70 2志戸桶 K みちじ がっこーぬ しんせーに {＾おーたん/＾おーてぃ}.
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70 3上嘉鉄 M みっちえー がっこーぬ しんしぇー{とぅ/え} おー＾たん(どー).
70 3上嘉鉄 K みちじぇん がっこーぬ しんせーとぅ ＾おーた.
70 3上嘉鉄 O みちえー がっこーぬ しんせーとぅ おーたんどー.
70 4中里 M みちじ がっこーぬ しんしぇーに {＾おーた(ん)/＾おーてぃ/＾あーた(ん)}.
70 4中里 K みちじ がっこーぬ しんせーに ＾おー＾てぃ.
70 5荒木 K みちじ がっこーぬ しんせーに ＾おーてぃ.
70 5荒木 O みちじ がっこーぬ しんしぇーに ＾おーたんどー.
71 0共通語 なにを　買おうか。
71 1小野津 M ぬー{よば/ゆば} ほーろーか.
71 1小野津 K ぬーよーば ほーろーか.
71 1小野津 O ぬー ほーろーか.
71 1小野津 T ぬー(よーば) ほーろー か.
71 2志戸桶 M ぬー ほーゆっかやー.
71 2志戸桶 K ぬー {ほーゆっか/ほー(い)っか}.
71 3上嘉鉄 M {ぬーむん/ぬー/でぃる} ほーおー＾か.
71 3上嘉鉄 K ぬー ほーか(やー).
71 3上嘉鉄 O ぬー {ほーいやー/ほーおか(やー)}.
71 4中里 M ぬー ほーゆっか.
71 4中里 K ぬー ほーおか.
71 5荒木 K ぬー ほー おーか.
71 5荒木 O ぬー ほーおーか.
72 0共通語 和子のと　おなじ　げたを　花子にも　かってやろう。
72 1小野津 M かずこーとぅ いぃんさーぬ ＾あっさー{ゆば/おば} はなこーにむ ほーてぃ くりろー.
72 1小野津 K かずこぬとぅ ＾てぃつ むんぬ げたよーば はなこにむ ほーてぃ ほぅりろーか.
72 1小野津 O かずこぬとぅ ＾いぬー {げた/＾あっさー} おば はなこねぃも ほーてぃ くりろー.
72 1小野津 T かずこぬとぅ ＾てぃつ ＾あっさーよーば はなこにむ ほーてぃ {くりろー/くりらんば やー}.
72 2志戸桶 M かずことぅ いぃん ＾あっさー(ゆば) はなこにむ ほーてぃ くりろー.
72 2志戸桶 K かずこ むんとぅ いぃん むんぬ ＾あっさーば はなこにむ ほーてぃ くりゆん.
72 3上嘉鉄 M かじゅこぬ むんとぅ ＾てぃとぅむん あっさー(おーば) はなこえむ ほーえー くりりよー.
72 3上嘉鉄 K
かずこぬ むんとぅ いぃんむん げたお はなこにむ ほーえ
ん 
とぅらそー.
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72 3上嘉鉄 O かずおとぅ ねぃんむんぬ ＾あっさー はなこいぇんむ {ほーおかや/ほーおーや}.
72 4中里 M
{かずこぬとぅ/かずこ あっさーとぅ} {いぃん むん/＾てぃとぅ 
＾あっさー}おーば はなこにむ ほーてぃ {とぅらそー/くり
ろー}.
72 4中里 K かずこぬ むんとぅ てぃとぅ げた(よーば) はなこにむ ほーてぃ とぅらそー.
72 5荒木 K かずこぬ むんとぅ てぃつ むんぬ ＾あっさ はなこにむ ほーてぃ くりろー.
72 5荒木 O かずこぬ むんとぅ ＾おんなじ ＾あっさ はなこにむ ほーてぃ くりろー.
73 0共通語 和子と　花子は　友だちだ。
73 1小野津 M かずことぅ はなこー どぅしじゃ. 『あぐ』は使わない。
73 1小野津 K かずことぅ はなこー どぅし.
73 1小野津 O かずこと はなこー どぅし どー.
73 1小野津 T かずことぅ はなこー どぅし どー.
73 2志戸桶 M かずことぅ はなこー どぅしなてぃ (じゃ). 昔は『ほーぶぅぇー』「友だち」とも。
73 2志戸桶 K かずことぅ はなこー ほーぶぅぇー. 『ぶぅぇー』は音があいまい。『べー』にも。
73 3上嘉鉄 M かじゅことぅ はなこー ＾てぃっどぅしどー. 『＾てぃっどぅし』「同じ年の友だち」？
73 3上嘉鉄 K かずことぅ はなこー どぅし.
73 3上嘉鉄 O かdずことぅ はなこー どぅし どー(や).
73 4中里 M かずことぅ はなこー どぅしんちゃーどー.
73 4中里 K かずことぅ はなこー どぅし (どー).
73 5荒木 K かずことぅ {はなこや/はなこー} どぅし どーや.
73 5荒木 O かずことぅ はなこー {どぅしんちゃー/どぅし} どー.
74 0共通語 花子は　顔が　かあさんに　よく　似ている。
74 1小野津 M はなこー つらか゜ ＾おっかーに ゆー にちゅいやー.
74 1小野津 K はなこー つらか゜ ＾おっかに ゆー にちゅい.
74 1小野津 O はなこー ＾つらか゜ ＾おっかねぃ ＾いっぱい ねぃちゅい.
74 1小野津 T はなこー つらか゜ ＾おっかに ゆー ねぃちゅん どー.
74 2志戸桶 M はなこー つらか゜ ＾おっかんに ゆー {にちゅい/にちゅん}.
74 2志戸桶 K はなこー つらか゜ ＾おっか(ん)に ゆー にちゅん.
74 3上嘉鉄 M はなこー ＾あんまー{えー/に} とぅらー ＾てぃとぅむんどー. 『はなこぬ とぅらー』 ~になったので、共通語文を変更。
74 3上嘉鉄 K はなこー ＾とぅらぬ かーちゃんとぅ よく にゆん.
74 3上嘉鉄 O はなこー ＾とぅらぬ ＾おっかぬぇー ゆー {ねぃーよーり/ねぃーおーり} やー.
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74 4中里 M はなこー ＾とぅらか゜ ＾おっかんに ゆー にちゅいやー.
74 4中里 K はなこー ＾とぅらか゜ ＾おっかんに ゆー にちゅい.
74 5荒木 K はなこや つらか゜ ＾おっかんに ゆー にちゅい.
74 5荒木 O はなこー つらか゜ ＾あんまに ゆ につん どー. 『つら』は単独でははっきりと『＾つら』と聞こえる。
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